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感 動 と 余 韻 の 中 で

旭川開催実行委員会

会 長  桑 畠 力 松

会場の「大雪アリーナ」・「東明中学校事務局」に静寂が訪れた今、第 24回バ ドミ
ントン競技大会を振り返りますと、何と多くの関係者に恵まれての幸運な大会であった

ろうかと感慨を新たにせずにはいられません。

これまで旭川市では、スキー競技大会を 2度、バレーボール競技大会を 1度と開催し

ておりますが、今回バスケットボール競技大会に続いての開催で、一挙に5度 も全国大

会の開催を経験することになりました。

屋内競技とはいえ、練習会場・競技会場と選手達は移動しなければならないわけで、

快晴に恵まれて天の大きな味方も幸いしました。

運営につきましては、前々年度 (北信越)前年度 (近畿)と視察員を派遣し、旭川市
での大会運営をどう構築していくかを具に検討し、合い言葉を「質素・親切・正確」と

決め当番学校であります東明中学校が推進の要となって、国・道・市の各バ ドミントン

協会、文部省をはじめとしての各行政などと実に多くの関係者のご指導・ ご援助・ ご支

援を頂きながらの大会準備であり開催でありました。

全国 9プロックの代表、開催地枠の代表とで 48チームと個人戦 (単 720複 48)
を迎えての練習会場や試合会場の確保は、当番学校の東明中学校としては大変で市内中

学校や高校の屋体や 2つの体育館を借りての準備でありましたが、関係者の絶大なるご

協力で参加チームに満足をいただけたものと思っています。

本大会の特色的なこととしては、練習会場と試合会場にシャトルバスを配置したり、

練習会場も昨年より多く確保したり、東明中学校生徒会とPTA会員の皆さんが記念品
を作製して、全選手に寄贈したりと、一応は評価されるべき取り組みをしました。

加えて、本大会でもいろいろの感動の ドラマがありました。選手達の流した汗や涙の

思い出や、良きライバルとの友情も青春の 1ページとして選手達の胸に刻まれたり、旭

川の大会が世界へ飛び出す大きな舞台となった選手もいることでしょう。

すべてに満足のいく大会であったとは申し上げられませんが、旭川市民の理解と多く

の人々の善意のもと、大会は終わりました。郷土旭川市を広く全国に紹介できたことと

思いますし、当番学校の東明中学校教職員・生徒会の底力と1人 1人の可能性が見えた

素晴らしい大会であったことに感激しております。

最後に、ご協力いただきました関係各位のご健勝とご発展を心からお祈り申し上げ、

お礼をかねてのご挨拶といたします。
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大 会 を 終 え て

当番校 旭川市立東明中学校
校 長  渋 谷  真

例年にない全国的な猛暑の中で、滞りなく平成 6年度全国中学校選抜体育大会 。第二

十四回全国中学校バ ドミントン大会を盛会裡に終了させて戴きましたこと、当番校とし

て厚くお礼申し上げます。

大雪の秀峰を仰ぎ、石狩川の清流のもと旭川市で展開された本大会に全国各地から九

十一校四一〇名の選手を迎え、八月二十二日から二十五日にわたって「響けシャトル

大雪に向かって 今 旭川」の大会スローガンのもとに熱戦が繰り広げられました。人々
に感動と感銘を与え、さらに友情の輪が交流しあえたことなど印象深い大会でありまし

た。

さて、当番校として三年前に引き受けて以来、準備等に奔走してきましたが、本校の

教職員・生徒・父母と全校あげての取り組みでありました。

加えて、開催市はもとより北海道・旭川市教育委員会・バ ドミントン協会をはじめ関

係団体 0各界の方々から格別のご支援ご協力を賜り、無事大会を運営できました。

さらに、大会運営等に当たり、大会役員や競技役員、そして生徒役員として市内高校

生・中学生の積極的な協力を戴き、衷心より厚くお礼申し上げます。

全国から地区予選を勝ち抜き本大会に参加してきた中学生選手だけに、シャトルに掛

ける情熱や技量は観るものに深い感動を与え、スポーツ精神の表現の場としても意義深

い大会でありました。

終わりに、当番校として行き届かない面も多々あったと思いますが、ご理解とご協力

を戴き、その責を果たせたことに感謝申し上げ、大会終了のごあいさつにさせて戴きま

す。
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平成6年度全国中学校選抜体育大会

第24回全国中学校バドミントン大会

(財)日本中学校体育連盟
バ ドミントン競技部長 小 野  理

近年稀な猛暑となった本年、北海道旭川市という自然豊かで清涼な空気の中で熱戦を

繰り広げることができた第24回全国中学校バ ドミントン大会。出場した選手諸君にとっ
ては実に理想的な環境の中で、日頃の練習成果を 100%発 揮できたのではないかと確
信している。本大会よリシングルス戦が 36ト ーナメントに拡大され、大会そのものが

華やかかつ過去にない高レベルのものとなった。男子団体では香川一中が二連覇を成し

遂げ、中西選手が卓越した技能で見事シングルスの王者となった。

また、女子団体では伝統校の四條畷学園中が五度目の優勝を遂げ、新たな記録を残し

た。女子は全般的に2年生の活躍が目立った大会であった。「早熟型選手」の勝つ時代

の到来を予想させる大会でもあった。

地元の大会開催への熱意は相当なものがあった。随所に心暖まる準備があり、感謝の

限りである。さらに、長期わたる選手強化の成果といえる地元勢の大活躍も素晴らしい

ものであった。思い起こせば、平成元年の全国大会 (山口市)の女子ダブルスの優勝が

今回の快挙につながっているように思える。当時まだ 2年生であった神居古渾中の中山・

増茂組が強豪をおさえつけ、王座に立ったのは感動的であった。また、出身中学校が小

規模であったということがさらに全国的な話題ともなった。地域総出のバ ドミントンは

北の地旭川にしっかりと根づき、大きな花を咲かせようとしているといっても過言では

なかろう。

また、地元大会役員のチームワークの良さ、選手強化のあり方は今後の日本のバ ドミ

ントンの模範ともなるべきものである。

さて、競技部会 (プロック長会議)も大変充実したものとなった。シャトル問題、競

技部組織の充実、ウェアの見直し等。継続的な審議を必要とするものもあったが、前向

きな方向で競技部会が進んだことは喜ばしいことである。各プロツクにおいてもプロッ

ク組織の拡充を進めるとともに、全国的な組織体制作りの必要性を痛感させられる。

次年度 (平成 7年)は関東プロツク (神奈川県川崎市)にて開かれる。開催第 25回

という記念大会ともなる。競技部としても開催 25回を記念し、いくつかの記念事業を

進めていきたい。
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大 会 を 終 え て

北海道中学校体育連盟バ ドミントン

専門委員長  杉 田 茂 良

第 24回全国中学校バ ドミントン大会が 4日間の熱闘の末、無事終了できましたこと
に対して、今大会の関係各位に心から感謝とお礼を申し上げます。

全国各プロックから、厳しい予選を勝ち抜いて本大会に出場された選手、役員の皆様

を、すばらしい会場と真心をもって歓迎しようという、地元旭川市実行委員会をはじめ、

当番校の任に当られた東明中学校の教職員、生徒、父母の学校ぐるみでの取り組みや地

元協会を中心としたバ ドミントン協会関係者など、多くの方々のご理解とご協力、ご好

意に支えられ、大会運営に万全を期すため、北海道中学校大会をリハーサル大会に位置

づけて本大会に臨む程の熱の入った大会でした。幸い桜内義雄日本バ ドミントン協会会

長も開会式に参加され、一段と華やかさも添えられた大会でもありました。

大会期間中は、当地旭川市も全国的猛暑に漏れず、文字通り暑さとの開いでもあり、

選手諸君にとっては、体調の維持の難しい大会であっただろうと思います。

そうした厳しい条件の中で、地元旭川広陵中学校の女子団体準優勝は画期的なことで

あり、関係校はもとより、地元大会関係者にとっても大きな喜びをプレゼントしていた

だき、今までの苦労が報われた思いで一杯でした。個人戦においても堂々の入賞を果た

し、多くの成果をあげることができました。

今大会が大きな失敗もなく、成功裡に終了することができましたのは、二年前から視

察を重ね、昼夜を問わずご努力いただいた実行委員会、旭川市立東明中学校の関係者の

皆様、協会関係の皆様方の献身的なご協力と支えがあってのことであり、また今大会に

向けて 3年間の強化練習の成果が実を結んだ結果によるものと思っております。大会を

終えて、本大会成功のためにご尽力いただきました大会関係者の皆様方に、改めて心か

ら感謝とお礼申し上げます。ほんとうにありがとうございました。
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旭川市立東明中学校 PTA会 長
根 本 孝 一

連日35度の猛暑ではありましたが、全国からの皆様に心からの歓迎と、大会運営に

努力された役員の皆様に深く感謝申し上げます。

私達は当番校のPTAと して、全国大会に参加される選手・役員の方々にプレゼント
する記念品作りをしました。

昨年、開校 10周年を迎えた若い旭川市立東明中学校。今年の夏は、全国中学校バ ド

ミントン大会に再び父母のパワーを燃やそうと決意しました。

まず、生徒会が中心となり、子供たちはすずらんの押し花作りを始めました。何度も

新聞紙をとり替えるのですが、色が茶褐色になり失敗、やり直してやっとすずらんの栞

が完成。ところが数が半分程度。季節は7月 。急速ラベンダーを補充。幸せかな、 2種

類で 1セ ツトになりました。

さて私達は・・・・。旭川は木工・木彫りの町と着想し、作品の内容を検討。専門の方々

のアドバイスも受けながら、 6月 にバ ドミントンのラケツトのウッドクラフトと決定。

試作、ところが作品はテニスラケツトに似てしまう。評判もよくない。作業に手間がか

かりすぎる。何度も相談に工場を訪問しました。地元にいて、産業、企業の内容を知ら

ないといいますか、木工場を覗きますと、工作ロボットがずら～っと並んでいます。一

瞬ここが木工場 ?と 目を疑いました。コンピューターと連動した工作ロボットが、柔ら

かな木目模様を浮き彫りにして、木材を加工しています。全国大会のために木工のパー

ツを製作して頂きましたが、一番大変なのは、ラケットの穴あけ。ガツトを通す穴は手

作業で、800個 ×9ヶ所の穴を、一人の女子工員さんが黙々と、グラインダーに向かっ

て作業して下さいました。この姿には、ただただ頭の下がる思いでした。

白樺の細い枝本を山の中に切り出しに行く校長先生班、テングス (ガ ット)を通し、

しっかりしばっていく班、作業をする100人近くの額から玉の汗。「何でこんな面倒
な」とおしかりは覚悟したものの、作品が仕上がると一斉に「カワイー」。これは東明

中PTAの明るさと自負。熊の型抜き、白樺の台、ラケットの周囲に文字を入れ、栞 2
枚合わせて袋詰め。旭川大会の成功と選手の皆さんの活躍を期待しました。
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大 会 を ふ り か え っ て み て

旭川市立東明中学校生徒会

会 長   花 香 真 愛

大自然の広がる北の大地におきまして、全国各地から大勢の選手 0監督・保護者を迎

え 8月 22か ら25日 にわたって平成 6年度全国中学校選抜体育大会、第 24回全国中

学校バ ドミントン大会が開催されました。「響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川」
の大会スローガンのもとに開かれたこの大会は、私達に大きな大きな感動を与えてくれ

ました。追い上げられていても、決して試合をあきらめない根気強さ。コートいっぱい

に駆け巡りどんなシャトルでも打ち返す集中力。そしてスマッシュを決めたときのあの

自信に満ちあふれた笑顔は忘れることはできません。夏休みのほんの数日間で、こんな

にも多くの感動を受けることができるとは思いませんでした。

今大会の開催にあたり “今こそ東明 飛翔の瞬間"を合い言葉に全校あげて、しおり、
歓迎旗作り。また、大会中は各係に分かれ選手の皆さんが気持ちよくプレーに励むこと

ができるように精一杯努力しましたが、名前の呼び誤り、審判用紙の書き誤り、表彰場

面での トロフィー、メダルの受け渡し。他にも皆さんにご迷惑をかけた点が多々あった

と思いますが、このような大きな大会は経験がなく不慣れなことと、大目に見て頂けれ

ば幸いです。来年神奈川県で開催される大会では、今回の反省点を基に素晴らしい大会

となることを願っています。

全国各地から勝利を重ね、自信に満ちあふれた選手の皆さんが、この大会を節日とし

てさらに大きな目標を持ち、バ ドミントンを学び続けてゆかれることを期待しています。

最後に観戦する多くの人々の心を感動させた選手の皆さんの熱き戦いが、旭川大雪ア

リーナの会場で行えましたことを改めて感謝し、大会終了のご挨拶とさせて頂きます。
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大 会 を 終 え て

旭川市実行委員会

事務局長  船 場 淳 市

全国 9プロックの厳しい予選を勝ち抜いて全国大会出場の切符を手にした選手達が、

ここ北の大地旭川に集う中、開会式で健闘を誓い、全国一を目指して翌日 (23日 )の

団体戦から始まった第 24回全国中学校バ ドミントン大会は、 25日 の閉会式を最後と

してその幕を閉じました。

競技は3日間にわたって 6種目 (男女各 3種目)の頂点を目指して行われ、91校、

410名の選手たちが自らを奮い立たせ、コートいっぱいに動き回りすばらしい技を応

酬する姿は、勝敗を度外視して観戦するものを感動させてくれました。

勝っておごらず、負けて悔やまず、全力を尽くした選手たちはこの体験を忘れずに、

今後もバ ドミントンを愛し、バ ドミントン競技の向上に努力を続けてください。また、

競技を通してだけでなく、旭川市に滞在した中で良き思い出づくりをされたことと思い

ます。将来、是非思い出の地・旭川にお出でいただければと願っています。

最後になりましたが、本大会の運営にあたり、バ ドミントン協会をはじめ北海道教育

委員会、旭川市教育委員会等関係各位のご理解・ ご支援をいただきましたことに感謝申

し上げます。また、実際の競技運営等にあたり、素晴らしい大会に導いていただきまし

た多くの競技役員及び高校生・中学生の生徒役員の皆さんに心から「ありがとうござい

ました。」とお礼申し上げ、大会を終えての言葉といたします。
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全 国 大 会 を 終 え て

旭川市実行委員会事務局

次 長  笠 井 正 彰

大雪山のふもと旭川市におきまして、 8月 22日 から25日 にわたって第 24回全国
中学校バ ドミントン大会が開催されました。「響けシャトル 大雪に向かって 今 旭
川」のスローガンのもとに全国各地から多くの方々に参加いただきありがとうございま

した。大会も無事終了することができました。これも皆様方のご支援・ ご協力たまもの

と心よりお礼申し上げます。

3年前、旭川で全国大会の開催が決定し、 2年前に高岡市へ視察に行きました。この

とき、お忙しい中、旭川地区協会の藤井会長をはじめ、朝野、羽柴、日比野先生、道協

会の西村、杉田先生にもご同行いただきました。昨年は、教頭先生を中心に、真岸、山

本、岩田、日比野、私と当番校より6名の先生、道協会より西村、杉田先生が大津へ視

察に出かけました。どちらの大会も立派でしたので、実際にできるかどうか不安がつき

まとう毎日でした。大津視察後の 1年は、早いもので時間との戦いでした。今年に入っ

て、ポスターの製作、記念品作り、五者会議、役員の決定、会議の検討、プログラム作

り、会場との打合せ等次々と大会に向けて進んでいきました。

全国から来る選手の記念品として生徒会では、すずらんとラベンダーの押し花のしお

り、PTAの方々には、バ ドミントンのラケットの形をしたウッドクラフトを作ってい
ただきました。この他にも大会の裏方として、会場作り、旭川空港・旭川駅の歓迎案内

所、当日の進行、受付・接待、集合所、記録、式典、警備、速報の発行、審判、線審、

カウンターなどに携わっていただいた競技役員、生徒役員の皆さんには大変お世話にな

りました。

今年は、地元で開催ということで、なんとかよい成績を残したいと、 3年前、選手強

化委員長に中村先生を無理にお願いし、広陵中、東明中で夜の練習を開始しました。そ

の他選手達は、札幌、上尾、鈴鹿などで行われた道協会の強化合宿、全国の強化合宿に

も精力的に参加し、練習に励む日々でした。また、今年に入って週 3回の強化練習を続

け、故障者が出るなどのハプニングもありましたが、結果として、広陵中学校女子団体

準優勝、上田君 (豊里中)男子シングルス 3位、塩崎・山重組 (忠和中)女子ダブルス

3位に入賞し、「旭川勢が大健闘」と新聞の見出しを飾り、大きな花を添えてくれまし

た。本当に大勢の方々のお陰でこの大会を開催し、無事終えることができました。

最後になりましたが、本大会のために大変お世話になりました旭川市、道・旭川市教

育委員会、日本・道・市中体連、バ ドミントン協会など関係各位に心から感謝し、お礼

を申し上げます。ありがとうございました。

-8-
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大 会 を 終 え て

旭川市中学校連盟バ ドミントン

専門委員   羽 柴   修

第24回全国中学校バドミントン大会を無事終え、肩の荷が下りた感じがします。旭川

市の実行委員会が目指した3S[質素・親切 。正確」の合い言葉も、ほぼ達成されたと

おもわれます。旭川市の実行委員会の一員として、専門委員の役割は何かを明確につか

めないまま、この大会への係わりの大きさを知り、出きる範囲で最大限のお手伝いを考

えて来ました。

三年前旭川大会が決定してから、大会運営の直接担当になる当番校と、話し合いを深

めどんな大会にするのかから動きだしたのを思い起こします。今、様々ある中で最も大

変だつたことを考えると、ひとつは滅多にない大会で地元選手の活躍を願つての選手養

成であります。その役に携わってくれる人、各中学校の先生方が、積極的に選手強化の

部分を引き受けて下さり、本当にご苦労なさつたここと思いますじ、頭の下がる思いが

します。もうひとつは、機能する組織作りの様な気がします。過去の大会では見られな

い、当番校による大会をどう運営するかです。その中で運営、進行に係わる生徒諸君を

生徒会を中心にどう生かすか、さまざまな案が練られ、具体案にたどりつくまでにかけ

た時間だと思つています。

いずれにししても、主役は子ども達であり、思い出に残る大会になつたことを信じ、

準備期間を含め、多くの人々に助けられ、お世話になつた事に感謝したいと思つていま

す。
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大 会 を 終 え て

第 24回全国中学校バ ド

総務副委員長  朝

3年前、旭川バ ドミントン協会理事長 (笠井先生)よ り、第 24回全国中学校バ ドミン
トン大会の当番校を受けることになったことを聞かされ、開校 10周年記念行事 (昨年)
と重なり、はたして出来るのか不安でした。まず、大会の様子を知ることが大切と、第2

2回富山 (高岡市)大会に、東明中の先生 3名 と専門委員の羽柴先生とで視察団を組み参

加しました。 40° の猛暑の大会でしたが、全市あげての素晴らしい大会で大変参考にな

りました。次の年、大津大会 (第 23回 )には当校より6名の先生方が視察に行き、東明
中の教職員もだんだんと大会に向けての気持ちが高まり、事務局を中心にして大会の準備

が進んでいきました。

次に考えたことは、全校あげてどのように歓迎じ、どのようにして仕事を覚えるかとい

うことでした。まず仕事については、昨年から2年生を中心に大会役員を決め、中連大会、

支庁大会の当番校を引き受け、更に本年、全道大会を行い、全国大会を迎えました。

又、歓迎の記念品として、 3年生はスズラン、ラベンダーの押し花、 1・ 2年生は 9ブ

ロックに対しての歓迎旗、PTAは ウッドクラフト等、と全生徒、教職員、PTA役員で
作りあげました。

大会を終えるまでに、いろいろな面で大変苦労しましたが、大会運営 (開・閉会式、競

技運営、練習会場、バス配置、宿泊、レセプション、記念品等)の全ての面で好評でした

ので事務局として、今ホッとしているところです。

この様に無事大会を終えることが出来ましたのは、多くの大会役員、競技役員、そして

市内の中高校生、旭川バ ドミントン協会の皆さんの積極的なご協力及び関係団体、各界の

方々のご協力があったればこそと心から感謝申し上げます。

最後に来年開催される神奈川県での大会では、更に発展し、素晴らしいものになること

をご期待申し上げます。
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選 手 =強 化 を し て

旭川地区バドミントン協会

選手強化委員長  中 村 光 生

平成 6年度の全国バドミントン大会が旭川市で開催されると決定したがのが4年前
の平成 3年。大会運営は勿論のこと、旭川でやるのだから旭川市の選手の活躍する姿
をみようということで、全国大会に向けて選手強化をすることになつた。

その頃私は、旭川市街から2 0km離れた神居古渾中学校に勤務していたため強化練

習もなかなか進まなかった。

3年前の平成 4年、広陵中学校に転勤。
やつと選手強化らしい練習ができる状態となつたが、選手の意識は私達の考えてい

るようにはいかず、練習効果はあがらなく、あせりを感じていた。

2年前の平成 5年。強化指定選手の数人が全国大会出場、もしくはマネージャー等
として全国大会を視ることができた。全国大会のレベルやすばらしい雰囲気を自分達

の目で確かめることができたためか、その後の選手一人一人の練習の取り組みが変わ

ってきた。練習日も週に1回から2回 に増やしたことにより技術指導だけでなく体力
づくりもできるようになつた。

加えて、ほんの一部の選手は全日本ジュニア合宿や関東合宿に参加させて頂き全国

のジュニアのトップレベルの選手と練習したり試合をすることにより、日々の生活、

練習の心構え、態度、礼儀作法をはじめ選手として何を、どうしなければならないか

視えてきたようです。

いよいよ、大会まで数か月。週 2回の練習日を 3回に。更に北海道協会の協力を得
て北海道合宿を数回重ねることにより、技術力・体力・気力と回をおうごとに高まつ

ていくのを感じた。北海道予選では、旭川市の選手が上位を占め例年になく多数が全

国大会出場となつた。

「旭川の選手が活躍する姿をみたい」「表彰台に上がる姿をみたい」そういう願い

で4年間。いよいよ大会が始まろうとする時、周囲からは「先生だいじょうぶかい??」
「仕上がりはどう??」 などと声をかけられたが、私は"天命を待つ気持ち"だった。
私にとつての4年間の強化練習は、旭川地区バドミントン協会をはじめ北海道協会
のご指導、ご支援のもと最大限の努力を尽くしたという満足感と充実感を味わうこと

ができた。結果は、女子団体準優勝 。男子団体ベスト80男子単 3位・女子複 3位・
ベスト8、 2チームと開催地としてまずまずの成績を残すことができた。
4年間の強化練習の成果は、選手一人一人のパドミントン技術の向上は勿論のこと
体力、気力、そして多くの指導者、選手としての交流により奪われることのない宝を

得たようです。これらを、学習に生活に役立ててほしいと願っています。

最後になりましたが、選手強化をするに当たつて心より援助、協力して下さいまし

た、バドミントン協会の方々、先生方、高校生や社会人の選手の方々、父母の方々、

体育施設関係の方々など多数の皆様方のおかげと深く感謝しております。ありがとう

ございました。            .. ~ 1  1 ~



」≧国 大 会 ιこ 出 場 ιこ し て

旭川市立広陵中学校男子バ ドミントン部

主 将  中 富  崇

今年は第 24回全国中学校バドミントン大会が「響けシャトル 大雪に向かつて
今 旭川」のスローガンのもと、北海道旭川市で開催されました。僕は過去 2回マネ
ージャーとして、全国大会を見学したことはありましたが、選手としての参加は今回

が初めてだつたので、入場行進や開会式はとても緊張しました。

僕達メンバーのほとんどは、3年前の小学 6年生の時からこの全国大会に向けての

強化練習に参加し、旭川での全国大会では優勝することを目標に頑張ってきました。

中学校での部活動では、毎朝おもりを着けてのランニングや、色々なノック、パター

ン練習などつらい練習でしたが、みんなで「ファイト」「ガンバ」など声を掛け合っ

て乗り越えてきました。時々社会人の人がわざわざ僕達の試合の相手に来てくれて、

熱心に指導してくれました。こうして少しずつ全国のレベルに技も心も高めていきま

した。

そして、試合当日。

1試合目は緊張のせいで普段の動きができなかたもののゲームカウント2対 0で勝

ち進みました。「あと 1つ勝てばベスト4」 みんなが絶対に勝つという気持ちで一杯

で挑んだ2試合目。しかし、またも緊張してしまい展開は良くならず、サープもシャ

トルを持つ手が震えてうまくいかず惜 しくも負けてしまいました。結局僕達はベスト

8で終わってしまい、日標達成はなりませんでした。負けて初めて全国の壁の厚さを

知りました。そして、緊張に勝つことができなかつたのは、毎日の練習の時にここま

で緊張して練習していなかつたからだと思いました。この大会で学んだ事は、技術面

で差がない相手と競った時、勝負を決めるのはどれだけ精神面で相手に勝つ事ができ

るかということでした。僕達はその心を外面に出す事ができなかつたのに対し、相手

は自分の心を体いつぱいに表現していたので、次第に僕の気持ちは消極的になつてし

まいました。

顧間の中村先生は毎日僕達を熱心に指導してくれて、時にはおこられたりもしまし

たが、先生にはパドミントンのことばかりではなく、生活面などいろいろな事を僕達

に教えて下さりとても感謝しています。

最後に、顧間の先生方、強化練習や部活動に多くの支援をして下さつた方々、大会

に応援に来て下さつた父母の方々、本当にありがとうございました。
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全 国 大 会 に 出 場 し て

旭川市立広陵中学校女子バ ドミントン部

主 将  石 黒 広 子

「響けシヤトル 大雪に向かつて 今 旭川」のスローガンのもと、8月 22日 ～
25日の日程で、第24回全国中学校バドミントン大会が地元旭川市で開催されまし
た。

地元と言うこともあり、全国大会のため 3年間、毎日夜おそくまで練習したり、合

宿に参加したり、高校生に相手をしていただたり、今までいろいろな人達にお世話に

なりました。

そして、試合当日。

自分達の試合が近づいてくると緊張してきました。コー トに入ると、学校のみんな

や父母の皆さんの声援を受けだんだんと緊張感がなくなり自分達のプレーができたの

でよかつたです。団体戦では、決勝で敗れましたが、準優勝という輝かしい結果が残

せてよかったです。でも、もう少し精神力があれば、そして勝ちたいという気持ちを

相手よりも上回ることができれば勝てたのかもしれません。

「より速く。より高く。より前で」を意識して今まで練習してきました。一番つら

かった事は、自分自身との戦いでした。何回も気持ちが逃げてしまつたこともありま

したが、いろいろな人達に支えられ今までやって来る事ができました。また、キャプ

テンという立場としてチーム全体をまとめる難しさや責任の重さを知り、学ぶことが

できました。

この大会までの道のりは、長かつたようにも思えるし、短かつたようにも思えます。

私は、バドミントン部に入り本当によかつたと思います。とてもよい指導者に恵まれ

て、そして今まで共に汗を流し涙を流したり笑つたりした仲間との出会いを大切に胸

に残したいと思います。

バ トミントン活動で得た「気力」。「体力」をこれからの学習に生かしていきたい

と思います。また、パドミントン活動を通して知り合つた選手、指導者、その他多く

の方々も大切な宝物として大事にしたいと思います。
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全 国 大 会 を 振 り 返 つ て

旭川市立忠和中学校バ ドミントン部

塩 崎 真 弓

私は、初めて全国大会に出場 しました。今年は地元旭川開催ということで期待がか

かり、とても緊張する大会でした。全国大会で勝つために練習を重ねてきたので、必

ずよい成績を残すぞ !!と 思いながら頑張つてきました。
何度も何度も注意され、おこられて練習してきたから上川大会、全道大会と団体の

優勝そして個人戦ダブルスの上位入賞ができたと思います。ここまできたのだから全

道大会ではなく「全国の 1番に。」という気持ちで全国大会に出場しました。
大会当日、初めは団体戦からで私の学校は全校応援があり、ますます緊張しました。

試合のコールがされて私達はコートに入りました。相手がどのくらい強いのかは、わ

かりませんでしたが自分達の試合をしようとみんな考えていたと思います。私は第 2

ダブルスだつたので、第 1ダブルスとシングルスの結果がでるまで出番はきません。

第 1ダブルスは思つたようにうまくいかなくて相手に圧倒されス トレー トで負けてし
まいました。私達が勝つためにはシングルスをとらなくてはだめでした。シングルス

は予選の時から負けたことがなかつたので必ず勝てると思つていましたが、さすがに

全国。そううまくはありませんでした。フアイナルまでいき最後は負けてしまいまし

た。私は出番がこないままで終わってしまい、悔しかったです。応援に来てくれた学

校の先生、生徒にはせっかくきてくれたのに、悪い気がしました。同じ旭川の広陵中

学校が準優勝という結果を出しただけに私も個人戦ではみんなに負けないくらいがん

ばろうと思いました。

個人戦が始まり、私達の試合です。個人戦もダブルスで 1回戦はちょつとしたミス

で点数をとられたけれど、ストレート勝ちでした。2回戦は相手が強くてフアイナル

までいきそうでしたが先輩が落ち着いて決めてくれたので勝てました。これでベスト

8に入れたのです。大会最終日ベスト4をかけての試合をしました。相手のミスを誘

うように試合をやりましたが調子がよかつたので勝つことができました。目標のベス

ト4入 りでき、今までにはないくらいのうれしさがありました。準決勝は、私のミス

で簡単に負けてしまい結局 3位に終わつたのです。相手は攻め方が上手で私はついて

いけませんでした。全国の 1番 にはなれませんでしたが、日標達成で団体戦の雪辱を

はらすことができ満足でした。

全体を振り返ると、やはり全国はレベルが高くすごい試合ばかりで、まだまだだな

あと思いました。しかし、初めての大きな大会で上位入賞ができて本当によかつたで

す。これからまた練習を重ねて来年も全国大会に出場し、今年の大会の経験をいかし

て上位に入れるようがんばります。

今回ここまでこれたのは指導してくれた先生方や、応援してくれた方々のおかげだ

と思います。ありがとうございました。
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全 国 大 会 を 終 え て

旭川市立忠和中学校バ ドミントン部

山 重 直 美

「響けシャトル 大雪に向かつて 今 旭川」のスローガンのもと、8月 22日 か
ら25日 まで第 24回の全国中学校バ ドミントン大会が開催されました。今回の全国
大会は、地元旭川で開かれるということで、私たちは一生懸命練習をしました。そし

て、夢の全国大会に出場することができました。

翌日の試合では、学校の人達や地域の人達の応援のなか団体戦が始まりました。 1

回戦は、シードだつたので 2回戦からでした。2回戦では、国分寺第四中学校とあた

り、おしくも負けてしまいました。

でも、まだ個人戦が残つていると思いました。 2日 目の翌日、昨日の団体戦のこと

は忘れておもいつきり試合をやろうと思いました。目標はベスト4に入ることでした。

準々決勝で、1ゲームロはとつたのですが、2ゲームロはセテイングまでいき4対 4

になり、もうあと1点で負けるところだつたけど、みんなが一生懸命応援してくれて

いたので負けるわけにはいかないと思い、必死に試合をやりました。そのおかげで、

勝つことができました。

目標のベスト4に入るのには、次の試合で勝たなければなりませんでした。絶対勝

つてやると思い試合が始まりました。 1ゲームをとり2ゲームロは、初めリードされ

てしまい、ここでおいつかないとまた 3ゲームまでいってしまうと思いがんばりまし

た。苦しみながらも勝つことができ、日標のベスト4に入ることができました。準決

勝では玉藻中学校に負けてしまいましたが、自分の力を出し切つたので悔いはありま

せん。

最後になりましたが、今までお世話になった先生、部員のみなさんどうもありがと

うございました。これからも、後輩の人達にも全国大会に出場できるようがんばつて

ほしいです。
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旭川市立豊里中学校バドミントン部

上 田 大 輔

今年は雄大な大雪山がそびえる旭川市で全国バ ドミントン大会が開催されることに

なり地元代表として活躍するため僕は必死に猛練習に取り組んできました。毎日5h
の山道ランニング、ダッシュ、フットワーク、ノツクと地道に積み重ねてきた練習の

成果が充分に発揮できるのかが僕にとつて一番心配でした。

団体戦の初戦で清原中学校と対戦して2-1で惜敗を喫してしまい後悔を残す結果
となりました。でも、団体で負けた分は個人戦で取り返せばいいと心に誓いました。

個人戦で僕は、順調にベスト8に入り、あと1勝でメダルというところまできまし

た。しかし、今までにない緊張感を感 じ体がふるえ、また対戦相手がジュニア代表の

二瓶君なので不安の色を隠すことができませんでした。試合が始まると更に動揺しミ

スを連発。まるで相手を助けるプレーの連続でした。僕は、自分が落ち着けば勝てる

んだと思い、何度も何度も自分に大丈夫、大丈夫と言い聞かせ緊張をほぐしました。

その後は、本来の得意のパターンで相手に打ち勝つことができました。

小学生のころから夢だった全国大会で上位に入賞することが現実に叶えることがで

き、本当にうれしく思います。そして、この大会で人と自分を信じることの大切さも

学びました。最後に精神面や技術面、いろいろな面から強くしてくれた先生方、必死

に応援していただいた方々に感謝の気持ちを忘れないようにしたいです。
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全 国 大 会 を 終 え て

旭川市立東明中学校バ ドミントン部

主 将  竹 内  崇

2年前、軽い気持ちで入部したバドミントン部。けれど、バドミントン部はどの部

よりも厳しいトレーニング、基礎練習があり、何でこんな部に入つてしまったのかと

思いました。けれども入つたからには、最後まで続け一つでも多くの試合に出て頑張

っていきたい、そんな気持ちで 2年間頑張つてきました。その努力がむくわれたのか、

開催地ということで団体での全国大会の出場権がもらえました。そのために短い夏休

みをフルに使い全国大会へ向けての練習が始まりました。

そして、大会当日。選手集合のコールがかかり僕達は、選手集合所にいきました。

とうとう試合のコールがかかリプラカードの後ろにつき第 8コー トにいき、練習を始

めました。しかし、思っていたよりも羽がうまくラケットにあたらず 3分間の練習が

終わってしまいました。第 1ダブルス、シングルスと負けてしまい1回戦突破の夢は、

くずれてしまいました。けれど、悔いは残りませんでした。

2年間という短い間で、僕達バドミントン部員は練習のつらさ、厳しさ、楽しさ、

試合の時のあと一歩で負けた悔 しさ、最後の最後で勝つたうれしさなどたくさんの良

い思い出ができました。このたくさんの思い出を、これから東明中学校バドミントン

部で活動していく後輩たちに受け継いでもらいたいと思います。

最後になりましたが、2年間指導していただいた先生方、陰で支えてくれた周りの

人たちに感謝したいと思います。

17-



全 国 大 会 に 出 場 し て

旭川市立明星中学校バドミントン部

主 将  千 葉 綾 乃

「響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川」というスローガンの下に、全国大会
が始まりました。

私達明星中は全道大会で、団体、個人ともに3位という成績でしたので本来なら全

国出場権などないはずでしたが、地元旭川で開かれるということで開催地代表として

出場できることになりました。もちろん全員が喜びました。そして再び気合いの入っ

た練習が始まりました。

ずつと目標としてきた「全国大会」のために、小学校からの強化練習や中学校に入

学してからもつらく厳しい練習が毎日休みもなく続きました。色々な大会にも出場し、

自分の力がどこまで通じるかをためしたり、負けたことをばねに次の大会で頑張った

り私達は、体力面そして精神的にも上達したような気がします。その中でも心に残っ

ていることはたくさんの方々の応援、そして何よりも仲間との協力の大切さを学びま

した。

全国大会では、自分の子供や学校など関係なしに旭川の人はみんな旭川の選手を応

援してくれました。しかし、今までにない緊張が私達をおそい目標としていた「初戦

突破」はできませんでしたが、チームワークをみだすことなく最後の大きな舞台を演

じさせて戴いたことはきっと良い思い出となります。

すばらしい思い出を作り出して下さった大会運営の役員の方々や生徒のみなさん、

練習相手をして下さつた高校生の方々、応援してくれた人達、厳しく指導下さったた

くさんの先生方、ありがとうございました。これからもこれをばねに頑張り、色々な

ことに挑戦していきたいと思います。
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平 成 6年 度 全 国 中 学 校 選 抜 体 育 大 会
第 24回 全 国 中 学 校 バ ド ミ ン ト ン 大 会

準 備 経 過 概 要

◎ 平 成 5`年 度

会議・準備 会 議 名 及 び 準 備 の 概 要 内 容

4月 19日 ・ 全国中旭川実行委員会事務局会議    聖園中 経過報告・会場。必要経費・要望事項

5月 19日 ●第2回北海道実行委員会 札 幌 5年度の活動計画・会則・予算・役員の
委嘱・準備計画

1日 0全国中旭川実行委員会事務局会議    聖園中 経過報告・ 6年予算・近畿大会視察について

10日 ●記念Tシ ャツ販売について 各学校へお願い (市内パ ドミントン部)

6日 ●全国大会予算書・予算明細書提出 道実行委員会に送付

27日 ●5年度全国バドミントン視察打合せ   東明中 近畿大会視察日程及び視察内容確認

8月  3日 ●全国中旭川実行委員会事務局会議    聖園中 予算案 。視察について。会場警備

7～ 9日 ●平成 5年度北海道パドミントン大会視察 稚 内 稚内大会 (開会式・代表者会議)

18日 ・ 視察内容項目検討 東明中 視察内容項目検討。大津事務局と連絡

22～ 25日 ●平成 5年度全国中バドミントン大会視察
開催地 近畿プロツク (大津市)  大 津

近畿大会 (大津大会視察・視察員10名
(全日程について視察)

各関係機関ヘ30日 ●会場使用減免陳情

9月 13日 ●大会会場使用届 大雪アリーナ・総合体育館

16日 ・ バ ド事務局会議 東明中 視察報告・予算検討・役員検討

20日 ●全国中旭川実行委員会事務局会議    聖園中 近畿大会視察報告及び経過報告旭川大会
予算・要望

23日 ・ 北海道中学校連盟に要望書提出 助成金の増額・枠外教員の配置

27日 ●大会収支予算案作成 支出明細書作成。道実行委員会へ送付

10月 28日 ・ バ ド事務局会議 東明中 予算検討・役員検討

20日 ●道バ協会への要望書提出
(道バ会長、理事長、総務・審判長他)

競技団体助成金の補助・審判講習会

21日 ●全国大会予算書及び明細書送付 道実行委員会へ (最新のもの)

11月  2日 ●バド事務局会議 東明中 役員検討・計画作成

5日 ●第 3回北海道実行委員会 札 幌 経過報告。視察報告・種目専門委員長打
ち合わせ (要項作成手順など)
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会議。準備 会 議 名 及 び 準 備 の 概 要 内 容

11月 18日 ●全国中たりll実行委員会事務局会議    聖園中 視察の概要報告・予算案 。今後の取組み

19日 ●バド事務局会議 東明中 組織及び業務。ポスターの検討

29日 ●全国中旭川実行委員会 (総会) 勤労福祉 組織及び業務 。視察報告・予算案等

12月  7日 ●バド事務局会議 東明中 組織及び業務・ポスターの検討

16日 ●ポスター等の募集 市内中学校に募集案内

20日 ●バド事務局会議 東明中 日程・業務検討

1月  8日 ●大会要項案作成・送付 日中。日パ・道実行委員会へ送付

25日 ●バ ド事務局会議 東明中 組織及び業務

2月 15日 ●バ ド事務局会議 東明中 役員検討・計画作成

3月  1日 ・ バ ド事務局会議 東明中 役員検討・計画作成

2日 ・ 全国中力[り !1実行委員会事務局会議    聖園中 売店業者との打ち合わせ

4日 ●全国中旭川実行委員会事務局会議    聖園中 大会予算

6日 ●道バ ドミントン協会と打合せ

(道バ会長、理事長、総務・審判長他)
札  幌 役員検討・審判講習会

22日 ・ バ ド事務局会議 東明中

●JTB打ち合わせ 東明中

役員検討・計画作成

23日 宿泊施設・宿泊費・輸送関係全般

●大会要項の校正 。発送 道実行委員会ヘ25日

◎ I`Z成 6`年 度

会議。準備 会 議 名 及 び 準 備 の 概 要 内 容

4月 12日 ●第 1回バド事務局会議 東明中 組織及び業務・ポスターの検討

20日 ●ポスター・スローガン・ シンボルマーク審査 入賞作品決定 (市教研美術部長)

24日 ●第 1回審判講習会 (緑が丘中) 主審講習会

26日 ●第2回バド事務局会議 東明中 組織及び業務

28日 ●全国中学校力Eり |1市実行委員会   研修センター 大会組織・業務・予算及び準備計画等

5月 10日 ●第 3回バド事務局会議 東明中 組織及び業務・ポスターの検討

11日 協会事務所●旭川地区バト協打合せ 組織及び業務・予算
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会議・準備 会 議 名 及 び 準 備 の 概 要 内 容

5月 13日 ●全国中北海道各種目合同会議 札 幌 各種目の基本的な事項確認

19日 ●大会運営補助金申請 旭川市へ提出

22日 ●第 2回審判講習会 (東明中) 東明中 主審講習会

23日 ●第 4回バ ド事務局会議 東明中 五者会議に向けて

24～ 25日 ●全国中学校選抜体育大会中央連絡会
(五者会議)

東  京 大会運営全般について協議・基本事項の
確認

5月 30日 ●第5回バ ド事務局会議
●大雪アリーナ打合せ

東明中

大雪アリーナ

会場 。競技役員打合せ

6月  1日 ・ 高体連地区予選 (1日～3日 )  総合体育館 役員打合せ

2日 ●北海道中体連開催地担当者会議 札 幌 道大会予算・決算等会計処理について

7日 ●第6回バ ド事務局会議

・ 全道大会予算書等発行

東明中 記念品検討

8日 ●旭川地区バ ド協会打合せ 協会事務所

●大会役員宿舎ホテル打合せ

●第 7回バ ド事務局会議

東明中

東明中

広告依頼・役員・審判

10日 本部室・レセプション・競技部長会議室

(使用会議室)、 宿泊施設確認

歓迎幕検討

13日 ・ 各部会打合せ
●中学校バ ドミントン会議

東明中

東明中

各部担当業検討

役員打合せ 。依頼

14日 ●第 8回パド事務局会議
●高体連バ ド全道予選会

副会長・理事長・競技委員長と打合せ

東明中

深 川
看板・生徒役員

道協役員について

15日 ●旭川市実行委員会事務局会議
・ 各係打合せ
●宿舎打合せ

聖園中

東明中

東明中

進行状況

各係担当業検討

16日 ●競技役員委嘱状発送
●競技役員総会 (7月 5日 )会議案内発送
●売店打合せ
●大雪アリーナとの打合せ

各競技役員・職場長へ

売店申請書・許可証

会場 。施設

17日 ●第 9回バ ド事務局会議
●大会要項・申し込み・宿泊要項送付

東明中

20日 ●ポスター完成関係機関送付
●使用施設 (減免)申請
●中連バド会議

小中高学校・市教委・局他

大雪アリーナ使用申請 (減免)

競技役員依頼

21日 ●第 10回バド事務局会議 東明中 各部・各係業務打合せ

22日 ●旭川地区バ ド協会打合せ 協会事務所 広告依頼・役員・審判
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会議・準備 会 議 名 及 び 準 備 の 概 要 内 容

23日 ●各係打合せ 東明中 各係業務打合せ

24日 ●第 11回パ ド事務局会議 東明中 実行委員会準備

27日 ●旭川市実行委員会 (総会) 聖園中 組織及び業務、予算、大会役員等

28日 ●第12回パド事務局会議 東明中 業務必携打合せ

29日

30日

●ポスター配布 各関係機関

●第13回バド事務局会議 東明中 競技役員総会準備

7月  2日 ●第 3回審判講習会 広陵中 主審講習会

5日 ●全国バ ド競技役員総会 (第 1回 )
●第14回バド事務局会議

東明中 組織及び業務、予算、大会役員等

開・閉会式次第検討

6日 ●大雪アリーナ下見 大雪アリーナ アリーナ、会議室、控室等の下見

8日 ●旭川市実行委員会事務局会議 聖園中

●旭川地区パ ド協会打合せ 協会事務所

大会役員検討

11日 大会役員検討

12日 ●旭川市中連大会 東陽中、東明中

13日 ●旭川市中連大会 東陽中、東明中

14日 ●全国中学校選抜体育大会・第 4回実行委員会
札 幌
経過報告、最終確認事項
進捗状況報告、競技打合せ

15日 ●第15回パド事務局会議 東明中 最終確認事項の検討

18日 ●旭川市実行委員会事務局会議
●第16回バド事務局会議 東明中

業務・大会役員検討
看板等の設置検討

19日 ●上川支庁大会 東陽中、東明中

20日 ●上川支庁大会 東陽中

22日 ●第17回バド事務局会議 東明中 全道組合せ準備

23日 ●全道大会締切り 全道組合せ準備

25日 ●全道大会組合せ会議 東明中 組合せ

26日 ●旭川市実行委員会事務局会議
●第18回バド事務局会議

聖園中

東明中

歓迎 。案内について

競技役員総会準備

27日 ●旭川地区バド協会打合せ 協会事務所 業務検討・打合せ

28日 ●全道。全国バド競技役員総会 (第 2回)東 明中 業務検討・打合せ

29日 ●当番校打合せ会議
●各係打合せ
●PTA記念品作り

東明中

東明中

東明中

業務検討

業務検討
言己念品作り
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会議・準備 会 議 名 及 び 準 備 の 概 要 内 容

7月 30日 ●第18回バド事務局会議 東明中 全道大会準備

8月  1日 ●全道バ ド準備 東明中 全道大会準備

2日 ●全道中学校バ ドミントン大会   大雪アリーナ 開会式

3日 ●全道中学校パ ドミントン大会   大雪アリーナ 団体戦 。個人戦

4日 ●全道中学校バ ドミントン大会   大雪アリーナ 個人戦

5日 ●第19回バ ド事務局会議 東明中 プログラム校正

6～ 8日 ●選手強化合宿 (全道) 大雪アリーナ

8日 ●アリーナ・総体打合せ
●旭川地区バ ド協打合せ

アリーナ・総体
協会事務所

会場等打合せ

業務検討・打合せ

9日 ●第20回バ ド事務局会議 東明中 レセプション準備

10日 ●第21回バ ド事務局会議 東明中 組合せ準備

11日 ●第22回バド事務局会議 東明中 組合せ準備

12日 ●組合せ会議
●全国大会出場選手激励会

東明中

上川支庁・ アザレア
組合せ

激励会

13日 0第 24回バ ド事務局会議 東明中 参加校へ書類発送

14～ 15日 ●選手強化合宿 (旭川地区) 大雪アリーナ

15日 0第 25回バ ド事務局会議 東明中 監督会議準備
プログラム校正

16日 ●練習会場下見    総体。大成。女子商・聖園 練習会場打合せ

17日 ●第 26回バ ド事務局会議 東明中 競技役員総会準備・ シャトルバス打合せ

18日 ●旭川地区バ ド協打合せ 協会事務所 業務検討 。打合せ

19日 ●全国パド競技役員総会 (第 3回 )
●第27回バ ド事務局会議

東明中

東明中

業務検討。打合せ
プログラム完成。配布

20日 ●第28回バ ド事務局会議 東明中 大会準備

21日 ●大会準備 大雪アリーナ 大会準備

22日 ●第 24回全国中学校パ ドミントン大会 アリーナ 競技部会・監督会議 。開会式

23日 ●第24回全国中学校バドミントン大会 アリーナ 団体戦

24日 ●第24回全国中学校パドミントン大会 アリーナ 団体戦・個人戦

25日 ●第24回全国中学校バドミントン大会 アリーナ 個人戦

30日 ●第29回バ ド事務局会議 東明中 報告書作成
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会議・準備 会 議 名 及 び 準 備 の 概 要 内 容

9月  6日 ●第 30回バ ド事務局会議 東明中 事業報告・決算書作成

9日 ●全国大会出場選手報告会 協栄生命ビル 報告会

12日 ●旭川市実行委員会事務局会議 聖園中 事業報告・決算書確認

14日 ●旭川市実行委員会事務局会議 聖園中 会計監査

20日 ●全国中学校選抜体育大会・第5回実行委員会
札 幌

活動の概要・成績報告 。大会終了報告

27日 ●第 31回バ ド事務局会議 東明中 報告書検討

10月 15日 ●全国パ ドミントン大会報告会   大雪アリーナ 報告会

17日 ●報告書 東明中 報告書提出
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平成6年度 全国中学校選抜体育大会・第24回全国申学校夕1ドミントン大会要項
1.目  的 この大会は、中学校教育の一環として中学校生徒に広くバ ドミントン実践の機会を与え、

技能の向上とアマチュアスポーッ精神の高場をはかり、心身ともに健康な中学校生徒を育成

するとともに、中学校生徒の相互の規睦をはかるものである。

働1日 本中学校体育連盟、働日本パ ドミントン協会、北海道教育委員会、旭川市教育委員会

文部省、全日本中学校長会、都道府県教育長協議会、全国市町村教育委員会連合会、日本中

学校生涯体育・ スポーツ振興会、北海道、旭川市、北海道中学校長会、働北海道体育協会、

NHK、 読売新口社、北海道新日社

北海道中学校体育連盟、北海道パ ドミントン協会、旭川市中学校連盟、旭川地区パ ドミント

ン協会

平成 6年 8月 2日 (月 )～
"(木

)

(1)開 会 式 8月 2日 (月 )16:∞

(2)競  技 8月
"日
(火 )～

"(木
)までの3日 間

(3)閉 会 式 8月郎日(木)競技終了後
旭川大雪アリーナ

〒
"0旭
川市神楽 4条 7丁目   TEL(01“ )61-"52

8月
"日
(火)団体戦 準決勝まで

8月 2日 (水)団体戦 決勝  個人戦ベスト8まで
8月る日(木)個 人戦 準々決勝～(団体戦・個人戦表彰式)
(1)都道府県中学校体育連盟加盟の学校に在籍する生徒であること。

(2)各プロックの競技要項により、全国大会参加資格を得て所属中学校長及び各都道府県中

学校体育連盟会長が承認した者であること。

(3)参加生徒の引率・監督は出場校の校長、または教員であること。

プロック割当数  団体戦・個人戦 9プロック(男女とも同数とする)

2.主

3.後
催

援

4.主  管

5。 会  期

6.会  場

7.競技日程

8.参加資格

9.参 加 数

北海道 舅に 」ヒ 関 東 北信越 東 海 近 畿 中 国 四  国 九 州 開催地 合 計

団 体 戦 Z

個人戦(単 )

“

個人戦(複 ) 2

○団体戦編成 (1)団体戦チームは、監督 1名、マネージャー 1名、選手 5～ 7名 (同一枚で編成する)

(2)負ら、疾病などによる選手の変更は、監督会議開始前に書面によって大会事務局に

申し出て監督会議の了承を得なければならない。

○個人戦   単 0複 (同一枚編成)を行う。参加数は上記のとおりとする。
10.競技規則 (1)現行の0日 本パ ドミントン協会競技規則並びに大会運営規定による。

(2)使用器具は、平成 6年度0日本パ ドミントン協会検定合格器具とする。ただし、シャト

ルの銘柄は次のとおりとし、室置にあったものとする。

Oヨ ネックス・ メイビス3Ю  Oカールトン・ トーナメントST Oゴ ーセン・ SN105

11.競技方法 (1)男女とも学校対抗団体戦及び個人戦を行う。

(2)ト ーナメント方式により優勝を決定する。(3位決定戦は行わない)

(3)団体戦は、複 2・ 単 1の対抗とし、複・単・複の順に行う。 (同一選手が、単と複及び

複と複を兼ねて出場することはできない。)

(4)個人戦は、単と複を兼ねて出場することはできない。

12.表  彰 (1)上位 3位まで、働日本中学校体育連盟及び0日 本パ ドミントン協会から賞状を授与する。

(2)団体及び個人の優勝者には、優勝杯及びトロフィーを授与し、第 1位から第 3位までの

選手に表彰状0メ ダルを授与する。   _25-

｀
｀
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14.組 合 せ

15.諸 会 議

泊

他の

宿

そ
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〉
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13.参加申込  プログラム作成の関係上、出場が決定しだい、所定の申込書で、ただちにファクシミリに
て仮申込みを行うこと。その後、正式の申込書を書留にて郵送すること。

●申込締切日  平成 6年 8月 10日 (水 )〈必着〉
●申 込 先

〒
"8旭
川市東光16条 7丁目 旭川市立東明中学校内

平成 6年度全国中学校選抜体育大会 第2回全国中学校バ ドミントン大会
旭川市実行委員会 事務局   船 場 淳 市 宛
TEL(01(6)33-3824   FAX(01“)33-3膵D

旭川市実行委員会に一任する。

(1)競技部会(プロック代表者)

日 時  平成 6年 8月 22日 (月 )10:∞～
会 場  パレスホテル(旭川市 7条 6丁目)● (01“ )る -8811
(2)監督会議(各校監督)

日 時  平成 6年 8月 22日 (月 )14:∞～
会 場  旭川大雪アリーナ

別紙宿泊要項による。

(1)大会ウェアは、平成 6年度側1日本バ ドミントン協会甲種検定合格ウェアとする。

(2)防汗や整髪のためのハチマキは可とする。なおソックスは白を基調とする。

(3)上衣の背中中央部には、縦15cm、 横∞Cmの範囲内に校名及び姓の表示をすること。黒

か紺の日本文字(槽書)で明記する。同姓の場合は名前の 1文字目を小さく入れる。

(4)練習会場は後日連絡する。

(5)大会期間中の負傷◆疾病については、応急処置等のみ行

う。(参加者は健康保険証を持参すること)

(6)補償措置は日本体育 。学校健康センター法の定めを適用

する。

(7)マネージャー(団体戦のみ)は、出場校の教員または生徒

であること。

18.連 絡 先

(8)大会参加に関しては、大会要項及び大会参加心得を熟読の上参加すること。

(1)大会開催前

〒078旭川市東光16条 7丁目 旭川市立東明中学校内
平成6年度全国中学校選抜体育大会 第2回全国中学校バドミントン大会
旭川市実行委員会 事務局   船 場 淳 市 宛
TEL(0【焙XB―

“

2  FAX(0■6)33-3899

(2)大会期間   平成6年 8月 2日 ～る日

〒
"0旭
川市神楽4条 7丁目 旭川大雪アリーナ

平成 6年度全国中学校選抜体育大会

第2回全国中学校バ ドミントン大会 大会本部
TEL(01“)61-1%2  FAX(0166)61-1ぶ 6

○ ○ 中
山 本 姜

30cm

15om

-26-



平成6年度 全国中学校選抜体育大会
第24回 全国中学校バドミントン大会 参加申込書

注意 不必要な欄は斜線で消してください。

*マネージャーは団体戦のみ記入のこと。

団 体 戦  (男子 。女子 )

選手名簿 (氏名にふりがなを必ずつけ、主将は番号を1番にしてください。)

プロック大会順位 (   位 )

プロ ック名 都道府県名

ふ り が な

学  校  名

学 校 所 在 地

(〒    )TEL FAX

ふ り が な

監督職名 氏名

監 督 住 所

(〒    )TEL FAX

ふ  り が  な

マネージャー

職 名 氏 名

番号 選 手 氏 名 学年 番号 選 手 氏 名 学年

ｒ
Ｄ

９

“

´
０

ｏ
０

７
‥

４
４
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個 人 戦 (男子 。女子)

(単)選手名簿 (氏名にふりがなを必ずつける)

(複 選手名 にふりがな る

上記の通り、参加申込みをいたします。

平成 6年   月   日

中学校長

氏 名

中学校体育連盟会長

氏 名

⑪

③

番

号

な

ん箱

が

″氏

り
手
ふ
選

学

年

プロック
大会順位

番

号

な

ル「

が

氏

り

手

ふ
Ｂゝ遭
κ

学

年

プロック
大会順位

′

一

９

“
ｒ
Ｄ

ｏ
０

´
０

手宙
　
ユυ

な

ん箱

が

に
馬

り
手
ふ
選

学

年

プロック
大会順位

番

号

な

ル石

が

氏

り

手

ふ

選

学

年

ブロック
大会順位

Ｑ

Ｕ

９

“
“
４
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平成6年度 全国中学校選抜体育大会
第24回 全国中学校バドミントン大会 参加心得

1.参加者は、都道府県中学校体育連盟の学校に在籍し、各プロックの競技

要項により全国大会参加資格を得た者に限る。

2.参加生徒の引率者・監督は、出場校の校長または教員とする。

3.団体戦のマネージャーは、出場校の教員または生徒とする。

4.参加選手並びに監督は、団体戦・個人戦の出場を問わず、開会式には必

ず参加する。

5。 選手 0マネージャー(生徒の場合)は開会式の行進に参加するが、監督は、

原則として行進には参加しない。ただし、監督の希望があれば、服装を

整えて競技役員の列に並んでもよい。

6.監督・マネージャーは、この大会が学校管理下の大会であることを認識

し、その品位を守るために、服装を整えるとともに、選手の健康管理と

掌握に努め、大会運営に協力する。

7.団体戦の選手変更及び監督・マネージャーの変更については、監督会議

の開始前に書面によって大会事務局に申し出て、監督会議の承認を得な

ければならない。

8。 団体戦でベンチに入れるのは、監督、エントリーされた選手、マネージャー

とする。

9.個人戦でベンチに入れるのは、監督のみとする。ただし、シングルスの

場合は、練習相手として 1名が入場できるが、練習終了後、直ちに退場

しなければならない。

10.試合前の練習時間については、団体戦は挨拶の後 3分ずつとし、番号の

若いチームから行う。個人戦については、同時に3分間行う。

11.団体戦の際には、挨拶の後、 3試合(ダブルス・シングルス・ ダブルス)

分の使用シャトルを決めるための トスを、それぞれ行う。

-29-
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12。「 11」とは別に、正規のサービスやエンドを決めるための トスも行う。

13.団体戦については、試合の進行状況により、最初から2コー ト並行実施

することがある。

14.フ ァイナルゲームは、 5分間のインターバル終了後、直ちに再開する。

15,競技中の汗脱拭きは、ゲームを中断しないように心がける。

16.競技の服装は、平成 6年度側1日本バ ドミントン協会甲種検定合格ウェア

とする。ソックスは白を基調とする。上衣の裾は下衣の中に入れて競技

する。防汗や整髪のために、はちまきの使用は認めるが、体裁よく結ぶ

こと。

17.上衣の背中中央部には、縦15セ ンチ、横

30セ ンチの範囲内に校名及び姓の表示を

すること。黒か紺の日本文字 (楷書)で明

記する。同姓の場合は名前の一文字目を

中

山 本 美
15cm

小さく入れること。              WЩ ・

18。 写真撮影は、フラッシュの使用を厳禁とする。

19。 応援は、声を出さず、「拍手」のみで行う。

加 .プログラム等に誤字 0脱字がないように留意するが、訂正があれば、監

督会議の際に配布する書面にて、会議終了後申し出る。申し出により、

後日大会本部より正誤表にて訂正する。

21。 その他

①競技部会は、平成6年 8月 22日 (月 )午前10時よリパレスホテルで開催す

る。

②監督会議は、平成6年 8月 22日 (月 )午後2時より旭川大雪アリーナで開

催する。

③開会式は、平成6年 8月 22日 (月 )午後4時より旭川大雪アリーナで開催

する。

-30-



平成 6年度 全国中学校選抜体育大会

第24回 全国中学校バドミントン大会宿泊 0航空要項

総   則

この要項は、平成 6年度全国中学校選抜体育大会の宿泊及び航空輸送の確保に万全
を期することを目的とし、次のように定めます。

(1)こ の要項の適用対象者は、平成 6年度全国中学校選抜体育大会に参加する選手・ 監
督・役員 (視察員を含む)・ 報道関係者及び一般観覧者 (以下「参加者」という)
とします。この場合において、選手・ 監督にあっては競技種目別実施要項により正

規に認められた者とします。

(2)宿 泊・ 航空業務の取り扱いは、平成 6年度全国中学校選抜体育大会北海道実行委員
会が事務取扱を委託 している指定業者、 JTB旭 川支店    (以 下「宿泊 0航
空斡旋事務局」)が担当します。
(3)宿泊・航空に関しては、予定人員分を確保 しているので必ず宿泊・ 航空斡旋事務局

を通 して申し込むものとします。但 し、航空に関しては、フェリー OJR等 の利用
地域は、この限りではありません。

2 宿泊 0航空割り当ての基本方針

(1)宿泊

①参加者の宿泊は、原則として会場地内に定める。

②会場地内に宿舎が不足する場合は関係機関と協議の上、近隣の市町村の宿舎を充て

る事ができる。

③宿泊割当てについては、次の各項に留意する。

・宿舎は可能な限り競技会場に近い場所を選定する。
・風紀上、衛生及び火災防止上など支障があると認めらる施設については割当て

を行わない。
・選手・ 監督は原則として都道府県別、男女別を考慮 して宿舎割をする。

・役員 (視察員を含む)、 報道関係者及び応援保護者の宿舎は、原則として選手

監督の宿舎とは別にする。
・指定 した宿舎の変更は、原則として認めない。変更によって生じたすべての紛

議や損失は任意に宿舎を変更したものがその責任を負う。
・宿泊期間がバスケット大会と重なる為途中で宿泊場所が変わる場合があります。

(2)航空

①円滑かつ安全確実に輸送を行うため、利用航空便を設定し計画輸送を実施します。

②出発・帰着空港は、原則として選手の在籍する学校の最寄り空港とします。

③但 し、北海道は観光シーズンの最中にあり、やむを得ず代替空港を利用せさるを得

ない場合もあります。

④航空運賃は基本的に団体特別運賃を適用する。各空港発着運賃及び設定便は別表 1

によります。

⑤適用期間及び利用便は、原則として出発日平成 6年 8月 20日 (競技開始 2日 前)か
ら、帰着日平成 6年 8月 26日 (競技終了翌日)ま でとします。

宿泊・ 航空はセットとする
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⑥変更・ 取消は各航空会社所定によるが、各プロックの参加選手決定の時期を勘案す
ると現実的には設定便以外の座席確保及び団体特別運賃の適用は不可能に近い状況

と想定されます。

⑦原則として往路または復路のみの片道利用は不可とします。

3 宿泊 0航空 e弁当のご案内

1.宿泊について
(1)宿泊料金及び適用期間

①宿泊料金 (税 。サービス料込みの 1名 あたりの料金 ) 単位 (円 )

区 分
1泊 2食 付 1泊朝食付
Aホ テ ル B旅  館 Cホ テ ル

選  手 監  督 9,000 7,000
～ 8,000

役 員 視 察 員 9,000

一般応援・保護者・報道員
8,000
～ 10,000

・ B旅館で 8,0∞ 円は旭川市内、 7,∞0円は近郊になります。
・宿泊の割り振りは先着順に受付いたしますのでご了承下さい。
◆宿泊期間がバスケット大会と重なる為、宿泊場所が変わる場合がありますので
ご了承下さい。

②適用期間

宿泊料金の適用期間は、大会開催 日前々日 8月 20日 (土)か ら終了日の 8月 25
日 (木)ま でとします。
但 し、災害等特別な理由が生 じた場合は別途考慮 します。

(2)早着・ 遅着の取扱い

到着は午後 3時以降、出発は午前10時以前を原則 とします。それ以外にあっては
追加料金を徴収する場合 もあります。

2.航空について
航空設定便及び運賃については、別表 1の通りです。

3.弁当について
弁当料金は 1食 800円 (税込み)と します。尚、受渡場所は競技会場になります。
競技場近 くには食堂が少ないため、なるべ く昼食弁当を申し込んで下さい。

4 申込方法・ その他

当該学校長の責任のもとに所定の宿泊・航空・ 弁当申込書に必要事項を記入のうえ

8月 10日 (水)必着で下記申込先へ郵送またはFAXに てお送り下さい。

≪宿泊・ 航空・ 弁当申込先≫

〒 070旭川市宮下通り 7丁目 明治屋 ビル 4F  JTB旭 川支店

全中バ トミントン大会宿泊・ 航空斡旋事務局 担当 /笠原
TEL(0166)24-2176  FAX(0166)25-7399
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1.宿泊ホテル名の通知及び航空券等の送付、費用送金について
8月 16日 (火 )ま でに、申込責任者宛、宿泊ホテル券・ 航空券・ 弁当引換券を
宿泊・航空斡旋事務局よりお送りします。合わせて費用請求書・ 郵便振替通知票も

お送りしますので、 8月 18日 (木 )ま でにお振り込み下さい。

2.変更・ 取消について
宿泊・ 航空の変更・ 取消は、宿泊 C航空斡旋事務局あて、 FAXま たは電話にて
ご連絡下さい。尚、宿舎到着後は、宿舎に直接申し出て下さい。取消・ 変更はその

時点で成立します。

【変更・ 取消料】

(1)宿 泊

お 申 し 出 日 金 額

宿泊日の 3日前以降前日まで 宿泊料金の 20%

宿 泊 当 日 宿泊料金の 50%

無連絡不泊 宿泊料金の全額

※選手・監督・役員・視察員・報道・一般応援・保護者等全て同一。

(2)航空

お中し出日 (一 日前

日を

まず)

運  賃 とは出発

(大人普通片道運賃 )

5,000円未満 500円 1,000円

5,000円以上 10,000円未満 1,000円 2,000F[]

10,000円 以上 20,000円未満 2,000円 4,000「]

20,000円 以上 30,000円未満 3,000「 ] 6,000円

30,000円以上 4,000円 8,000円

出発の13日 前

から 4日 前ま
で

出発の 3日前
以降
3日前以降

(3)変更・ 取消によって生じた差額金は大会終了後、銀行振り込み手数料を差 し引い

て返金 します。

(4)昼食弁当の変更は認められません。
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選  手  用
(監督・役員・視察員含む)

第24回全日本中学校バドミントン大会
宿泊・ 航 空・ 弁当 申込 書

当社記入欄

学 校 名 申込責任者名①

学校所在地

話

ＸＡ

電
Ｆ

〒

一

一

自宅住所。電話

〒

( )

申込者名○ 申込者名0電話 ( )

※ 宿泊申込注意事項 (申込書にご記入になる前に必ずご一饉下さい。)

1.こ の宿泊申込書は、8月 10日 (水)必■で、JTB旭川支店「全中′ヾドミントン大会・宿泊・航空斡旋事務局」宛、速違郵便またはF
AXでお送り下さい。

2.宿泊申込は、宿泊希望月日欄にAま たはBま たはCの記号でご記入下さい。但し、先着順に受付いたしますので、Aま たはBま たはC

の割り振りは「全中パドミントン・宿泊・航空幹慶事務局」にご一任いただきます。

3.航空申込みは、住路・復路各々の記入欄に希望する便の申込記号をご記入下さい。

4.弁当申込みは、希望する月日にO印でご記入下さい。

5.申込責任者①に連絡がつかないこともある為、申込者C)も必ずご記入下さい。

6 申込内容の変更は、JTB旭川支店「全■バドミントン大会・宿泊・ 航空幹旋事務局」までご連絡下さい。

尚、宿泊に関しては、宿舎到着後は直接宿合に申し出て下さい。

7 申込は、できる限り都道府県単位でまとめてお顧いします。
8.申込書は、 1部コピーをとり申込控えとしてご自身でもお持ち下さい。

Nα 裂  Z 性 別 区 分
宿 泊 航  空 弁 当

8/20ヒ 0 3/21{口 ) 8/2") 3/23υゆ 3/24"‖ 8/25i力0 往 路 復路 8/22 3/23 8/24 8/26

例 北 海  太 郎 男 選 手 A A A A A A ○ ○ ○ O

10

11

12

備 考
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大 会 名 平成6年度全口中学技遺抜体育大会。第24回全国中学校パドミントン大会

主   催 (財 )日本中学校体育連盟、 (財 )日本パドミントン協会、北海道教育委員会、旭川市教育委員会

後   媛 文部省、全日本中学校長会、都道府県教育長協議会、全国市町村教育委員会連合会、日本中学校生涯体育・スポーツ振興会
北海道、

'國“

市、北海道中学校長会、 (財 )北海道体育協会、NHK、 読売新聞社、北海道新聞社

期   日 平成6年 8月 22日より3月 25日

会   場 旭り:!大●アリーナ

競

技

役

員
数

男 91 計

136

補

助

役

員
敷

男 93 計

277

役
員
合
計
くノヽ)
413

参

加

波

数

男 55 計

106

参

加

生

徒

数

男 209 ,十

410

役 総

員
・ 合

生

徒 計

数
(A,3)

823

女 45 女 1“ 女 51 女 201

男子団体 優 勝
準優勝
3位
3位

四国プロック  香川県 香川町立香川第――中学校
近畿プロック  大阪府 大阪市立瓜破西中学校
東北プロック 官城県 多賀城市立第二中学校
北信越プロック 石川県 高松町立高松中学校

女子団体 優 勝
準優勝
3位
3位

近畿プロック 大阪府 四條畷学口中学校
北海道プロック 北海道 畑 :1市立広崚中学校
九州プロック  熊本県 菊水町立菊水中学校
九州プロック 長崎県 長姉市立東長崎中学校

男子シングルス 優 勝

準優勝

3位

3位

四ロプロック  香川県

夕1職プロック 大阪府

北海道プロック 北海道

北海道プロック 北海道

香川町立香川第一中学校

中西 洋介
四條暇学園中学校

仲尾 修一

旭りll市立豊里中学校

上田 大幅
苫小牧市立光洋中学校

=上 裕司

女子シングルス 優 勝

準優勝

3位

3位

九州プロック  熊本県

北信越プロック 石川県

九州プロック  福岡県

関東プロック  東京都

菊水町立菊水中学校
正木 真澄
金沢市立西南部中学校
岩脇 史
」りJ‖市立城南中学校
森‐ かおり
立川市立立りll第八中学校
久家 あす加

男子ダブルス  優 勝

中優勝

3位

3位

逝国,プロック

東北プロック

四ロプロック

関東プロック

大阪府

富城県

香川県

東京都

大阪市立瓜破西中学校
永谷和也、福川和也

多賀城市立第二中学校
我妻克摩、松井洋太
商松市立玉藻中学校
東雅樹、前原亮裕
田分寺市立第四中学校
佐 木々恭平、田鳩公人

女子ダブルス  優 勝

準優勝

・' 3 位

1    3位

東北プロック  宮城彙

四田プロック  看川県

北海道プロック 1りむ菫

九州プロック  熊本県

聖ウルスラ学院中学校
西城真理子、斎藤奈縮
高松市立玉藻中学校
米田佳代、佐磨行代
旭川市立忠和中学校
山菫直興、塩崎真弓
熊本市立西山中学校
祖菫奈津子、福重加奈子

亜上披上且上金」量壺
種__且 バトミントン
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平成6年度全国中学校選抜体育大会 第24回全国中学校バドミントン大会
大 会 役 員

名 誉 会 長  働 日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会 長  桜 内 義 雄

名誉副 会長  北   海   道   知   事  横 路 孝 弘
旭     り|1    市     長  坂 東   徹

会   長  働 日 本 中 学 校 体 育 連 盟 会 長  中  進 士

副  会 長  働 日 本 中 学 校 体 育 連 盟 副 会 長

中 学 校 体 育 連
バ ドミ ン トン

日本バ ドミン トン協 会 専 務 理

海 道 教 育 委 員 会 教 育

海 道 中 学 校 体 育 連 盟 会

海 道 バ ド ミ ン ト ン 協 会 会

名 誉 顧 問

事

長

理

会

務

副

専

会

盟

協

本

本

日

日

働

働

夫

夫

　

輔

克

義

　

民

井

野

　

貫

國

東

　

綿

孝

樹

臭

生

一
雄

茂

夫

宇

松

喜

俊

　

開

清

幸

　

義

昭

力

合

田
木

口

田

山

部

野

崎

畠

落

原

黒

山

戸

村

阿

東

地

桑

哉

朗

美

一
暁

一
雄

夫

滋

益

　

淳

鍍

　

栄

義

健

中

西
部

藤

沢

飼

根

葉

本

田
中

安

伊

神

小

関

千

藤

事

長

長

長

長市 中 学 校 連 盟 会

働

北

北

北

旭
　

Ｏ

Ｎ

柳 川
川1 口

治

夫

覺

幹

顧 問 長

長

官

与

局

　

議

参

コ可

　

ユ

ゴ
■

，

‥
・

口
昌

７

　

箸

缶
Ｅ

教
育
房
詢

等
　
官
輌

中

体

　

一́
ヽ

等
　
臣
『

初

省

大

軽

ξ

　

省

こ

′１
部

　

琳

部

　

部

日

文

文

文

働

日 本 中 学 校 体 育 連 盟 顧 間
H  K  会   長

0日 本 バ ド ミ ン トン 協 会 理 事

働 日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会 監 事

北 海 道 体 育 協 会 会

海 道 バ ド ミ ン ト ン 協 会 顧

旭 川 市 市 議 会 議 長

旭 川 市 教 育 委 員 会 教 育 委 員 長

旭 川 市 教 育 委 員 会 教 育 長

弘

治

晋

夫

夫

武

道

一

一
徳

彦

男

文

夫

一
也

治

夫

弘

郎

司

稔

彦

治

之

夫

亨

敬

　

正

輝

　

昌

誠

義

三

克

稔

和

三
幸

達

外

護

尚

清

修

　

昭

清

一
敏

典

崎

林

川

高

上

岡

田
畑

　

　

林

井

原

藤

岡

　

井

井

内

藤

腰

村

山

岡

川

井

藤

垣

野

小

石
大

井

浅

池

江

北

堺

竹

遠

藤

加

福

堀

桜
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堂

加

山

中

杉

波

糸

平

後

清 水 規矩雄 ,

事

長

長

長

間

員

知

識

委

会

会

副

　

員

議

委

道

　

育

道

ｔ菫α

海

海

道海

北

北

北

働

北 彦

晃

郎

雄

隆

太

善

　

康

義

栄

能

沢

岡

部

金

瀬

平

浪

阿
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哉

人
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井

　

山

谷

川

川

木

山

市

荒

中

内

細

江

大

黒

N H K放 送 事 業 局 長

都 道 府 県 教 育 長 協 議 会 幹 事 長

全 国 市 町 村 教 育 委 員 会 連 合 会 会 長

全 日 本 中 学 校 長 会 会 長

全 日 本 中 学 校 長 会 副 会 長

日本中学校生涯体育・ スポーツ振興会長

文部 省 初 等 中等教 育 局 中学 校 課 長

文 部 省 体 育 局 体 育 課 長

文 部 省 体 育 局 生 涯 ス ポ ー ツ 課 長

文 部 省 体 育 局 競 技 ス ポ ー ツ課 長

文 部 省 体 育 局 体 育 官

北 海 道 教 育 庁 生 涯 学 習 部 長

北 海 道 教 育 庁 生 涯 学 習 部 次 長

北海道教育庁生涯学習部スポーツ保建体育課長

働 旭 川 市 体 育 協 会 会 長

北 海 道 バ ド ミ ン ト ン 協 会 参 与

北 海 道 教 育 庁 上 川 教 育 局 次

北 海 道 教 育 庁 上 川 教 育 局 指 導 主

旭 川 市 教 育 委 員 会 教 育 次

旭 川 市 教 育 委 員 会 学 校 教 育 部 部
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勲
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司
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働日本中学校体育連盟バドミントン競技部長  小 野   理

m日本中学校体育連盟パドミントン担当理事
働 日本 バ ド ミ ン トン協 会 理 事

⑭ 北 海 道 体 育 協 会 専 務 理 事

北 海 道 中 学 校 体 育 連 盟 副 会 長

北 海 道 中 学 校 体 育 連 盟 監 査

北 海 道 バ ドミ ン トン協 会 副 会 長

旭 川 市 中 学 校 連 盟 副 会 長

当番学校  旭 川市立東 明中学校 校 長
旭 川 地 区 バ ド ミ ン トン協 会 会 長

旭 川 地 区 バ ドミン トン協 会 副 会 長

大 会 委 員  ② 日 本 中 学 校 体 育 連 盟 理 事

0日 本 中 学 校 体 育 連 盟 監 事
働日本中学校体育連盟全国大会対策委員

働日本中学校体育連盟バドミントン競技プロック長

0日 本 中学 校 体 育 連 盟派 遣 委 員
北海道教育庁生涯学習部スポーツ保健体育課課長補佐

北海道教育庁生涯学習部スポーツ保健体育課主幹

働 北 海 道 体 育 協 会 常 任 理 事
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北 海 道 中 学 校 体 育 連 盟 常 任 理 事

北 海 道 バ ドミ ン トン協 会 理 事 長

北海 道 バ ドミン トン協 会 副 理 事 長

北海 道 バ ドミン トン協 会 常 任 理 事

川 地 区 バ ド

旭 川 地 区 バ ドミン トン協 会 理 事 長
NHK旭 川 放 送 局 放 送 部 長

働 日本 中 学 校 体 育 連 盟 事 務 局 長

働 日本 中学 校 体 育連 盟事 務 局 次 長

② 日 本 中 学 校 体 育 連 盟 事 務 局

北海道教育庁生涯学習部スポーツ保健体育課主査

北海道教育庁生涯学習部スポーツ保健体育課指導班指導主事

北 海 道 中 学 校 体 育 連 盟 理 事 長

旭 川 市 教 育 委 員 会 学 務 課 長

旭 川 市 教 育 委 員会学 務 課 課 長補 佐

北 海 道 中 学 校 体 育 連 盟 事 務 局 長

北海 道 バ ドミン トン協 会 事 務 局 長

北海 道 中学 校 体育 連 盟事 務 局 次 長

北 海 道 中 学 校 体 育 連 盟 事 務 局
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旭 川 市 実 行 委 員 会 事 務 局 長

旭 川 市 実 行 委 員 会 事 務 局 次 長

旭 川 市 実 行 委 員 会 事 務 局
バ ド ミ ン ト ン 事 務 局 長
バ ド ミ ン ト ン 事 務 局 次 長
バ ド ミ ン ト ン 事 務 局

大 会 総 務
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働 旭 川 市 体 育 協 会 専 務 理 事

旭 川 地 区 バ ドミン トン協 会理 事 長

バ ドミ ン トン当番学 校 PTA会 長

バ ド ミ ン ト ン 当 番 学 校 教 頭

旭 川 市 中 学 校 長 会 幹 事

北海道中学校体育連盟バドミントン専問委員長

旭 川 市 中 学 校 連 盟 専 門 委 員

旭 川 市 中 学 校 連 盟 事 務 局

旭 川 市 中 学 校 連 盟 事 務 局

旭 川 市 中 学 校 連 盟 事 務 局

旭 川 市 中 学 校 連 盟 事 務 局

旭 川 市 中 学 校 連 盟 体 育 部

旭 川 市 中 学 校 連 盟 生 活 部

旭 川 市 中 学 校 連 盟 文 化 部

バ ド ミ ン ト ン 競 技 当 番 学 校

バ ド ミ ン ト ン 競 技 当 番 学 校
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大 会 日 程

月   日 行  事 時  間 会 場

8月 21日

(日 )

練習会場開設 10:(〕 0～ 17:(〕0 旭川市総合体育館、大成市民センター

旭川女子高等商業学校、旭川市立聖園中学校

8月 22日

(月 )

練習会場開設

競 技 部 会

審 判 会 議

監 督 会 議

開  会  式

9:00～15:00

10:00～

13:00～

14:∞～

16:〔Ю

旭川市総合体育館、大成市民センター

旭川女子高等商業学校、旭川市立聖園中学校

旭川パレスホテル

旭川大雪アリーナ

旭川大雪アリーナ

旭川大雪アリーナ

8月 23日

(火 )

練習会場開設

男女団体準決勝

9:CЮ～ 17:(〕0

9:00^-17:40

旭川市総合体育館

旭川大雪アリーナ

8月 24日

(水 )

練習会場開設

男女団体決勝

男 女個 人戦

9:00～ 17:(〕0

9:00～10:00

10:30^-16:45

旭川市総合体育館

旭川大雪ア リーナ

旭川大雪アリーナ

8月 25日

(木 )

男 女 個 人

準 々 決 勝

～ 決 勝 戦

閉  会  式

8:“～11:Ю

12:α)～

旭川大雪アリーナ

旭川大雪ア リーナ
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１
‘
　

ソ^
“
　

ｎ
く
υ
　

■
４

君  が  代
5.優 勝 杯 返還

6.挨    拶
(1)働日本中学校体育連盟 会長
(2)働日本バ ドミントン協会会長

(3)北海道教育庁上川教育局局長

(4)旭川市教育委員会 教育長
7.祝    辞
(1)旭  川1 市  長

8.歓 迎 の言葉
(1)旭川市実行委員会会長

(2)北海道バ ドミントン協会副会長

(3)旭川市立東明中学校生徒会長

9.選 手 宣 誓  旭川市立東明中学校
10.閉 式 通 告

5

閉

閉

選

開 会 式 次 第

大会副委員長    渋谷  真
国旗、働日本中体連旗、働日本バ ドミントン協会旗、

北海道旗、旭川市旗

男子団体  香川町立香川第一中学校 (香川県)
女子団体  高松市立玉藻中学校 (香川県)
男子 単  大束 忠司 (長崎県、長崎市立大浦中)
男子 複  熱田 尚彦 0鎌田 和樹 組 (香川県、高松市立玉藻中)
女子 単  一美ゆかり (熊本県、八代市立第四中)
女子 複  森  陽子・仲田 智美 組 (茨城県、石岡市立国府中)

告

場

言

通

入

宣

式

手

会

開

選

開

国旗諸旗掲揚

中

桜内

佐藤

後藤

坂東

桑畠

藤井

花香

竹内

進士

義雄

仁志

典亨

徹

力松

猛

真愛
魅↓

１
‘
　

９
“
　

ｎ
、υ
　

“
４

６

７

８

告

場

表

彰

本

拶

■
コ

通
入
発
　
帥

式

手

績

　

Ｄ

開

選

成

表

　

挨

閉 会 式 次 第

競技委員長 小野  理

中学校体育連盟 会長  中  進士

(1)働,日 本中学校体育連盟 会長  中  進士
渋谷 真言

告

場

宣

通

退

会

式

手

大会副委員長
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競 技 上 の 注 意

◎一般的事項

1.競技場の運動靴は、競技用と屋外用をはっきり区別して下さい。
2.試合のため会場へ到着したら「受付」をすませてから入場して下さい。
3.フ ロアーの上では、飲食は厳禁となっております。
4.応援は、「声援」ではなく「拍手」で行って下さい。フラッシュの使用は禁止し
ます。

5.貴重品は、必ず各自で十分管理して下さい。
6。 その他は監督会議で連絡します。

◎競技上の事項

7。 この大会は、現行の (財 )日 本バ ドミントン協会競技規則、及び大会運営規

定によつて実施 します。

8.団体戦に参加のチームは、 30分前までにオーダー用紙を交換所に提出して下さ
い。 30分前までに (ま たは、指示のあった時刻までに )、 オーダー用紙の提出
がなかった時、または集合時刻 (競技開始 15分前)に 集合しなかった時は、棄
権とみなします。

9.競技開始時刻 15分前には、選手集合所のプラカー ドのところに集合、主審、監
督、マネージャー、選手 (エ ントリーされた者 )、 線審の順に整列し、両チーム

が集合完了したら入場します。

10.試合の進行状況に応 じて、 2コ ー トで並行して試合を行う場合や、コー トや競技

開始時刻を変更する事がありますので、場内放送に十分注意して下さい。

11.ベ ンチに入ることのできるのは、団体戦は、監督、マネージャー、選手 (エ ント

リーされた者 )、 個人戦は、監督、選手とします。個人戦シングルスの試合では、

練習相手として 1名が同時に入場できますが、練習終了後直ちに退場して下さい。

12.団体戦は初回戦より2点先取で打ち切ります。
13。 主審が認めた以外、タイムはいっさい認めません。

14.フ ァイナルゲームの場合は、 5分以内のインターバルをとります。
15.連続して試合を行う場合には、 10分 以上のインターバルをとります。
16。 シャトルは、審判が 3種類 (要項記載 )準備し、試合毎にトス (ジ ャンケン)で
決めます。団体戦の時は、挨拶後 3試合分についてシャトルを決めるための トス
をそれぞれ行います。

17.試合前の練習時間については、挨拶、シャトル選択後 トスをし、団体戦 3分ずつ、
個人戦 3分 (同時)と し、団体戦では番号の若いチームから行います。
18.サ ーパー確認のため、ダブルスのフアース トサーバーとファース トレシーパーは、
審判の用意 したリボンをつけて下さい。
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19.競技の服装は、平成 6年度 (財 )日 本バドミントン協会甲種検定合格ウエアーと
します。上衣の背面中央部には、縦 15釧、横30cmの範囲内に必ず校名及び姓の表

示をして下さい。

D審判上の事項
20.審判団は、厳正公平にその任にあたります。
21.抗議は一切認めません。それとおぼしき言動は謹んで下さい。不審な時は礼儀
正しく当該プレーヤーまたは監督が主審に質問して下さい。もし判定に服さない

時は、その試合を放棄するものとみなします。

22。 次のような行為は禁止されています。

①試合中、審判に無断でみだりにコートを離れること (コ ート外での汗ふき等 )

②サービスを故意に遅らすこと、極端に遅いレシーバーの構え。

③相手を威圧するような行為.

④体力や息切れを回復できるように、あるいはサイドコーチを受けられるようにブ

レーを中断すること。

⑤監督、マネージャーも含めての、試合中のサイドコーチ。
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BT… 男子団体

GT…女子団体

BS… 男子 単

GS…女子 単

タイムテープル

BD… 男子 複

GD…女子 複
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22 日 16:00～ 17:∞ 開  会  式

日 程 時   間 1コー ト 2コー ト 3コー ト 4コー ト 5コー ト 6コート 7コート 8コー ト 9コート

23

日

(火 )

団

体

戦

9:00～ 10:20 BT l BT 2 BT 3 BT 4 BT 5 BT 6 BT 7 BT 8

10:20^-11:40 GT l GT 2 GT 3 GT 4 GT 5 GT 6 GT 7 GT 8

11140～ 13:00 BT 9 BT10 BTll BT12 BT13 BT14 BT15 BT16

13:CЮ ^‐ 14:120 GT 9 GT10 GTll GT12 GT13 GT14 GT15 GT16

14:"～15:" BT17 BT17 BT18 BT18 BT19 BT19 BT20 BT20

15:20～ 16:20 GT17 GT17 GT18 GT18 GT19 GT19 GT20 GT20

16:"～17:" BT21 BT21 BT22 BT22

16:40～ 17:40 GT21 GT21 GT22 GT22

24

(水 )

団体 9:∞～ 10:∞ BT23 BT23 GT23 GT23

個

人

戦

10:∞～11:∞ BS l BS 2 BS 3 BS 4 GS l GS 2 GS 3 GS 4

11:∞～11:Ю BD l BD 2 BD 3 BD 4 GD l GD 2 GD 3 GD 4

11:∞～12:∞ BD 5 BD 6 BD 7 BD 8 GD 5 GD 6 GD 7 GD 8

12:15^ッ 12:45 BS 5 BS 6 BS 7 BS 8 GS 5 GS 6 GS 7 GS 8

12:45～ 13:15 BS 9 BS10 BSll BS12 GS 9 GS10 GSll GS12

13:15^-13:45 BS13 BS14 BS15 BS16 GS13 GS14 GS15 GS16

13:45ヽ 14:15 BS17 BS18 BS19 BS20 GS17 GS18 GS19 GS,Ю

14:∞～ 15:∞ BD 9 BD10 BDll BD12 GD 9 GD10 GDll GD12

15:∞～ 15:∞ BD13 BD14 BD15 BD16 GD13 GD14 GD15 GD16

15:45～ 16:15 BS21 BS22 BS23 BS24 GS21 GS22 GS23 GS:И

16:15^ツ 16:45 BS25 BS26 BS27 BS28 GS25 GSIる GS27 GS18

25

日

(木 )

個

人

戦

8:40～ 9:10 BD17 BD18 BD19 GD17 GD18 GD19 GD20

9:10^ヤ 9:40 BS29 BS30 BS31 BS32 GS,D GS(Ю GS31 GS32

9:40～ 10:10 BD21 BD22 GD21 GD22

10:∞～10:∞ BS33 BS34 GS33 GS34

10:"～ BD23 GD23

10:"～ BS35 GS35

12:00 閉 会 式 (団体戦、個人戦、表彰式)

日

BD20
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練習会場割当表

競技会場練習割当表

日時

会場

21日 (日 )
10:00～ 17:00

2日 (月 )
9:00～ 15:00

8日 (火 )
9:00～ 17:00

Z日 (水 )
9:00～ 17:00

旭 川 総 合 体 育 館
15コ ー ト

(花咲 5丁 目)
●010←V―Xll

東

中

東

」し

開

」ヒ

国

海

道

地

海

催

東

中

東

」ヒ

開

」ヒ

国

海

道

地

海

催

東北 0関東・北信越・東海
近畿・中国。四国・九州
北海道・開催地

大 成 市 民 セ ン タ ー

6コ ー ト
(6条 14丁 目)

=,0166-23-7785

九

四

州

国

九

四

州

国

旭川市立聖園中学校体育館

6コ ー ト
(5条西 5丁 目)
■,0166-22-4786

東 関 東

旭り|1女子高等商業学校体育館
6コー ト
(緑町14丁 目)
曖,0166-51-3220

」ヒ

近

信 越

畿

1ヒ

近

信 越

畿

1 2 3 4 5 6 7 8 9

23日

(火 )

8:10～ 8:20 BT l BT 2 BT 3 BT 4 BT 5 BT 6 BT 7 BT 8

8:20^‐ 8:30 BT l BT 2 BT 3 BT 4 BT 5 BT 6 BT 7 BT 8

21日

(水 )
8:10～ 8:20 BT23 BT23 GT:冷 GT:お

25日

(木 )

8:10～ 8:20 BD17 BD18 BD19 BD20 GD17 GD18 GD19 GD20

8::ム)～8:30 BS29 BS30 BS31 BS32 BS29 BS30 BS31 BS32

※器日は組合わせ番号の若いチームより練習を始めてください。
※%・ %日 は両チーム同時に練習を行ってください。
※各練習会場では会場係の指示に従ってください。

-50-

日
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t,0166-23-7785

旭 川 市 立 聖 園

中 学 校 体 育 館

(5条西 5丁 目)

=,0166-22-4786

旭川女子高等商業

学 校 体 青 館

(縁町14丁 目)

〔,0166-51-3220
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~~~~~~~~~~~‐
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ヽヽ __
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1国道237号~~~~~~¬
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振興セ
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~■
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~¬

□ □

「

~¬

競技会場・練習会場案内図

自衛隊 'ルヒン球場

°←~護
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イト́

.、′チ′
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″
綱

レ、、、
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国
道
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WC女WC(女 ) 階 段

WC
男 Ｗ

Ｃ
男

Ｗ

Ｃ

男

Ｗ

Ｃ

男

階段 WC女 WC女 階段

第 3会議室(蹄 )
審判会議
警備桂室

階 段●

0  ‐選手通路

入  口
第2会議室(壻 )
競技部会室

段

2階 ロ ビ

九  州

九  州

一般応援

白 白 白 白

白

一般応援 一般応援
生徒役員控所

白 白

生徒役員控所

白

白

選手集合所 選手集合 選手集合
所

非常日階段
選手昇降日

監督会議
線審控室
(多目的ルーム)

一般応妥席

赤

浄書。当番校室

吹奏楽控室

(控宇 5)

一般応援席

青

北信越 四 国

赤 選
手
通
路

「
~~

|

|

|

|

I

|

[_

北信越

赤 青

‐般応援 9コ ート 8コ ート 7コ ート 一般応援席

赤 大

会

役

員

青

一般応援席 一般応援席

赤

北海道

開催地

一般応援席
4コ ー ト 5コ ー ト 6コ ー ト

赤 選
手

通
路

青

北海道
開催地

青 中 国

赤

北海道

開催地

中 国

赤 3コ ー ト 2コ ー ト 1コ ー ト

‐般応援席

赤

準本部
審判控室

一般応援席

入 日

「

一 一 ¬ 人 口~L」 青

選手通路

関  東 近 畿

赤 ■ :■彗 
「
] t三  `― 青

関 東 近  畿
li足厳禁 土足厳禁

員 人  口 黄

関 東

黄

一般応援 東  北 東  北 一般応援 東 海 東 海 一般応援席

黄 黄 黄 黄 黄 輩
Ｈ 黄

競

技

役

員

管

理
室
　
振
興
公
社

医務宅

館長室

事務室

来賓 。役員控室

報道記者室

第 1会議室

シヤワー

男子更衣室

シャワー

女子更衣室

喫 茶

売 店

〈控室4)

給湯室

く控室2)

速報

(控室 1)

準本部

審判控室
吹奏楽控室

〈控室 3)

2階人口 11足厳禁

入

階

土足厳禁 2階入ロ

大 会 :場 略 図  (大 雪 ア リ ー ナ )
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第24回 鋼バドミントン大会 男 子 団 体 (BoT)

香 ノ:I第一 中
(香 りll・ 四 国)

(2)

1  ‐‐い‐いい。‐‐ミ

(2}9
(2)

(1}

18

(2)

19

(0)

20

(2)

(0)

13{2)

― ・ヽ 13瓜 破 西 中

(大 阪 ・ 近 畿 ,

虫年|`´「5こ]`=F 42
(京 都 ・近 畿)

]自,  「里1  
■キ●  3

(石 ′;| ・北信越)

′」ヽ  イ:是
(二 重・ 東

=身

5

―・ 14:味【 :I易
(熊 本 ・
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16:璧鐘
(1ヒ

中
州
　
　
中
わ
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(0)
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22
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 ヽ  1

車月  [ヨ   
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キコ 5 ^‐ ‐‐ヨ  |
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第24回 バドミントン錮大会 女 子 団 体 (G・ T)

(2) (2)

香 川 第 一 中  1
(香 川・ 四 国)

]ごZり I Ittr5ノ｀ =寺■ 2
(東 京・ 関 東)

弓z、 育■ :ヨぎ =卜'  3
(青 森・ 東 北)

東 1長 :崎 中  4
(長 崎・ 九 州)

美  月 : 中 6
(石 りll・ 北信越)

西 大 寺 ‐ =●  7
(岡 」」・ 中 国 )

桐A 8

′八 石皮 ロヨ 呵コ 10
(大 阪 。近 畿)
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善  行  中
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第24回 バドミントン全臥会 女子個人複 (G D)
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(旭 川・北海道)
広陵中

18酒 井 ・ 永 沢

(聖ウルス・宮城)

ラ学院中

19水 井 ・ 飯 田

(小保中・二 重)

20大 角 ・ 千 原

(倉敷北中・岡山)

21山 重 。塩 崎

(旭 川・北海道)
忠和中

22木 村 ・ 本 多

(国分寺 。東 京)
第四中

23福 永 ・ 山 田

(瓜破西中・大阪)

24引 地 ・ 木 谷

(芦 」ヒ・熊 本)
佐敷中

(1)

(2 )

(2)9
(0)

17

(2)

(0)

18

(2)

19

(0)

13(2)

(2)

(2}

{0)

(2)

(0)

(1)

〔0)10

6

14{2)

(0)

(2)

(0)

(0)

(2)(1)

〔2)

(0)11 15(0)

(2)

(0)

4

{0)

(1)

(2)

(2)

(2)

(0)

20

(2)12

8

16(2)

(0)

(2)

(2)

-58-
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団体戦 (男子) 対 戦 言己 録 NO。 1

Eヨ  クト  単父 言己  金贅

種 目 /(試合番号)  ]B ‐ 
‐

「

(1)

摯ケ岡 中学校 中学校 高  岡

[京 都 近 餞 ] 〔石川北信越 ]

複 松

　

寺

本

　

阪

「

~    ‐
¬

10-151

L6三

1:|
千  場

長 谷 川

鎌 田

「
６
１

川
「
０１
コ

二

一

鳳
１１５
ビ

須   崎

春

　

西

名

　

田

「
＝
「
∃

一
一
一

陥

Ｐ

」

色

　

岡

複

単 単

複
一　

２

複
一
　

２

クト 鯛父1 言己 金彙

種 目 /(試合番号)  ]B ‐ ‐

「
(2)

中学校

〔広島中国 ]

中学校

[茨 城 関 東 ]

城 山 北朝  日

複

単

一　

一　

一

ｒ
１１８
」‐１５
‐
‐」

一
一

一

ｒ
１１
１１
１‥け
一

一　

一　

一

一

１

１

１ １

１

一

橋

　

井

原

り|1   本

広   兼

′
lヽ   林

滝   田

湯   原

・
‐２
‐８

‐５‐
コ

一

一
２１

２‐

‐―
一

高

　

酒

時

野

　

砂

随
ド
‐１
‐
‐
一
　

　

単
　
　

一
　

複
　
２

複

　

２

Eロ  イレト  単父  言己  奎長

種 目 /(試合番号)  ]B ‐ 
‐r (3)

中学校

【宮崎九州 ]

■学校

[二 重東海 〕

青  島小   俣

複

一
　

　

単

コ
「
５１
４１

・
コ

一

一
一

ｒ
１１
●

Ｈ
Ｌ

「
５１
ｄ
「
コ

一
一
一

一１
９
１‐
Ｌ

崎

　

崎

田

田

　

一田

「
７１
６１
「Ｉ
Ｊ

二

一

Ｆ
い

い

Ｌ

浅

　

山

西

磯

　

松

丼

　

田

出

部

　

本

・
川

・ 松

嶋

武

　

嶋

一
　

　

単

複

　

２

初
一
　

２

園] クト  単蛯 言己  金乗

種 目 /(試合番号)  ]B ‐ ‐r (4)

多賀城第二 中学校 中学校 旭

[宮 城 東 北 ] [栃 木 関 東 ]

複

一　
　
単

士
口
　
　
一
〈

田

　

沼

一　

一　

一

151

151

|

_」

野

　

西

口

　

□

複

瓶

1可5-]
115- 11
1 _ 1

L  _」
古 谷 単

我   妻
■
９１
，４１
１
コ

二

一

陥
１１５
」

塩

　

小

原

　

林

複

　

２松   井

複
一　

２

-59-
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Ｌ
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L_二 二
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  lit

一
　
　
３
．

「
１
ｌ
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西

8:|

81・

111

一
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一
ｌ

Ｊ
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」

お
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| :｀ iド
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E∃
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r――――――――■

静 巳 堂 |

l

」

S

*

鷺

　

１
　

・́
　

　

単

本
　

黎

谷

　

弱

□

　

中

谷

　

＝

一■

　

ヽ

囀

　

平

薇

　

田

el
で
1

●

　

薇

「

~■

[」

31-0

=1-S 熙   囀

零 ヽ ロ

不   et

熟

　

田

饉
コ
　
　
　
゛
一

r¬  豫

E」 轟

衆金 5言  I籐
" :坤
く卜 [●1‐

r・ 8  `Fモ 合無)＼ 目 齢

彙金 5= 長諄  ホさ 「●:

I｀ ‐ a   (F■ 合鷺,＼ 日 懸

鮮  高

(■ )

~~T~~~~

L_里_」L_1勢
甘中

「董 轟 泄 i

LL生」蝉
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団体戦 (男子) 対 戦 言己 録 NO.2

クト 単父 言己 金乗

種 目 /(試合番号)  ]B ‐ 
‐

「

(5)

中学校

[青 森 東 北 ]

中学校

[熊 本 九 州 ]

津  軽東  陽

複

　

１

　

一　

　

単

　

　

．
　

複

　

２

「
「
５１
１
Ｊ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
‐―
―
」

「
９１
６１
１
コ

一
一
一

Ｆ
ＩＩ
ド
Ｌ

Л
「
３１

１

コ

一　

， 　

一

ｒ
Ｈ
‐ｌｌ
ｌ
ｌ
一

谷

　

藤

木   村

竹  谷

佐 々 木

森   崎

岩

　

工

岡

　

平

崎

　

野

崎

　

島

複

単

　

　

一
　

複

　

２

クト 単父 言己 金肇

種 目 /(試合番号)  :B ‐ ´

「

(6)

清  原 中学校 中学校 豊  里

[栃 木 関 東 ] [」と ,毎  ,首 ]

複 北

　

大

島

　

塚

110--151
115-121
117-141

松

　

馬

本

　

場

神   原

「
５１
「
５１
１
コ

一
一
一

一　

　

　

　

　

一

上   田

阿 久 津

鈴  木

|

|

|

1

一　
一　
一

長

　

上

原

　

田

複

　

１

単

複

　

２

単

　

　

一
　

複

　

２

日] イネt  単父  言己  奮識

種 目 /(試合番号)  :B ‐ 
‐
I~ (7)

弘 前 東 中学校 中学校 東  明

[青 春 東 北 ] 〔北 海 道 ]

複

一
　

　

単

・ 花  田

・ 佐 々 木

「
１１
３１
１
コ

一　

一　

一

一

１

１

　

　

一

神

　

今

山

　

野

,甫

115
115

115

ｏ
ｌ
「
７１

， ―
コ

一
一　
↓

竹   内

「
―
―
Ｉ
Ｊ

一
一

一

ｒ
ｌ
ｌ

ｌ

Ｌ

複

単

摘
一口
　
　
，
一

複
一
　

２

団  体 : 戦  言己 録

種 目 /(試合番号)  :B ‐ ‐

「

(8)

高  松 中学校 中学校 」」 南

r石夕|ロヒイ講 〕 [岡 山 中 国 ]

複 谷

　

竹

□

　

中

「
引「
嗣
「
―
―
コ

一　
一
一

Ｆ
１１
‐ｌｌ
ｌ
Ｌ

尾

　

宗

崎

　

田

岡   田

「15-日
115-101

L― 」
西 岡

複

一
　

　

単単

複

　

２

谷

　

尾

□

　

崎

「
―
―
―

コ

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
」

沖

　

平

野

　

田

相
一
　

２
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団  体  戦  言己  録

種 目 /(試合番号)  :B ・ 
‐

「

(9)

複複

香川 第 一 蜂 ケ 岡

[京 都 近 畿 ]〔香川四国 ]

鎌

　

春

田

　

名

安

　

前

徳
・　

田

中学校 中学校

「
９１

５１
‐８１
コ

一　
一　
一

日
５
１１１
ビ

単

複

　

２

単

　

　

一
　

複 本

　

阪

松

　

寺

西   田中   西

「
ｏ１

４１
１
コ

一
一
一

Ｆ

ＩＩ
ド
Ｌ

久  保

小 比 賀

「
―
―
∃

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

団体戦 (男子) 対 戦 言己 録 NO.3

Eコ
ー
 クト 単支 言己  金景

種 目 /(試合番号)  ]B ・ ‐

「

(10)

大  浦 中学校 中学校 朝  日

〔長崎 九州 〕 〔茨城関東 ]

複 本

　

津

村

　

田

16-151
111-151

L_~」

小

　

滝

林

　

田

大 東

「
引
卸
「一
「―
―
‐一

二

一

Ｆ
１ｌ
ｈ
ｒｌ
Ｌ

湯   原

松   本
ョ
７１
５１
‐引
コ

一

一
一

Ｆ
μ
い
１ｌ
Ｌ

野

　

砂

口

瀬 川

複

一　

　

単

　

　

一
　

複

　

２

単

　

　

一
　

複

曰ヨ 多様  単父 言己 金素

饉 目 /(試合番号)  】B ・ ■
~

(11)

中学校

[二 重 東 海 ]

中学校

[北 海 道 〕

小  俣広  陵

複 ‘
ｌ

ｉｌ
「
Ｊ

一
一

一

Ｆ
８
１１５

Ｌ

「
４１

３１
１
∃

一
二

ｒ
ｌｌ
１１
１
Ｌ

井

　

田

西   出中   富

木

　

淵

浅

　

山

鈴

　

岩

複

単 単

　

　

一
　

複

　

２

複

　

２

部

　

本

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
」

都

　

本

磯

　

松

岡

　

橋

[工I  クト 単父  言己  α豪

種 目 /(試合番号)  ]B ・ ‐

「

(12)

中学校

〔兵庫近畿 ]

中学校

〔宮城東北 ]

平  岡多賀城第二

複
一川
「
５１
引
コ

一　
一　
一

Ｆ
ｒ
ｌ

Ｌ

「
０１
引
「
―

一
Ｊ

一　
二

ｒ
ｌｌ
ｌｌ
ド
ー
」

コ
引
５１
１
コ

一
一
一

Ｆ
ｌｌ
」１１
１
Ｌ

川

丸   林

田

尻

我   妻

吉

　

大

松

田

　

沼

瓶

井

細

　

山

藤

　

井

複

1

単

複

単

複

-61-

□
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熟 5言  薄 杖
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０
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団体戦 (男子) 対 戦 言己 録 NO.4

Iョ  クト 単支 言己 金乗

種 目 /(試合番号)  iB ・ 
‐

「

(13)

中学校

[熊 本 九 州 ]

中学技

[大 阪 近畿〕

東  陽爪 破 西

複

　

１

　

一
　

　

単

搾
一
　

２

「
，
―
「
５１

４１
∃

一　
一
一

Ｆい
〕
押
」

一　

一　

一

Ｆ
ＩＩ
ド
Ｌ

「―
―
―
―
―

コ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

松   下

前

　

村

森

岡

　

宮

崎

　

島

崎

崎

　

山

恵

　

斎

福

　

水

良

　

一藤

川

谷

「
「
ｏｌ
ｌ
Ｊ

複

単

複
一
　

２

クト  単父  言己  金飛

種 目 /(試合番号)  B ・ ‐

「

(14 )

南 郊 中学校 中学校 清  原

[二 重 東 海 ] [栃 木 関 東 ]

複

一　

　

単

　

　

一
　

複

　

２

阪

　

瀬

崎 |~i5-6Π
i4-151
i15-- 31

北

　

大

島

　

塚川

芝   山
|

[

9  - 15.

15‐ -12:

8    151
神 原

上

　

梅

田

　

本

「 3-lji

L5-」

阿 久 津

鈴  木

複

単

　

　

一
　

複

　

２

クト 単父 言己 金乗

種 目 /(試合番号)  :B ・ 
‐

「

(15)

`1学校

〔埼 玉 関 東 ]

中学校

〔青森東北 ]

‖1島 西弘 前 東

複

一　

　

　

単

「
８
１

１１

引
Ｕ

一

十
一

一１１
１ｌ
μ

」

「
５１
引
―
∃

一
一
一

Ｆ

Ｉ
Ｌ

「
８１

１１
「
コ

一
一

一

・
ｂ

ｌ５
　
　
・

花   田

佐 々 木

′
lヽ 田 桐

菊

　

川

新

　

松

地

　

崎

軒

井

　

本

浦

　

内

三

　

長

複

単

複
一　

２

神
い
　
２

[ヨ] クト  単支 言己  金飛

種 目 /(試合番号)  IB ‐ T (16)

高  松 中学校 中学校 玉  藻

〔石川北信越 ] [香 川 四 国 ]

複 71

91

_]

谷

　

竹

口

　

中

15-―

15 -
天

　

二

野

　

宮

森

「
‐【「
「
い‥
．―
　
一
リ

一　
一
一

Ｆ“
ぽ
」

鎌   田

岡

　

沖

田

　

野

「i5-利
115-‐  5!

L~」

東

前   原

複

単

複

単

　

　

一
　

複

　

２
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□ □



にコ  イコゞ  単え  言己 資武

種 目 /(試合番号)  ]B ・ 
‐

「

(17)

中学校

[長 崎 九 州 ]

中学校

〔香川四国 〕

香川 第 一

複
「
５１

５１
１
ヨ

一
一
一

Ｆ
Ｉ

Ｉ
‐Ｌ

徳

　

見

松

　

大

本

　

東

安

　

平

複

単

　

　

一
　

複

　

２

「
「
５１
１
コ

一
一
一

醜
騰
―
」

「
４１
２１
１
Ｊ

一
一

一

Ｆ

臓
ド
Ｌ

中   西

久  保

小 比 賀

本

　

津

川

村

単

　

　

一
　

複

　

２

団体戦 (男子) 対 戦 言己 録 NO. 5

に日 `本  単曳 ヨ己 識乗

種 目 /(試合番号)  ]B ‐ ‐r (18 )

多賀城第二 中学校 中書交 広  陵

[富 城 東 北 ] 〔北 海 道 ]

複 吉   田
「
~

| |
コ
５１
＝
司
コ

一
一

一

中

　

岡

富

　

部
l18

大   沼
LI

一
一
一

一
ｈ
ｒ
Ｌ
‐―
」

瓶

1

2

l

l

本

」

我   妻 ２１
「
「
―
コ

一　
一　
一

ｒ１１５
ｐ
」

鈴

　

岩

木

　

一淵松 井

複

単 単

複

　

２

複

　

２

Eロ  イ
'卜

  単曳  言己  金泉

種 目 /(試合番号) B‐
‐

「

(19)

申学校

[二 重 東 海 〕

中学校

〔大阪 近畿 ]

南 郊爪 破 西

複

　

１

「
「
５１
４１
ヨ

二

一

Ｆ
ド
Ｌ
Ｌ

川

　

谷

板

　

瀬

崎

川

福

　

永

複

単

「
３１

６１
１
Ｊ

一
一
一

Ｆ
＝
μ
ｌ
」

芝   山松   下 単

槻
一
　

２

「
―
―
―
ヨ

二

一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

良

　

藤

上

　

梅

日

　

本

恵

　

斎

複

　

２

イ本  単支 ヨ己 金豪

種 目 /(試合番号)  ]B ‐ ´

「

(20)

高  松 中学校 中学校 弘 前 東

[石川北信越 ] [青 森東北 〕

複 谷

　

竹

口

　

・甲

「
「
１１１

ヨ

一
二

Ｆ
」ｈ
Ｆ
Ｌ

花   田

佐 々 木

平   田

「
５１
引
―
―
コ

一
一　
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

長   内

複

単 単

複

　

２

岡

　

沖

田

　

野

「

  ¬
115-‐  51
115- ll

[_ _|

三

　

佐

浦

　

野

神
一
　

２

-63-

大  浦
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団体戦 (男子) 対 戦 言己 録 NO.6

クト  単父 言己  金乗

種 目 /(試合番号)   ]B ‐ 
‐r (21)

香川 第 一 中学校 中学校 多賀城第二

【香 川 四 国 ] [富 城 東 北 ]

複

一
　

　

単

　

　

一
　

複

　

２

安

　

前

徳

　

田

コ
劉
５１
１
コ

一
一
一

Ｆ
‐８
」
中‥‐
」

我

　

松

妻

　

井

複

　

１

　

一　

　

単中   西

l‐

~   ~¬

117--151

115-91
1  ~  |

1__    _」

瓶

久  保

小 比 賀

「
|

|

[

~‐   ~1

15 -̈  31

15 ‐-  5i

‐~~   1

士
口
　
　
一〈

田

　

沼

一
　

複

　
２

E□'ク ト  単父 言己  £泉

種 目 /(試合番号)  :B ‐ ‐

「

(22 )

中学校

〔石川北信越 〕

中学校

[大 阪 近 畿 ]

高  松爪 破 西

Л
「
「
１

・、
―

一
二

Ｆ
ｉ１３
い
」

115-
i15

|

一

４

７

　

　

一

一　

一　
一

一１１８
“
」

松   下

複

　

１

単

複

恵

　

斎

福

　

永

良

　

藤

川

　

谷

谷

　

竹

平

岡

　

沖

口

　

中

田

田

　

野

|

|

2

- 3

0

複

一　

　

単

　

　

一
　

複

　

２

匿iロ  クト  蝉曳  言己  金贅

種 目 /(試合番号)  B ・ ・T・ (23)

香 川 第 一 中書交 中学校 爪 破 西

モ香川四国 ] [大 阪 近 畿 ]

複

単

　

　

一
　

複

　

２

安   徳

~ヽ~   ~1
1 2 -- 151

16 151

1_ _|

福  り|!

前   田 永   谷

中   西

「
~    ~¬

115-- 11

1151」

橋   本

・ 久  保

・ 小 比 賀

「
８１
引
「
‐Ｊ

一

一
一

」
ロ
ー，
ド
ー
」

松 下

　

良恵

複

一　

　

単

複

-64-



団  体  戦

種 目 /(試合番号)  G

言己  金最

司

『
(1)

立 川 第 八 中学校 中学校 弘 前 東

[東 京 関 東 ] [青 森 東 北 ]

複

　

１

富

　

百

木

　

瀬

コ
剤
「
Ｊ

一
一
一

鳳
＝
ド
」

佐

　

藤

複

単 高   田
Fl_ヨ
111- 41

L~」
中   野 単

箱
い
　

２

久

　

武

家

　

内

「
１１

２１
１
∃

一
二

陥
１１５
」

長

　

長

尾

　

尾

梅
い
　

２

団体戦 (女子) 対 戦 言己 録 NO.1

ロロ ・倒卜 単支  言己  命肇

*種 目 /(試合番号)G‐ T (2)

東 長 崎 中学校 中学校 明  星

[長 崎 九 州 ] [北 海 道 ]

複 松

　

山

田 R_1日
115-41

L~」

立   浪

川 引   地

単 松   尾

コ
馴
「
Ｊ

一
一
一

Ｆ
．―――
ド
」

千   葉 単

梅
い
　

２

「
―
―
―
コ

一
一
一

匡
―
Ｉ
Ｌ

梅
一
　

２

クト 単員  言己  金豪

種 目 /(試合番号)  G ‐ ~r (3)

広  陵 中学校 申学校 笠  松

【北 海 道 ] [岐 阜 東 海]

複 阪

　

菅

東

　

野

ヨ
別
判
∃

二

一

蹂
＝
ド
」

加

　

川

藤

　

島

複

単 石   黒
ITl_ヨ
111- 71

L~」
伏   屋 単

梅
一
　

２

「
―
Ｉ
Ｊ

一
二

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

複

　

２

団  体  戦  言己  録

種 目 /(試合番号)  G ‐ ‐I‐ (4)

中学校

[宮 城 東 北 ]

中学校

[大 阪 近 畿 ]

袋  原爪 破 西

複
「
６１

９１
１
コ

一
一
一

陥
卜
」

野

　

橋

福

　

梶

永

　

原

今

　

高

複

単

「
ＸＩ
判
∃

一
一
一

Ｆ
ＩＩ
ド
Ｌ

・  lil     キ寸安   城 単

複

　

２

「
―
―
―
コ

二

一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
□

複

　

２

-65-

藤

　

田

□

□ □





■ .()И

縁t tj篤  `貸澤  =摯さ [雪]

(こ )

西  麟 由  :it ホ

単

意
一
Ｉ

Ｅ

島

　

西

晏

　

劉

,1   奥

多

　

〓

一　
二

Ｆ
純

リ

ー

」

‐
I｀ ‐ 【I)  (き番合競)＼ 日 曇〔8j

[東 関 東 東 〕

木

　

本

硬   墨不 単
　
　
　
一
　

熙
　
Ｓ

準

　

　

　

一　
　
哺

　

Ｓ

Л
訓
１

二

一

‐
1｀ ‐ 〔)   (ぜ書合雄)＼『: 腫A〔8)

繭

　

じ

“

　

藪

壼

　

‥
・

r―     ‐
IS-111
一　

一

諄   メ.腱   ゛

一
酬
‐「
∃

一

一

．

一
３

卜

　

■

亀‐金 b■  メ゙
`: 
本さ l:´ 1

1｀ ‐ r)   (争 薔全鶴,＼ |:: 麟

精  エ

田

　

む

吏

　

木

〓
一
　

本

″醸
”
　

・出

a:
、 |

・
|

特

→キ  □

「
‐１

１１

１１
１１

:」】  米 11  画

一
　
　
．，
‘
　
．ヾ

。

　
（
、
，
，

憩
　
゛

東
　
大

麟



匠日 クト 単え 言己  金肇

種 目 /(試合番号)  G ‐ ~E~ (5)

* 庄  西 中学校 ― 中学校 城  西

[富山 北信越 ] [鹿児島 九州 ]

複 高

　

西

桑

　

田

「
~     
¬

115- 91
115- 51
1 _ |

L  」

仮

　

野

屋

一九

複

単 奥    村

「
０１

０１
１
ヨ

一
一
一

Ｆ
ＩＩ
ド
Ｌ

田   畠

「―
―
―
∃

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

単

糖
一
　

２

複

　

２

団体戦 (女子) 対 戦 言己 録 NO。 2

Eヨ  クト  単支  言己  金肇

種 目 /(試合番号) G‐ ‐
1~ (6)

中学校

[広 島 中 国]

中学校

[東 京 関 東]

城 山 北国分寺第四

複
調
判
「
Ｊ

一
一
一

鳳
際
ド
」

田

越

木

　

本

村

　

多

林

　

箕

複

一　
　
単単

「
６１

０１
１
∃

一
一
一

詭
い
」

鈴   木星   野

箱
一
　

２

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

r―■

日
複

　

２

団  体  戦  言己  録

種 目 /(試合番号)  G‐
‐

「

(7)

* 長 岡 第 二 中学校 中学校 玉  藻

[京 都 近 畿 ] t香 川四国 ]

複 安

　

本

田

　

村

「
５１
５１
１
ヨ

一
一
一

Ｒ
い
」

薄

國   井

複

　

１

単 西   村 「

  ¬
1 6-111
111- 21

Ll一 」
米   田 単

梅
一
　

２

三  浦

木 ノ 山

陥_ヨ
115-121

L~」

坂   東

佐 々 木

複

　

２

クト  単父  言己  多桑

種 目 /(試合番号)  G ‐ ~1~ (8)

* 国  府 中学校 中学校 小  俣

[茨 城 関 東 ] [二 重 東海 ]

複 田   崎
「
８１

５１
１
コ

一
一
一

陥
い
」

水

　

永

井

　

野森

複

単 大   橋 「
1_ヨ
111- 31

L~」
竹   部 単

複

　

２

岡

　

渡

崎

　

辺

「
８１

４１
「
∃

一
一
一

陥
１１８
」

飯

　

石

田

　

原

複

　

２

-66-
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団  体  戦  言己 録

種 目 /(試合番号)  G‐  ‐

「

(9)

香 川 第 一 中学校 中学校 立 川 第 八

[香 川 四 国 ] [東 京 関 東 ]

複 原

　

演

田

　

ロ

ヨ
判
「
Ｊ

一
一
一

Ｒ
曜
ド
」

宮

　

百

本

　

瀬

小 比 賀 「
1_1ヨ
14-111

L一 」
久 家

里
ヽ
　

一Ｐ

川
「
判
「
Ｊ

一
一
一

蹂
暉
ド
」

高

　

武

国

　

内城

複

　

１

単 単

複

　

２

梅
一
　

２

団体戦 (女子) 対 戦 言己 録 NO。 3

匡ロ  クト  軍蛯 言己  3妻

種 目 /(試合番号)  G ‐「F (10)

東 長 崎 中学校 中学校 美  りIl

[長崎 九州 〕 [石川 北信越 ]

複 尾

　

松

上

　

尾

コ
別
「
Ｊ

一
二

Ｆ
５
１１５
Ｌ

明

　

今

福

　

村

松 尾

「

~  ~|

IH-31
18-111

L6-1」

ホ寸

複

単 単

複

　

２

松

　

山

田
「
8-1日
115- 91
115-121
L  」

新

　

田

田

　

井川

箱
い
　

２

Eコ  クト 単父 言己  3肇

種 目 /(試合番号)  G ‐ ■‐ (11)

広  陵 中学校 中学校 西 大 寺

[北 海 道 ] [岡 山 中 国 ]

複 阪

　

菅

東

　

野

F5-ヨ
115- 21

L~」

小

　

岩

田

　

城

複

単 石   黒

r‐
 ―¬
IH― ol
111-61
L~」

井   山 単

相
一
　

２

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
□ □

梅
一
　

２

クト 瑾え 言己  多最

種 目 /(試合番号) G‐ ‐
I‐ (12)

中学校

[神奈川 関東 ]

中学校

[大 阪 近 畿〕

普  行瓜 破 西

複

　

１

「
「
５１
１
コ

二

一

隔
１９
」

楠

志   村

福   永

梶   原

単

「
割
判
∃

一
一
一

Ｆ
．喘
ド
」

佐 久 間安   城 単

糠
い
　

２

「
判
「
‐∃

一
一
一

Ｅ
５
１１８
Ｌ

岸

　

松

山

　

元

田

　

木

川

永

複

　

２

-67-





か .OИ 暴  5言  蝉 杖 |¥ナ )ド載曇

( 卜 I〕
‐
]『

0

〔
" 
薔: Lヽ〕

藤事F ―  丼争ト

―

―
―
―
―

―
コ

31:

|

露

　

申

鷲   ]

藪

訴

一
　

”

(31) I‐
‐ D  (子 警合ヽ)＼ 日 醸

函  コ

議   1 ごI
こ1

′
l'

0

it  葱 谷

11  奥
11

11 ホ   壼

一
一
一 ．コ

彙金 5言  ,諄  4●  :干 :

潔   国 ホ  藤

〔臓Jt本 識]

r―¬
ISi
L」

田

　

‘不

諄   大 :ヽ   ■

「
―

―
‘―

―
コ

．
引

酬

・　

一　

一

Ｆ
ｌｏ
Ｒ
Ｆ
Ｌ

宙
一
　

Ｓ

えQ  Ь
=  
野   1本} はヨ

′
【
‐ ‐ 0   1ヨ 番合鋤 ＼ 目 爵(al)

Li二旦劉蜻粋
[螢 ユ 轟 京]

ミ人ヾ ぐヽ雙

0

0

恭

　

難

＝

・
豪

木

・
゛

‖   画 田   貴

．
立
〓

Ｔ

一

一
一

一

Ｆ
ｌｉ
障

１ｌ
Ｌ

86-
１
■



団体戦 (女子) 対 戦 言己 録 NO.4

[ヽ11 クト1 単蛯  言己  象養

種 目 /(試合番号)  G‐ 1「 (13)

四條畷学園 中学校 ― 中学校 庄  西

[大 阪 近 畿 ] [富  山 ]

複

一　
　
単

小

　

谷

畑

　

嶋

「

  ¬
115-41
115- 51
1 _ |

L  」

中

　

藤

嶋

　

井

連   水
Fl_ヨ
111- 71

L~」
奥   村

「
―
Ｉ
Ｊ

一
二

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

複

一　
　
単

複

　

２

団  体  戦  言己  録

種 目 /(試合番号)  G 。「 F (14 )

国分寺第四 中学校 中学校 忠  和

[東 京 関 東 ] [北 海 道 ]

複

　

１

木

　

本

村

　

多

R_ヨ
115- 81

L~」

波

　

菊

辺

　

池

星 野

「
１１

５１
川
「
コ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
‐―Ｉ
Ｌ

塩 崎単 単

複

　

２

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

複

　

２

団  体  戦  言己  録

種 目 /(試合番号)  G‐ ‐r (15)

聖ウルスラ 中学校 中学校 長 岡 第二

[宮 城 東北 ] [京 都 近 畿 ]

複 酒

　

西

井

　

城

隅_ヨ
115- 41

L~~」

浦

　

山木 ノ

複

単 貴   田 「

  ¬
112-111
18-111

ビ
ー 1」

西   村 単

複 永   沢 R_1ヨ
115-111

L~」

木

　

矢

村

　

野
藁 科

梅
一
　

２

Eヨ  `へ  購蛯 言己  多乗

種 日 /(試合番号)  G‐ lr (16)

中学校

〔茨城 関東]

中学校

[熊 本 九 州 ]

国   府菊  水

複
コ
別
「
∃

一
一
一

・
５

１５

Ｆ
１１
１１
１

Ｌ

田   崎

森

太

　

荒

田

　

木

02

一　
　
単単 大   橋正   木

「
削
「
Ｊ

二

一

Ｆ
．―――
ド
Ｌ

複
「
―
―
∃

二

一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ
□

複

　

２
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クト 単え 言己  多:妻

種 日 /(試合番号)  G ‐ ‐I~ (17)

中学校 ― 中学校

[1香′|| 四ユIコ ][長崎 九州 ]

香川第一東 長 崎

複
コ
＝
＝
Ｊ

一
一
一

罷
１１５
」

「
１１

６１

・―「
コ

二

一

・

４

１

１

・

Ｆ
Ｉ
１
ｌ
Ｆ
１ｌ
Ｌ

「―
―
―
∃

一
二

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

小 比 賀松   尾

松

　

山

原

　

濱

田

川

田

　

田

r―¬

日
r―¬

L_」

複

単 単

複

　

２

箱
い
　

２

団体戦 (女子) 対 戦 言己 録 NO.5

団  体  戦  言己  録

種 目 /(試合番号)  G ‐ ■‐ (18 )

広  陵 中学校 中学校 瓜 破 西

[北 海 道 ] 〔大阪 近畿 ]

複

　

１

阪

　

菅

東

　

野

コ
劇
「
Ｊ

一
一
一

Ｒ
鰤
ド
」

福

　

梶

永

　

原

石   黒

「
１１

０１
４１
Ｊ

一
一
一

Ｌ
１１２
ビ

安   城単 単

複

　

２

「―
―
―
ヨ

一
一
一

ｒｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

相
一
　

２

`4●

 1勇支.言 己  α豪

種 目 /(試合番号)  《3‐ 
‐

「

(19)

中学校  ―  中学校

[東京 関東 ][大阪 近畿 ]

国分寺第四四条畷学園

複
コ
別
＝
コ

二

一

Ｒ
門
朧
ビ

木

　

本

村

　

多

小

　

谷

畑

　

嶋

複

　

１

単

コ
＝
「
∃

一
一
一

臨
喘
ド
Ｌ

星   野速   水 単

複

　

２

ヨ
別
判
∃

二

一

・

５

‐
５

ｒ
１ｌ
ｈ

ｌ

Ｌ

中

　

滝

島

　

口

上

　

坂

田

　

□

複

国口 `本  単蛯 言己  多暴

種 目 /(試合番号) G‐ ‐r (20)

菊   水 中学校 中学校 聖ウルスラ

[熊本 九州 ] [宮城 東北 ]

複 太

　

荒

田

　

木

風
１７
ピ

一
一
一

ヨ
剤
劇
コ

酒

　

永

井

　

沢

複

単 正   木

ヨ
制
判
∃

一
一
一

Ｆ
＝
ド
Ｌ

庄   子 単

複

　

２

「
＝
Ｉ
Ｊ

一
二

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ
□ □

相
一
　

２

-69-





fす     R、 導 `,.

I¨

~~

簿  杖

ホ   礫

|ト ー a:|

1醸 一 sl:

i:1-―
'11

〔Ht」t嶽 ]

神

　

戯

占

　

襲

木   ■

L

『ｌ
ｌ
Ｊ

ｒ
１０
」

ホ   敷

円   人

本   歌

一

一

田

　

」ｉ

「

~~
:

(Cゞ

[嶽 葛 よ 1

鋼  童

‐
Γ ・ D  は 合鷺)＼ 日 彗

( ss)   
‐
I‐ ‐ 0   時 飴 )｀ 、ヽ日 彗

渕車  オ゛ ■ヨ

ゼ〕  睛 合だ)＼ 餞(lS) コ【
｀

嶽  島

[藪 轟 Jt]

●
　

　

単

l

土

　

Ы

昌

　

鮮

田

　

　

　

一

コ
　
　
「
―

―

一

漱

．
　

ｒ

田
【
　

Ｓ

0

・馨

　
ゞ

摯

　

●

小

　

谷

ホ

L

黒   さ

一

醸

曇
|ご



Eヨ クト 覇翼 言己 会表

種 日 /(試合番号) G‐ 1「 (21)

広  陵 中学校 中学校 東 長 崎

[北 海 道 ] [長崎 九州 〕

複 阪

　

菅

東

　

野

「
８１

５１
１
∃

一
一
一

隅
１１５
」

尾

　

松

上

　

尾

石   黒
Fl_ヨ
l ll一‐81

L~」
松 田

「―
―
―
∃

一
二

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

複

単 単

複

　

２

複

　

２

団体戦 (女子) 対 戦 言己 録 NO.6

E工I `尋  ヽ 単え 言己  露示

種 目 /(試合番号) G‐ ■
~   | (22 )

四条畷学園 中学校 中学校 菊   水

[大阪 近畿 ] [熊本 九州 ]

複 谷   嶋
「

  ¬
115-41
112-151
117- 141
ι  」

古

　

徳

城

　

永畑

複

単 速   水 「
7二 1]
1 3-111
1     1
L~」

正   木 単

複

　

２

上

　

坂

田

　

口

「
０１

０１
１
コ

一
二

陥
卜
」

太

　

荒

田

　

木

複

EII  `奉こ  毒豊蛯  言Iユ   参局産

種 目 /(試合番号)  G‐ 「
F (23)

中学校

[北 海道 ]

中学校

[大阪 近畿 ]

広  陵四条畷学園

コ
劇
「
Ｊ

一
一
一

陽
―‐２
」

阪

　

菅

東

　

野

小

　

谷

畑

　

嶋

複

単 石   黒連   水

「
＝
「
Ｊ

一
一
一

Ｆ
．―――
ド
」

単

複
一　

２

上   田
コ
剖
「
∃

二

一

Ｒ
Ｉ‐５
」

馬

　

宮

場

　

崎坂

複
一　

２

-70-
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個人戦 (男子・シングルス) 対 戦 言己 録 NO.1
イ固  ノ、 単父 言己 夕j素

種 目 /(試合番号)   B ・ S ( 1 )

一　

　

　

　

　

一

一
二

Ｆ
Ｉ

Ｉ
」

~¬

|

」

|~
|

|

車  浩 明 3 久 野 元 嗣

鹿 島  中学校 大 府  中学校

[石  '|! ] [ 愛  知  ]

イ固  人́  戦  言己 録

種 目 /(試合番号)   B o S ( 2 )

|

__」

川 添

Ｆ
‐
！
―
―
‐
」

一誠田前

「
・‐『，０‐「，‐コ

一
一
一

Ｆ

Ｉ

・Ｌ

潤

七 山  中学校 南 海  中学校

〔 佐  賀  〕 [高  知  ]

イ固  ノ、 単蛯 言己 金泉

種 目 /(試合番号)   B ‐ S (3)

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
Ｌ

樹直黒

「
―
―
―
コ

~l

81
11 蒲 池  誠

|

|

|

国分寺第四 中学校 日 田 三 限 中学校

[東  京  ] [大  分 〕

イ匿l  ンヽ  単父  言己  傷桑

種 目 /(試合番号)   ■3 ・ S (4)

ｒ

ｌ
ｌ

‘Ｉ

Ｌ

一
　

　

二

一
_|

5
|

|

|

構 村 竜 彦 6 |

|

長 嶺 義 文

倉 敷 福 田 中学校 会津若松第五 中学校

[  岡   山  ] [福  島  ]

イ固  ノ、 単蛯 言己 彙贅

種 目 /(試合番号)   B ‐ S (5)

~|

|

|

|

車  浩 明
1

|_

一
　

　

一
一
一

大 東 真 也
|

|

|

鹿  島  1帯 :校 大  浦  中学校

[石  り|| ] [ 長  崎  ]

イ鷹l ノゝ

種 目 /(試合番号)

己

　

ヽゝ

詈
口
　

Ｃ
．

曳
　
３

隼

　

Ｉ

釜泉

(6)

博正原長

「
―
．―
，―
コ

一
一
一

・
　

　

　

　

　

　

一

造祐島

「
―
―
―
ョ

旭川豊里 中学校阿 見 中学校

[茨 城  〕 [  北海道  ]

ィ匿: 人́、 増え 言己 金贅

種 目 /(試合番号)   IB o S (  7  )

~1

|

|

|

鎌 田 志 門「
|

!

Li

一
　

　

一
一
一

「
１
‐１
１
１
コ

宮 本  敬「|
[_

鉾 ケ 岡 中学校 帯広第一 中学校

[ 京  都  ] [ 北 海 道  ]

イ固  ノゝ 単支 言己 多最

種 目/(試合番号)  〕B‐ S (8)

~¬

」
r~‐

||
|

一
　

　

二

一

3
「
―

―
―
コ

|

|

|

L_

中 西 洋 介 佐 藤 昭 吾

|

第 中学校 新 庄 中学校

[ 香  り|| ] [山 形 〕
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イ匿l ノ、 単蛯 言己  含景

種 目 /(試合番号)   B o S (9)

Ｆ
，―
―
―
―
」

貴雅林

「
１
．１
１
Ｊ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｉ
」

司裕上三

「
―
，―
Ｉ
Ｊ

[北 海 道 ] 〔 福  島  ]

」υ副票裏磐梯 中学校苫小牧光洋 中学校

個人戦 (男子'シングル) 対 戦 言己 録 NO。 2

イ匿: ノ、 単曳 言己 0最

種 目 /(試合番号)  13‐ S (10)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

介優ロ山

一Ｉ

Ｊ

一
一
一

Ｆ
ｌ
ｉ
ｌ
，Ｌ

人真生朝

「
―
―
Ｉ
Ｊ

[千 葉 ] 〔 鳥 取  ]

米子美保 中学校松戸六実 中学校

*   イ固  ノ、 肇父 言己 金摯

種 目 /(試合番号)    ]B o S (11)

一
　

　

一
一
一

棄

「
―
―
―
‐
―

■

渡 辺 洋 一

|

|

|

前 久 保 知 行

|

I

|

石  下  `1喘社交 四日市西劉 |1 中学校

〔  茨  城  〕 [ 重

僣 1 ノ、 単彙1 言己 金乗

種 日 /(試合番号) B・ S (12)

「
―
―
‐―
〓

|:5
笹 島 基 弘 115

|

一
一
一

川 添  潤
|

|

|

登美ケ岡北 中学校 七  山  中学校

[ 奈  良  ] 〔 佐  賀  ]

イEl ノヽ 単梵 言己 傷肇

種 目 /(試合番号)   IB ‐ S (13)

1    115-5
1茶 谷 徳 靖 115-7 黒 川 直 樹

金沢北鳴 中学校 国分寺第四 中学校

〔 石  川| 〕 [東  京  ]

値 : 人́  単蛯 言己 金乗

種 目 /(試合番号)   】B ‐ S (14)

瓶二

「
―
―
．―

―
コ

一
一
一

良 中 島 茂 勝
1

多賀1,妨二 中学校 新得富村牛 中学校

[宮 城 〕 [ 北 海 道  ]

イ匿: ノ、 単父 言己 金景

種 目 /(試合番号)   iB ・ S (15)

|

1菊 地 草 多
一
一
一

Ｆ
，Ｉ
‥
―

―
」

「
５１
ｏｌ
「
コ

深 田 和 彦

「
~~

|

|

佐 奮 東 中学校 大 津 真 野 中学校

[ 千  葉  ] [滋  賀 ]

イ固  ノゝ 攣え 言己 金素

種 目 /(試合番号)  ]B‐ S (16)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

二修原時

「
―
―
―

・．

二

一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

輔大田上

「―

―

コ

[広  島  〕

城 山 北 中学校旭川豊里 中学校

[北 海 道  〕
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イ匿: ノ、 単蛯 言己 金最

種 目 /(試合番号)   B ‐ S (17)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一修本坂

「１
１
．―
１
１
・′

一
一
一

巨
―
―
Ｉ
Ｌ

樹和日鎌

「
ｌ
ｉ
ｌ
ｌ
＝

〔 香  ナ||  ] [茨  城 ]

石 岡 国 府 中学校高 松 玉 藻 中学校

個人戦 (男子・シングル) 対 戦 言己 録 NO。 3
イ匿: ノヽ  通父  言己  金飛

種 目 /(試合番号)  ]B,S (18)

「

―
‥
―

―
‥
一

115 21
31竹 内

一　

　

　

　

　

一

崇板 崎 勇 樹 115-
|

南 郊 中学校 旭川東明 中学校

[ 二   重  ] 〔 北 海 道  ]

イ匿: ノヽ  単兌 言己 金泉

種 目 /(試合番号)    B ・ S (19)

一
一
一

行直田岡

0
|

|

_」

〔
‐

|

l_

2 武 田 和 也

高  松  中学校 青 島  中学校

[石  川 ] [宮  崎  ]

イ固  人́  単支 言己 夕:素

種 目 /(試合番号)   B ‐ S (20)

一
一
一

修尾仲

一　

　

　

　

　

一

111橋 村 竜 彦
:

|

L_

四脩薦学園 中学校 奮 敷 福 田 中学校

〔 大  阪  ] [  岡  山  〕

ィ鷹I 人́、 単曳 言己 多景

種 目 /(試合番号)   :B ・ S (21)

車  浩 明 造祐島
一
一
一

鹿 島  中学校 阿  見 中学校

[石  り|| 〕 [茨 城  〕

イIヨ  ノ、 単父  言己  金豪

種 目 /(試合番号)   :B ‐ S (22)

I

_」

中 西 洋 介
一
一
一

鎌 田 志 門
|

|_

第 中学校 蜂 ケ 岡 中学校

[ 香   り|| ] 〔 京  都  ]

夕果iイ固  ノゝ 蠣彙 言己

種 目 /(試合番号)   ]B o S (23)

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

人真生輌

「
―
―
―

一

二

一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

Ｌ

司裕上三

「
―
―
―
一

[千 葉 ]

松戸六実 中学校苫′lヾ政光洋 中学校

[北 海 道 ]

布ヨ ンヽ  攣父 言己 金肇

種 目 /(試合番号)   ]B ‐ S (24)

一―
―
―
―
―
―
一

弘基島笹

「
‐
―
―
Ｉ
Ｊ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一洋辺渡

「
―

―
コ

[ 茨  城  ] 〔  奈  良  ]

登美ケ岡北 中学校石 下 中学校
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難年中 東 書 麟

(  環  干  】 [ 蚤 轟 ::に ,

一〓
■

Ｅ
Ｊ 状

寄 彙 薇 蔽 格 縛 田 義 i

t  菫  三  ] [  lll   薔 」

(03,

彙t h言  チ111 ノ、 「`■1

`]・
 8.   (■ 毒合民)｀ 、日 螢 (OS)

1  1
1  =

L___

r――¬

こ」

一

一

一

　

・

難蜃素

1

1 

「

―一 ― ―

―

~―

―
¬

I LL堂主_■_■」 難や中  ――  費

〔  難  蒸  l [憲 轟 」に 〕 〔  111   書  ]

「

~~~■

l r、  、
L二」
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一

二

Ol 一
=11       .ヽ 一 醐 |― 辞 要 囀 ` i員   翼

“

大 田 :L

彙金 5言  '蝉  ノヽ  籠藤

f2・ a   (景 毒合掟)ヽ、日 書(as〉

難羊中 二錢熱質養

〔 難 宮 ]

れ書谷業

1  11t  可  1

責全  5言  ユ津  ノ`   鷹訃

2 ‐ 3    (=番 合■)ヽ 日 彗(3S)

.      i む
l li歯 田 颯 11

丼年中  ● 高

〔  態  人  〕

3

泉金 5言  ■車 ン`  日 }

2 ・ こ    (F選 合舞)｀、日 麟(や S)

乗金 L言  課澤  ノ` 薔置iゝ

(幸番合減)ヽ 日 欝(S8) 2‐ a

増金 5言  象津 ンヽ  国ト

2:‐ a (識 議 )＼ 目 諄



イEI ノ、 章蛯 言己  金肇

種 日 /(試合番号)   ]B ・ S (25)

願二

「
―
―
∃

良

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―

―
‐
―
―
コ

茶 谷 徳 靖

|

L

多賀城第二 中学校 金沢北鳴 中学校

[宮 城 ] [石  り|| ]

個人戦 (男 子・シングルス) 対 戦 言己 録
イ固  人́、 単父 言己 金最

種 目 /(試合番号)   B ‐ S (26)

¬
|

上 田 大 輔

一
　

　

一
一
一

「
‐
―

―
―
―
コ

|

|

L__

菊 地 草 多

旭川豊里 中学校 佐 倉 東 中学校

[北 海 道  ] 〔 千  葉  ]

値 : ノ、 単た 言己 金素

種 目 /(試合番号)   iB ‐ S (27)

「
―
―
―
―
―
１
１

・‐

鎌 和 樹

Ｆ
Ｉ
‐
‥
―
‐
‐
，」

一
　

　

　

　

一

板 崎 勇 樹「
|

高 松 玉 藻 中学校 南 郊 中学校

[香  ‖| ] [ 二   重  ]

イ固  ノヽ  単裁 言己 金泉

種 目/(試合番号)    :B ‐ S (28)

一
一
一

Ｆ
ｌ
・―

一

一修尾仲

「
―
―
―
Ｉ
Ｊ

岡 田 直 行

「
~

|

|

四條暉1学国 中学校 高 松 中学校

〔 大  阪  ] 〔 石  川 〕

イIヨ  ノ、 単父  言己  壼乗

種 目 /(試台番号)   iB ‐ S (29)

車

「‐
―
―
‐―
―
一

一
一
一

ｒ
‐
‐
・―
‐
‐
」

介洋西中

Γ
ｌ
ｌ
‥
―
」

明浩

　

．

第 中学校 鹿  島  ヰ学校

〔  香   サ||  ] [石  ‖| ]

イ匿1  ノヽ   単曳  言己  参乗

種 目/(試合番号)   ]B o S (30)

一

―

―

―

，

―

一

一洋辺渡

「
―
―
―
一

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

司裕上三

「―
‐，
‐
―
‐―
一

[北 海 道 〕 [ 茨  城  〕

石 下 中学校静聴 チ,羊 嗜寄牧

ィ鷹l 人́、 戦  記  奎肇

種 目 /(試合番号)   :B ‐ S (31)

|

|

|

瓶二

「
―
―
―
コ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

輔大田上 良

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

旭川豊里 中学校 多賀城第二 中学校

[宮 城 〕[北 海 道  ]

イ固  ノ、 単父 言己 金贅

種 目 /(試合番号)  iB・ S (32)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

一

樹和田鎌

「
馴
「
ョ

一
一
一

一―

・Ｉ

Ｌ

一修尾仲

「
―
―
―
―
コ

【 大  阪  〕 [香  ‖l 〕

高 松 玉 藻 中学校四條嘔学園 中学校

15

15
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イ固  ノ、 単え 言己

種 目 /(試合番号)   ]B ‐ S

夕最

(33)

Ｆ
Ｉ
Ｉ

一

司裕上三

「
１
１
１
１
］

一
二

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

介洋西中

「
―

―
―

・
ｉ

[ 香  jll ] [北 海 道 ]

苫′!嗽光洋 中学校第 中学校

個人戦 (男子・シングル) 対 戦 言己 録 NO.5
ィロ菫]|  _′入、  壽12

種 目/(試合番号)   】B

言己  夕景

S (34)

¬
|

|

仲 尾 修 一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
！
―
二

一　

　

一
一
一

上 田 大 輔
|

|

|

四條畷学園 中学校 旭川豊里 中学校

[ 大  阪  ] 〔 北 海 道  〕

イ固| ノ、 単父 言己 金素

種 目 /(試合番号)   ]B ・ S (35)

一―
‐―

Ｉ
Ｌ

一修尾仲

「
―
．１
１
コ

一
一
一

匡
―

―
―
」

介洋西中

[ 香  チ|| ] 〔 大  阪  ]

四條聯学園 中学校第 中学校
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1八 ミヽく(・ キ丈}難人詈

[ 本  策 ]

人欝
・Э

〔  薔  東 ][  11,  国  ]

(  ●  )

壻:lt  こiミ   量カロ  ′へヽ   I豪 1)

ど1 ‐ D    (手 書r,馬 )ヽ、日 欝

一
　

　

一
一

一

〔 IIt

′ `.)

(・

|

1干
購 稿 島

_1

1: '

HIキ 碑
'強
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_|

「|

[螢   無 〕

(3)

環職  5雷  史瀬  ン`   籠恥

〔: ‐ 〔)    (ぞ噌洋1民)｀、日 麟

0

一
一
一

・　

　

　

．二

十葉彗

一　

　

　

　

一

[  東   東  l

( a )

彙ミ  5言  メ≒I  .メ、  1彗ヽ

こ1‐ ■)  (き 蓄合鶴,＼ 目 爵

|

|
3・ま

[団  読 ]

¬

1干 働 本 李

ｒ
ｌ
‐
―
‐
‐，
‐

「
Ｉ
Ｊ

一
革

一

Ｔ

一　

一

一　

　

一

一
卜

■

藤

一

:【

一
一
一
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イ固  人

種 目 /(試合番号)

購父 言己

G一 S

多:乗

( 1

¬

」木ノ山 絢 子
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一　

　

一
一
一

~1

01

」
河 野 亜矢子「

|

|

L

長 岡 第 二 中学校 倉敷多津美 中学校

[京 都 ] 〔 岡 山 ]

個人戦 (女子'シンカレス) 対 戦 言己 録 NO. 1

個 l  人   戦   言己  録

種 目 /(試合番号)  G‐ S (2)

¬

]

村 上 国 子

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

「
―
Ｉ
Ｊ

田 尻 美 和「
|

|

L

北 本 東 中学校 京 陵 中学校

[埼  玉  ] 【 熊  本  ]

催 : ノヽ  重蛯 言己 鋼肇

種 目 /(試合番号)   G ‐ S (  3  )

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ細

部渡

Л

ｌｌ
∃

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

子明藤近

「
―
―
∃

[愛   媛 ] [ 北 海 道 ]

旭り:1忠和 中学校新居浜中萩 中学校

イ固  ノ、

種 目 /(試合番号)

単屹  言己  多乗

(G‐ S (4)

~1

」田 村 恵 里
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

木一π

「
―
Ｉ
Ｊ

二

一

瞳

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

美  りII 中学校 釧 路 東 中学校

〔 石  ‖| ] [北 海 道  ]

イ国  人

種 目 /(試合番号)

単蛯 言己 舎景

G・ S (  5  )

「
―
Ｉ
Ｊ

森   かおり

「
~
l ll

Ln

一
　

　

一
一
一

「―
―
―
∃

木ノ山 絢 子
|

L

北九州城南 中学校 長岡第二 中学校

〔 福  岡 ] [京 都 ]

■ヨ  ノ、 重蛯 言己  £景

種 目/(試合番号) G‐ S (6)

Ｆ
Ｉ
Ｉ

」

乃綾葉千

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

美奈野星

「
―
Ｉ
Ｊ

〔 東  京  ] [北 海 道  ]

旭川明星 中学校国分寺第四 中学校

イ固  ノゝ 鼈え 言己 金摯

種 目 /(試合番号)  G‐ S (7)

]
小比賀 友 香

「
~~

l ll

ビ
1

一　

　

一
一
一

「
―
Ｉ
Ｊ

寺 本 悦 子「
|

|

L

第 一 中学校 仙台大沢 中学校

[香  ‖!] [宮 城 ]

イ匿: ノゝ 摯蛯 言己 金乗

種 目/(試合番号)   (■ ‐ S (8

¬

」岡 部 亜 衣
ｒ
ｌ‐
ビ

一　

　

二

一

「
―
Ｉ
Ｊ

高 田 瑞 穂「
|

|

L

春日井中部 中学校 立川第八 中学校

[ 愛  知  ] [ 東  京 ]
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個  人

種 目 /(試合番号)

蠅父  言己

G‐ S

夕景

(9

¬

」岩 脇  史「
l

|

L

一　

　

一
一
一

「
―
Ｉ
Ｊ

北 山 朝 子

「
~
|

L

金沢西南部 中学校 津 南 郊 中学校

[石  川 ] 〔 重

個人戦 (女子=シングル) 対 戦 言己 録 NO.2

イ固  ンヽ  単え 言己 a肇

種 目 /(試合番号)  G‐ S (10)

¬

」山 下 紋 可
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一
　

　

一
一
一

「
―
―
∃

井 山 美 里「
|

|

L

新得富村牛 中学校 西 大 寺 中学校

[      」り毎,首     ] [ 岡  山  ]

イ匿: ノ、 墜え 言己 多摯

種 日/(試合番号)   G ‐ S (11)

¬

」 |

L

一　

　

一
一
一

「
―
―
―
―
一

「|

L
林 谷 景 子 富 樫 千 秋

旭 ll東明 中学校 鶴岡第二 中学校

[北 海 道 ] [山  形  ]

イ固  人  戦  言己 録

種 目 /(試合番号)   G ‐ S (12)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

子園上村

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

華美城安

「
―
Ｉ
Ｊ

[大 阪 ] [埼  玉  ]

北 本 東 中学校瓜 破 西 中学校

イ匿: ノ、 単え 言己  多乗

種 目 /(試合番号)   G‐  S (13)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

子明藤近

「
―
―
∃

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ

Ｌ

澄真木正

「
―
―
∃

[熊  本 ] [愛   嬢 ]

新居浜中萩 中学校菊 水 中 学 校

イ匿: ノヽ  単支 言己 金表

種 目 /(試合番号)   G ‐ S (14)

村重

「
―
―
∃

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

美奈泉平

「
―
―
∃

泉

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

松戸六実 中学校 広島戸坂 中学校

[千  葉 ] [広  島  ]

個  人

種 目 /(試合番号)

購蛯 言己 金最

G一 S (15)

]
上 田 絵 美

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一　

　

一
一
一

「
―
―
∃

高 橋 美 紀「
|

|

L

彦 根 西 中学校

[山  形 ][滋  賀  ]

イ匿1 ノ、

種 目/(試合番号)

覇え  言己  金肇

G一 S (16)

田舛

「
―
―
∃

一
二

Ｆ
ｌ
卜
」
織沙崎塩

「
―
Ｉ
Ｊ

恵「
|

l

L

旭り1聴府1 中学校 金沢犀生 中学校

[石  "l ][北 海 道  ]
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索

Л
「

ｊ

一
Ｉ

Ｆ
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―
―

」
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一
―

―
Ｉ
Ｌ

貴田

．
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個  人

種 目 /(試合番号)

単彙  言己  金豪

G‐ S (17)

¬

」責 田  愛「
1

l l

L

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

希由瀬長

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

聖ウルスラ学院中学校 字都宮泉ケ丘中学校

[宮  城  ] [栃  木  ]

個人戦 (女子0シングル) 対 戦 言己 録 NO.3

イ匿l _ノ、 単配  言己  `鋳豪

種 目 /(試合番号)   G‐  S (18)

「
―
―
∃

薄   真理子

r―
―

11

Ll

一　

　

一
一
一

「
―
―
∃

佐 合 友 麻

[

高松玉藻 中学校 笠   松 中学校

[香   りll ] [岐 阜 ]

イ匿: ノ、 璽た 言己 金乗

種 目/(試合番号)   G ‐ S (19)

]
」

松 浦 裕 子

「
~

L

一　

　

一
一
一

「―
―
―
コ

速 水 永 子「
|

l

L

八代第三 中学校 四際畷学園 中学校

[熊  本 ] [大  阪 ]

個  人

種 目 /(試合番号)

単員  言己  多景

G‐ S (20)

¬
|

|

」
久 家 あす加

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一　

　

一
一
一

「―
―
―
∃

田 村 恵 里「
|

|

L

立り|1第八 中学校 美  りll中学校

[東  京  ] [石  川! 〕

イ固  ノ、 単蛯 言己 多乗

種 目 /(試合番号)   G‐  S (21)

「
―

―

∃

森   かおり

「
~~

|

|

|

L

一　

　

一
一
一

「
―
Ｉ
Ｊ

星 野 奈 美「
|

|

L

」りJ‖城南 中学校 国分寺第四 中学校

[福  岡 ] [東  京  ]

個  人

種 目 /(試合番号)

単え  言己

G・ S

多乗

(22)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

香友賀北

「
―
Ｉ
Ｊ

二

一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

衣亜部岡

「
―
Ｉ
Ｊ

[ 愛  知  ] [香  川 ]

香川第一 中学校春日井中部 中学校

イ固  ′べ  購蛯 言己 多摯

種 目 /(試合番号)   G‐  S (23)

¬

」岩 脇  史
「
~
111

Lll

一
一
一

「
―
―
∃

山 下 紋 可「
|

ヒ

金沢西南部 中学校 新得富村牛 中学校

【 石  り|| ] [      」ヒ油薄首|     ]

イ固  ノ、 攣蛯 言己 多肇

種 目/(試合番号)   G ‐ S (24)

¬

」安 城 美 華
「
~~

l :

Ll

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

子景谷林
ｌ
「
引
∃

一
二

瓜 破 西 中学校 旭 :1東明 中学校

[大 阪 ] [北 海 道 ]
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イロi ノゝ

種 目 /(試合番号)

単父  言己  金肇

G‐ S (25)

~~1

」
正 木 真 澄

ｒ
‐
―‐
Ｌ

一　

　

一
一
一

「
―
―
∃

平 泉 奈 美

「
~

|

I

|

L

菊 水 中 学 校 松戸六実 中学校

[熊  本 ] [千  葉 ]

個人戦 (女子・シングルス) 対 戦 言己 録 NO.4

イ鷹:  .ノ、  単え  言己  金乗

種 目 /(試合番号)   G‐  S (26)

¬

」上 田 絵 美
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一　

　

一
一
一

「
―
―
∃

塩 崎 沙 織「
|

l

L

彦 根 西 中学校 旭川忠和 中学校

[滋  賀  ] [北 海 道  ]

薇ヨ  ンヽ  単蛯 言己  金乗

種 目 /(試合番号)   G ‐ S (27)

¬

」貴 田  愛
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一　

　

一
一
一

「
―
―
∃

薄  真理子
|

|

L

聖ウルスラ学院中学校 高松玉藻 中学校

[宮  城 ] [香   り|| ]

イ回  人́  攣蛯 言己  金:肇

縄 目 /(試合番号)   G ‐ 13 (28)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

子裕浦松

「
―
―
∃

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
珈あ家久

「
―
Ｉ
Ｊ

[東  京  ] [熊  本 ]

八代第二 中学校立り|1第八 中学校

籠コ  ンに  単父  言己  金乗

種 目 /(試合番号)   G‐  S (29)

¬

」
森  かおり「

|

|

|

L

Ｆ
Ｉ

Ｌ

衣亜部岡

Л
＝
「
Ｊ

二

一

メリ1洲城南 中学校 春日井中都 中学校

[福  岡 ] [ 愛  知  ]

イ匿1 ノ、 単え 言己 金呆

種 目/(試合番号)   G ‐ S (30)

|

」

岩 脇

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

華美城安

「
―
―
∃

一
一
一

Ｆ
‐
―‐
Ｌ
史

金沢西南部 中学校 瓜 破 西 中学校

[大 阪 ]

個  人

種 目 /(試合番号)

重え 言己

G一 S

象最

(31)

¬

」正 木 真 澄
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

凋

５１
∃

一　

　

一
一
一

上 田 絵 美「
|

L

菊 水 中 学 校 彦 根 西 中学校

[熊  本 ] [滋  賀  ]

値 I ′人、 単ミ 言己 金彙

種 目/(試合番号)   G ‐ S (32)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

愛田貴

「
―
―
∃

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

加すあ家久

「
―
―
∃

[東  京  ] [宮  城 ]

聖ウルスラ学院中学校立川第八 中学校
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,01
L二 」 一　

　

一
一
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―
―
コ
巨
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(F蓄合博)｀、日 騰

露 真 本 エ

本  熱 ]

史  餞

「
Ｉ
Ｊ

一
礫

一

一
沐

一

一
摯

ニ

一
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一

睡
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イ固  ノ、 墜え 言己 金肇

種 目 /(試合番号)  G‐ S (33)

0

森

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

Ｆ
‐
―‐
Ｌ

史脇岩

「

―
―
∃

かおり「
|

|

L

金沢西南部 中学校 北九州城南 中学校

[石  川 ] [福  岡 ]

個人戦 {女子。シンカレ) 対 戦 言己 録 NO.5

イ固  バ́、

種 目 /(試合番号)

単員 言己 多最

G‐ S (34)

]
正 本 真 澄

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

３
「

３１

∃

一　

　

一
一
一

久 家 あす加「
|

|

L

菊 水 中 学 校 立川第八 中学校

[熊  本 ] [東  京  ]

イIヨ  ノ  ゝ 墜蛯  言己  金妻

種 目′/(試合番号)   G ‐ S (35)

¬

」正 木 真 澄
Ｒ
Ｉ‐
」

一
一
一

「
―
―
ヨ

岩 脇  史「
|

|

L

菊 水 中 学 校 金沢西南部 中学校

[熊  本 ] 〔 石  川 ]
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イ固  人́  単父 言己 金贅

種 目 /(試合番号)  ]B・ I〕 ( 1 )

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

瀬本松

ｒｌ

ｌ

Ｌ

本坂田藤

「
―
―
―

コ

大 浦  中学校 旭 東  中学校

[ 長 崎  ] [ 岡 山  〕

個人戦 {男子,ダカレス) 対 戦 言己 録 NO。 1

イ固  人́、 戦  言己 録

種 目/(試合番号)   】B ‐ 】D (2)

部岡淵岩

「
―
―
―
コ

一
一
一

Ｆ
・―
‐
‐
‐
‐
一

鳥白崎島

「
―
Ｉ

Ｊ

調 布 第 六 中学校 旭 川 広 陵 中学校

【  東 京  ] [ 北海道  〕

イ【国  ノ、  単父  言己  金:肇

種 目 /(試合番号)  B‐ D (3)

ｒ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

」

上三本寺
一
一
一

Ｆ
Ｉ

Ｉ
Ｌ

淵岩関

釧 路 緑 陵  中学校 仙 台 大 沢 中学校

[  北海道  〕 〔 宮  城  ]

イ固  ノ、 単支 言己 金乗

種 目 /(試合番号)   ]B ・ 】D (4

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｉ
二

田山井浅

|

1

山 下・古 川

小  俣  中学校 山  内 中学校

[ 重 [ 佐 賀  ]

イ固  人́  購蛯 言己 夕乗

種 目 /(試合番号):B‐ S (5)

一　
　

　

　
　

　

一

二

一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
」
．

中竹□谷 森 田・田 村

Ｆ

Ｉ

，Ｉ

Ｌ

高  松  中学校 大 津 田上 中学校

〔 石 ‖| ] 〔 滋 賀  〕

櫛司  _メ、 単父  言己  金最

種 目 /〈試合番号)   13 ・ ID (6)

「
―

―

―

一

東  。前 原
一
一
一

Γ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

1

4

|

花 田・佐 木々 i

高 松 玉 藻 中学校 弘 前 東 中学校

〔  香 り||  ] [ 青 森  ]

ィFEl   .′ 、ヽ   螢廷3a

種 目 /(試合番号)   ]B

夕j識書己

I) (  7  )

Ｆ
‐
―
―
Ｉ
Ｌ

田山細

「
，―

―
―
コ

一
一
一

ｒ
ｌ
，１
１
Ｌ

富中木鈴

「
―
‐―
―
∃

[ 兵 庫  ]

加占川平岡 中学校旭 川 広 陵 中学校

[    」ヒ瀾01菫|    〕

イF国  人  戦  言己  録

種 目 /(試合番号)   ]B ‐ 】D (8)

Ｆ
Ｉ
‐―
―
―
―
」

田宗崎尾

「
―

―
コ

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

木鈴隣

「
―
―

・
Ｊ

[ 栃 木  ] [ 岡 山  ]

山  南 中学校宇都宮清原 中学校
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イ固  ノ、 勇彙 言己 金豪

種 目 /(試合番号)    iB ‐ 1) (9)

Ｆ

Ｉ

Ｌ

瀬本松
９
「

７１
「

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
雌保久

「

―

コ

〔 香 川  ] 【 長 崎  ]

大 浦 中学校第 中学校

個人戦 (男子・ダブルス) 対 戦 言己 録 NO.2
イ鷹: ノゝ 攣蛯 言己  £泉

種 目 /(試合番号)]B・ D (10)

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ

Ｌ

鳥自崎島

「
―

コ

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
」

福谷永

「
―
Ｉ
Ｊ

[ 大 阪  ] 〔 東 京  ]

調 布 第 六 中学校瓜 破 西 中学校

イ匿: ノヽ  単父 言己 0景

種 目 /(試合番号)    B ‐ 】〕 (11)

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

井藤黒石

「
―
―
―
∃

~1

11

」
「

|

|

t_

小 関・岩 淵

呉 羽 中学校 釧 路 線 陵 中学校

〔 富 山  〕 [   」ヒ海道   ]

イ匿: ン`  澤戦1 言己 金肇

種 目 /(試合番号)  iB・ 】D (12)

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

端田木々佐

「―
―

ヨ

「
―
―
―

一

浅 井・山 田「|

l

L_

国分寺第四 中学校 小  俣  中学校

[ 東 京  〕 [ 重 ]

値 1 プ、 購父 言己 金摯

種 目 /(試合番号)   ]B ・ コD (13)

「
~‐

|

L.

‐ ~1

|

|

」
「
L

|

|

|

一
一
一

谷 □・竹 中 野 口・小 林

高  松  中学校 阿 見 朝 日 中学校

[ 石 川  〕 [ 茨 城  ]

イ鷹I ノヽ  単父 言己  金肇

種 日 /(試合番号)   ]B ・ D (14)

「
―
―
―
∃

東

ΓＩ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

本田一戸瀬

一―
．―

Ｉ
Ｊ

一
一
一

Ｆ
Ｉ

Ｉ

Ｌ

原

高 松 王藻 中学校 七 山 中学校

[ 香 川  〕 [ 佐 賀  ]

値 I 人́  攣兌 言己 多
`職

組 目 /(試合番号)   B ‐ ID (15〕

Ｆ
Ｉ
Ｉ

Ｌ

富中本鈴

Л

５１
¶

二

一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

田上本梅

Ｉ

Ｊ

重[

旭 川 広 陵 中学校南 郊 中学校

[  北海道  ]

イ匿1 ノ、  単父  言己  夕j贅

種 目 /(試合番号) :B‐ 】〕 (16)

ｒ
ｌ

ｌ
Ｌ

木鈴

隣
「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

井松姜我

「
―
Ｉ
Ｊ

[ 栃  木  〕

清 原 中学校多賀城第二 中学校

[ 富 城  〕
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イ匿: ノ、 攣蛯 言己  奮肇

種 目 /(試合番号)   ]B ‐ lD (17)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ
雌保久

「

Ｉ

Ｊ

一
一
一

巨

―
Ｉ
Ｌ

福谷永

「

―
Ｉ

Ｊ

[ 大 阪  ] [ 香
"| ]

第 中学校瓜 破 西 中学校

個人戦 (男子・ダブルス) 対 戦 言己 録 NO.3
輌ヨ ノ、 単蛯 言己 壼量

種 日 /(試合番号) ]B・ 】D (18)

Ｆ
Ｉ

・Ｌ

井藤黒石

「

―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

端田木々佐

「―

コ

[ 東 京  ] [ 富 山  ]

呉 羽 中学校国分寺第四 中学校

イ匝: ノ、 単父 言己  金乗

種 目 /(試合番号)   ]B ‐ D (19)

¬

」
東

Ｆ
Ｉ
Ｉ

一

中竹ロ谷

「
‐―

∃

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
」

原前

高 松 玉 藻 中学校 高  松  中学校

【 香
"| 
〕 〔  石 川  ]

イ鷹I ノ、 単彙 言己  金肇

種 目 /(試合番号)   ]B ・ 】D (20)

ｒ
ｌ
ｌ
‐
Ｉ
Ｌ

田上本格

「
―

―
―
コ

一
一
一

嗜
―
―
―
Ｉ
Ｌ

井松妻我

「

―

―
∃

[ 宮 城  ] 重[

南 郊 中学校多賀城第二 中学校

イ置】 ノ、 単支 言己 夕彙

種 目 /(試合番号)   ]B ・ ID (21)

Ｆ
‐―

―
―
一

颯田木々佐

「
―
―

∃

一
一
一

Ｆ

Ｉ
Ｉ
Ｌ

福谷永

「―

―
コ

〔 東 京  〕【 大 阪  〕

国分寺第四 中学校瓜 破 西 中学校

イ匿: ノヽ  単曳 言己 多量

種 目 /(試合番号)   B ‐ 】D (22)

「
―
―
―

‐
・コ

二

一

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
」

井松妻我

「

―
―
∃

東  ・前 原「
|

|

L

多賀城第二 中学校 高 松 王 藻 中学校

[ 宮 城  〕 [ 香 川  ]

イ固  ノ、 単ミ 言己 晏晨

種 目 /(試合番号)   〕B ・ 】D (23)

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

井松妻我

「

―

∃

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

福谷永

「
‐―

ヨ

[ 大 阪  ]

多賀城第二 中学校瓜 破 西 中学校

[ 宮 城  ]
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イ固  ノベ  琺父 言己  多乗

種 目 /(試合番号)   G ‐ 】D ( 1 )

¬       

「
|     18

」
大田・荒木

LI:

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

浦三村西

「
―
―
∃

一
一
一

菊   水   中学校 長 岡 第 二 中学校

[熊   本 ] [ 京 都  ]

個人戦 (女子・ダカレス) 対 戦 言己 録 NO. 1

個  人

種 日 /(試合番号)

単£  言己  `防肇

G‐ D (  2  )

ｒ

ｌ
ｌ
Ｌ

口漬田原

「

―
Ｉ

Ｊ

一
一
一

Ｒ
い
」
藤斎城西

「
―
Ｉ
Ｊ

[ 宮 城  ] [ 香
": ]

第 中学校聖ウルスラ戦 中学校

イ回  人́、

種 目 /(試合番号)

単彙  言己

G‐ 】D

参最

(3)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

葉千野金

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

藤加島

「
―
Ｉ
Ｊ

[ 岐 阜  ] [ 宮 城  ]

花 山 中学校笠  松 中学校

イ固  ノヽ  単蛯 言己 多乗

種 目 /(試合番号)   G ‐ D (4)

¬

」岡 崎・ 森
ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

田浜層加

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

Ｆ
‐
―‐
Ｌ

石 岡 国 府 中学校 岡  北 中学校

[ 茨  城  ] [ 岡  山  ]

イ固  ノ、

種 目 /(試合番号)

肇蛯 言己

G‐ ]D

舞 晨

( 5 )

|

」

新 田・田 井

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一　

　

一
一
一

「
―
―

∃

谷 嶋・小 畑「
|

|

ヒ _

美  り|! 中学校 四条畷学園 中学校

[石  "| ] [  大  阪  ]

イ匿I  .ノ、  鼈え  言己  多最

種 目 /(試合番号)  G・ D (6)

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

木茂藤斉

「
―
―
―
コ

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

野菅東阪

「
―
―
∃

[   ゴし

'1,道

      ] [ 東   京  ]

府 中 第 八 中学校広  陵 中学校

個  人  戦

種 目 /(試合番号)   G

言己  金肇

11) (  7  )

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

原千角大

「
―
Ｉ
Ｊ

一
二

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

崎塩重山

「
―
Ｉ
Ｊ

倉 敷 北 中学校忠  和 中学校

[    」ヒ

''こ

i曽|      ] [  岡 山  〕

イ匿: ノヽ  単支 言己 会最

種 目/(試合番号)  G‐ ]D (8)

¬

」福 永・山 田
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

一　

　

一
一
一

「
―
―
∃

木 村・本 多「
I

I

L

瓜 破 西 中学校 国分寺第四 中学校

E 大  阪  ] [ 東  京  ]
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個  人

種 目 /(試合番号)

単裁  言己

G一 D

多暴

(9)

]
太 田。荒 木「

|

|

L

一
　

　

一
一
一

「
―
Ｉ
Ｊ

常 世・須 木々「
|

|

L

菊  水  中学校 日,本:橋i奏学館 中学校

[熊   本 ] [ 東 京  〕

個人戦 (女子・ダカレス) 対 戦 言己 録 NO.2

イ[ロ  ノ、  墜蛯 言己  金肇

種 目 /(試合番号)   G‐  】D (13)

井田田新

月
―
Ｉ
Ｊ

一
二

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

藤佐田米

「
―
―
―
Ｉ
Ｊ

115
L_

高 松 玉 藻 中学校 美  りII 中学校

[  香  り||  ] [石  り|| ]

イ嘔覇  ノに  車員  言己  含暴

種 目 /(試合番号)   G‐  】〕 (10)

¬

」西 城・斎 藤
「
~~

l

L

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

明 福・今 村「
l

l

L

聖ウルスラ学院 中学校 美  ′|1 中学校

[ 宮 城  ] [ 石 川  ]

僣 1 人́  単蛯 言己 多:乗

種 目 /(試合番号)   G ‐ 】D (11)

¬

」石 黒・馬 場
匡
―
Ｉ
Ｌ

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

川 島・加 藤「
|

|

L

旭 川 広 陵 中学校 笠 松 中学校

[ 北 海 道  ] [ 岐 阜  ]

イ【覇 ノゝ 攣蛯 言己  多乗

種 目/(試合番号)   G‐  】D (12)

¬

」福重奈・福重加 森崎岡

「
―
―
∃

一
一
一

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

西  山 中学校 石 岡 国 府 中学校

[ 熊  本  ] [ 茨   城  ]

イ固  人́  単蛯 言己 多摯

種 目 /(試合番号)   G ‐ 】D (14)

¬

」阪 東・菅 野「
|:
|:

L

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

沢永井酒

「
―
Ｉ
Ｊ

一
一
一

広  陵 中学校 聖ウルスラ学院 中学校

[  北海道     ] [宮 城 ]

布ヨ  ンヽ  単支  言己  金最

種 目/(試合番号)   G‐  D (15)

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

田飯井水

「
―
Ｉ
Ｊ

一
二

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

崎塩重山

「
―
Ｉ
Ｊ

[ 二   重  ]

小 俣  中学校忠  和 中学校

[  」ヒ,毎よ道i    ]

イ固  ノヽ  単員 言己 夕最

種 目 /(試合番号)   G‐  I〕 (16)

¬

」福 永・山 田
「
―
Ｉ
Ｊ

二

一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

引 地 。木 谷「
1

l

L

瓜 破 西 中学校 芦北佐敷 中学校

[ 大  阪  ] [熊 本 ]
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籠騒  ノヽ  瑾支  言己  金妻

種 日 /(試合番号)  G‐ ■) (17)

¬

」西 城・斎 藤
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

Л

９１
Ｊ

一　

　

一
一
一

太 田・荒 木「
|

|

L

聖ウルスラ学院 中学校 菊  水  中学校

[ 宮 城  ] 〔熊  本 ]

個人戦 (女子'ダブルス) 対 戦 言己 録 NO.3

イIヨ  ノ、 鞘支  言己  3肇

種 目/(試合番号)  G‐ 】D (18)

¬

」福重奈・福重加
Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

，
「
‐―
Ｉ
Ｊ

石 黒・馬 場「
|

l

L

西  山 中学校 旭 川 広 陵 中学校

[熊 本 〕 [ 北 海 道  ]

個  人

種 目 /(試合番号)

単蛯  言己

G‐ ID

夕最

(19)

¬

」
ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

一　

　

一
一
一

~1

11

」
「

|

|

L

米 田・佐 藤 阪 東・菅 野

高 松 玉藻 中学校 広  陵 中学校

[  香  り||  ] [ 北海道|   ]

■ヨ  _ノ、 重薇梵 言己  `に熟

種 目/(試合番号)   (■ ‐ 】D (20)

¬

」山 重・塩 崎「
l:
|:

L

　̈

　

一
一
一

「
―
Ｉ
Ｊ

福 永・山 田「
!

l

L

忠  和 中学校 瓜 破 西 中学校

[ 北海道|  ] [ 大   阪  ]

債 l ノ、 重蛯 言己 多暴

種 目 /(試合番号)   G ‐ D (21)

]
西 城・斎 藤

Ｆ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

凋

引
∃

一　
　
一
一
一

福重奈・福重加

聖ウルスラ学院 中学校 西  山 中学校

[ 宮 城  ] 〔 熊 本 ]

イI董:  人   戦   言己  多i豪

種 目/(試合番号)  G‐ D (22)

一
一
一

Ｒ
１１
」
藤佐田米

「

―
―
∃

[ 香  りll  ]

ｒ
ｌ
ｌ
Ｌ

崎塩重山

Л

６１
Ｊ

[  北海道    ]

忠  和 中学校高 松 玉 藻 中学校

単父 言己  多豪

G・ D

イ国  人

種 目 /(試合番号) (23)

ｒ

ｌ
ｌ
Ｌ

藤佐田米

Л

５１
¶

一
一
一

ｒ
ｌ
１１
ビ
藤斎城西

「
―
Ｉ
Ｊ

[ 香  りll  ][ 宮 城  ]

高 松 玉 藻 中学校聖ウルスラ学院 中学校
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lIkfr?:t; C at
全国大会旭川実行委員会会長 桑畠 力松

平成 6年度 第24回全国中学校選抜体青大会「バドミントン大会」に出場されます
選手・役員の皆さん、ようこそ旭川市においでくださいました。心からご歓迎申し上げ

ます。

選手の皆さんが、全国 9プロックの厳しい予選を勝ち抜かれて、本大会に参加されま

すことに心からお視い申し上げます。

旭川市におきましては、過去、スキー競技大会を2度、パレーボール競技大会を1度

と全国大会を開催しておりま十。 t′かし、本競技大会は初めての開催であり、当番学校

であります東明中学校を中心に大会の準備には何かとき労を重ねての本番を迎えており

ます。

旭川市は「安全で住み良いまち旭川」が合い言葉の、北北海道の拠点都市です。川と

嬌で有名な旭川市は、季節ごとにさまざまな表情を見せるまちであり、めりはりのある

四季の彩りは人と自然のハーモニーをかもしだし、36万有余の市民も、この地旭川に

綺りをもって生活しております。

夏は30度を越え、冬は-20度を遺することもある厳しい気候のなかで、「旭川冬
まつり」では世界一の大雪像 (高さ35m。 長さ350m)が 出現したり、国内最大の

参加者を薔る「旭川国際パーサースキー大会」などが行われております。

この様な旭川市て選手の皆さんは、日ごろのトレーニングで緞えた技と力を十分に発

揮されて、悔いのない試合をされますよう全■しております。また、全国から集まった

みなさんがパドミントンを愛する仲間として友情の輪を広げられるとともに、大会を支

えてくれた東明中学校生徒会をはじめ、旭川市内各中学校生徒との交流も深められ、本

大会が皆さんにとって生涯の良き思い出となるよう希望いたします。

最後になりまb:ただゴ本大会の戯 のためにご尽力くださいました関係各位に心より

,「崚患L表しらな尋●b碁壺記
1ま芋―
・・

:

大雪山

平成6年度

全■中準機■薇体百六含第24口全目中学校′1ドミントン六會
速報 ml 平成6年8月 22日曰～25日榊 旭川大雪アリーナ

歓通のことば

当番校 旭川市立東明中学校長 渋谷 真

平成6年度全国中学校選抜体育大会 第24回全口中学校パドミントン大会に●集の
選手・監督・役員のみなさん、ようこそ旭川へおいて下さいました。

日頃の努力と精遣で力を磨き、全国大会出場の栄冠を勝ち得た健間に、心から賛辞を

贈りたいと思います。特に今夏は例年にない全目的な猛暑の中で出場を果たしたこと、

心から敬意を表します。

旭川市は、秀峰大雪山を望み、清洩石狩川を腱する録と水豊かな街であり、旭川二世

紀の旅立ちの途上にある未来都市をめざす北海道第二の都市です。

「響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川」の大会スローガンのもとに全力を出し
切って戦い、良い思い出になる大会につくりあげて下さい。

旭川市立東明中学校は当番校として全校一丸となって準備に努力してきました。行き

届かないこともあろうかと懸念しております。しかし、係生徒も一生懸命です.何かわ

からないことがありましたら、何なりと申しつけて下さい。

本大会開催に当たり、バドミントン協会、北海道教青委員会、旭川市教青委員会をは

じめ関係各位のご指導。ご支援をいただきましたことと、多くの役員の方々のご尽力に

心より感謝申し上げます。

終わりに、この大会を通して互いの技術とスポーツマンシップを交流しあい、友情の

輸を広げて思い出をつくられるよう祈り、歓迎のことばとします。
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歓 迎 の 言 葉

旭川市立東明中学校生徒会長 花香 真愛

大雪山のふもと、北の大地旭川にようこそおいでくださいました。

私たちは、今大会が皆さんにとって思い出深いものとなるよう、
・  r今 こそ東明飛用の瞬日 11を合い言葉に、全校あげて大会準備に取り組んできまし

た。中でも、皆さんの未旭を歓迎する凛とE念品のしおりは、放課後遅くまで残って作

成したものです。北海遭の思い出の一つとして持ち帰ってください。

私たちは選手の皆さんが、この大雪アリーナいっばいにシャトルの打ち合いを書かせ

気迫あふれる素晴らしい伎の歓々を技●してくださることを期待しています。

パドミントンによつて結ばれた全口中学生の友情の輪が、この大会を通して広まるこ

とを願っています。

最後に、観職する多くの人 を々感動させる皆さんの熱き戦いを祈念して、歓迎の言葉

といたします。

平成6年度

全■中学機遇繊体青六彙第24回全目中学機′1ドミントン六繊
速報 m2      平成6年8月 22日曰～25日困 旭川大雪アリーナ

■

北海週第 2の 都市

競技会場 。練習会場案内図

―

∞

∞

―

ミ
方
１

／

「

感動 痛現 1/
式群織海・I.

0
ガン レゞノ

旭川市は、北海道のはば中央に位置し、最高

綺旭岳を主綺とする大雷山連韓を京に望み月日

を丘崚地帯に日まれた街並みを 4本の石狩川水

系河川が■うようにして流れています。

街のいたるところで清々とながれ行く河川に出

会,こ とから、別名「川の街」「■の新」とも

称されています。

気温は■は30℃ を、冬は氷点下 20℃ を超
えることも玲しくなく、四準のメリハリがはっ

きりした過ごしやすい気候になっています。

地域の豊富な農書魔物を背景に食料品、紙・

)ヾルプなどの製造業が盛んで、優佳良餞・稟具

などは全目的にブランドを確立し高い膵領を得

ています。

人口 36万 人

【̀ご

響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ

大督山



■ ヽ 平成6年度

全■中学機遍繊体育六會第21回全■中学機′1ドミントン六金
速報 血 3       平成6年8月 22日幅)～25日囚 旭川大雪アリーナ

ー……鰹塑選箋甕菫塵聾―――
|     ″

´ 嘲L
.■dE′]口r
」
``′

‖臓 ;・.「

,ィ嘲ノロ
イア
ズ癸参ヵ″ ′ノ″
ズ癸参勿馨デ イノθ多

月   日 行  事 崎   閥 会 場

8月 21日

(3)

諫雷会場開設 10:∞～17:∞ 旭川市曖合体育饉、大蔵市民センター

旭川女子高等商業学校、旭川市立聖日中学校

3月 22日

(月 )

諫習会場開殷

崚 枝 部 会

審 判 会 ■

監 督 会 ■

開  会  式

9:∞～15:∞

10:∞～

13:00～

1● 00～

10100

旭川市腱全体爾日、大蔵市民センター

旭州女子高等商桑学校、旭川市立■■中学校

旭川パレスホテル

旭川大ロアリーナ

旭J‖大雷アリーナ

旭り1大8ア リーナ

8月
"8
(火 )

諫雷会場開跛

男女団体●関膊

9:∞～17:∞

9:∞～17:ω

旭川市n合体青饉

燿川大●アリーナ

8月 Z日

(水 )

錬習会場開設

男女団体決勝

男女 個 人 曖

9:∞～17:∞

9:00～ 10:∞

10:∞～16:45

旭川市総合体冑饉

旭川大●アリーナ

旭川大●アリーナ

8月 25日

(木 )

男 女 個 人

準 々 決

"～ 決 膊 職

閉  会  式

8:“～ll:∞

12:∞～

旭川大雷アリーナ

旭川大雪アリーナ

輛溢
箕
Ｄ

ゝ
ヾ
　
‘

ｎ
）
ｏ

　

ｒ

ｅ
Ｒ百
及

―

∞

Ｏ

Ｉ

″晟勿″
第23口 大津市 (燎り

全国から多数の役風・ 選手の皆さんを迎え、第 24回全国

中学校バ トミントン大会が、いょいょ旭川の地で開幕されよ

うとしています。全国各地の予選を

"ち
抜いてきた 91校、

410名 の0加選手の皆さん、ようこそ自然豊かな旭川にお

越 しくださいました。これからの 4日間、勝利をめざし、日

頃の鰊薔の成果を発揮され、カー杯饉技されることを期待い

ます。

選 手 名

久● 贅薔
●● ■●

■ ● 摯
■●
"ユ
大●●

山口 ,子

”“
“
麺

`曖
市ユエ

“

中

佐

` 
行代

えI  よ
●  ●  ■

石 口 ● ユ ● ■ ,

“

拿
`

女 曖 n ●● ●●

薇 崚

“ξ口お

'日'r 移“ニ
ゴ
岬
●テ

「

口
",●
嗜中 彙
口 嗜
" "口
 ●■

い● 薔子
は, 晨子

響けシヤトル 大雪に向かって 今 旭川ノ

大雪山

・ヽ :ヽメ
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■ 平成6年度

全■中学校遍繊体爾六豊第24回全日中学機′1ドミントン六會
速報 M4 平成6年8月 22日曰-25日 困 旭川大雪アリーナ

ィ%〃■1%みらフ√ダ 〃碧勿アメーノれ
開会式を終えて 咆いよいよ開島タ

大投を据えて

―

〇

〇

―

午後 4時 、東北プロック代表宮城県多賀城第二中学校を先頭に、最後開催地代表東

明中学校まて、全国各地から91校 410名の選手の人場により、第24回全国中学

校バ トミントン大会が開会されました。

激戦を勝ち抜いた選手の皆さんに、「 日ごろの努力と膀ち抜いてきた名誉に敏意を

ますとともに、今大会で、平素培ってきた技とチームワークを十分発揮して全力を出

し切ってはしい。また、全国の中学生と友11を置めて心に残る大会にしてほしい。」

との敵励の言葉がありました。

最後に■8手を代表して、地元旭川棗明中学校バ トミントン椰主将竹内崇君より力強

い選手宣警か行われ、あすからの健闘を誓いあぅて開会式が略わりました

連 r´宙鷺

北海道代表 束明中 111ム 1く ん

'「

をグクダクかくほど緊張した

けれど、■あtあの出来だ″,たの
で 1は っと 息 |と い )́た感じで
います。

|ヽ‖体戦の一試合llはぜひ2-1
で勝ちたいと思います。

東明中′11■会L イしr rt愛
歓迎のtヽ Aは、ちょぅとっまづ

いてしまって rや ってもつた !j

という感じですが、この大会から

ずトランクに出場できる選手の方

が一人でも多く出るよう、私たち

は、111‐ lf‐′レイしやすい環境作

りをしたいと思います。

アラカード係

旭川東光ll: lh内 さん

ためになる話をたくさん‖1け て

嬉しかったです。

″
'力

‐・ド係 u川束明中
松‖lさん

|‖会人が始まる前は緊張してい

ましたが、情さんの秦職らしい挨

拶で緊張がほぐれ、練留通り行き

ました。

遺■の1■さん、ぜひi〔張ってく

ださい。

亀

、ミヽ'

べヽr1:群11静IF

Ik′′,」 J: |“|は、 人粂ス0・・〃レ :暫 :ナ ントト′し …ヽ:に向
かって ′)旭川1の もと、全11:1大会‖11りの栄誉に恥じ′:よ っ
「たくましい力・

'tえ

た1支・強い精神力1を ここ旭川の地で 1

分にたlTし て、11後まこ11々 常′′と
't技

するこ`tを r:います

'14成 61118i12211  適 TltK

旭‖:市 立東り1中
.1校 ′` |:1)|ン 部

竹内 う::

jl:1 」
‐
・・:・ |:!フ 1・

F=「‐~~~

響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ

卜
一̈

大!1111



平成6年度

皇■中学機遍繊体爾六會第24口全■中学機′1ドミントン大会
速報 No.5 平成6年8月 22日曰～25日困 旭川大雪アリーナ

F′ズグZ窃竃■ 開会式を終えて
二♂≠の多 の一Jぴ

■ ヽ

北信1,t代 表 石川美川中
新‖lさ ん

とても盛大な開会式をしてくれ

て嬉しかったです。これからは一

人ひとりか
'‐
ムを盛り.Lげ、・―

球 球を大切にして優勝をねらい
たい′

九州代表 佐資七山中
瀬戸くん

開会式は少し緊張 (?)し まし
た。各地から全国大会に集まって

きた選手はそれほど強そうには見
えませんでした。自分たちとFilじ

くらいですよ、き‐)と !

日傾は優勝です !で きるかな
.′

１

０

【
―

東北代表 宮城ウルスラ学院中
酒井さん

明日から試合なので気持ちが高

まりました。東北の代表で来てい

るので優勝を目ざしてがんばりた

いと思います。

中国代表 岡山西大寺中
小田さん

今日の開会式は印象に残るもの

で明日からがんばろうと思いまし

た。

全国大会に出場でき、今までの

日標が達成できてとても崎しいで

す。

まず、一勝することを目標にし

_っずっ勝っていきたいと思いま

す。

北海道代表 帯′、第 1́11

宮本くん

あこかれの全LI大会に出場でき

とても嶋しいです。

1用会式では、全1可から来た選 ;'

が多くびっくりしました。

明 Ilか ら始まる試合では初戦突

破を||ざ し、がんばりたいと思い

まけt,

|_

EE生:ltiす 1___

硼躾財蒻′ι:h軋鏃′蒻″懃形〃

∠解ノクを2]
|!

岡山県同‖l iヽ 11さ ん ll崎 .ヽ ん

llli会式 ご11感激 しまし′■

旭川はいい街だと思いま1‐ ,,

選 手には、五年間送り迎えを t

て力になってあけました。かんは

同山県岡11111, 岡本さん

|;‖ 会式は立派でしたが、北海,1

の1.1色 を
'卜
かしたイベ ントなとが

あれば、もっとよかったと思いま

す。

旭川は広くてゆ ,た りしていて

とてし
'1い

,',た と思いました。

「

~~

1劇
束

~~~~~~~1

代表 東京国分寺第四中
黒川くん

旭川は寒いけれど良いところだ

と思います。開会式の吹奏楽の演

奏は素晴らしかったです。

明日から優勝目ざして頑張りま

す′,

″

し ″

″

a 11■り1,l ι rt城  ∴lllさ ん
とても立派な||‖資式こした̀

,

旭川は、いぃ所だと思います。

選
「
には、嗜:授することで力に

なってあけたぃと思いまよ。

一　
　
　
〇

、「
レ1‐

"通
富諦F～ _1

大 〕`:|[|

ク〕まク)ま″〃 |∠ヌ

=響 亀十一 二r‐ _
響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ
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■ 平成6年度

全■中学機遍薇体育六會第24回全■中学機′1ドミントン六會
速報 血 6

平成6年8月 22日例)～25日困 旭川大雪アリーナ

iS+ - ffiGf - -=.jin 
-y ? gErlxr

繊1県 学 校 名
」E

種別 区 分 取り消す名前 ⇔ 登録する名前

女子

団体

香川

宮城

」臓通

香川第一中

1ウルスラ中

マネ‐ノャ…

選手 子

梨

美

結

恵

原

畑

東

大

本

科

宮

凛

浩

聡子(2)

男子

個人

釧路緑陵中岩渕 誠 (3) 監督 福田 英明

プ ロ グ ラ ム 正 誤 表

記具、

P35 岡山市立西大寺中 井上 美里

P47 旭川市立広陵中 記入もれ

P47 長崎市立大浦中 木村 将

P49 笠松町立笠松中 伏見 朱実

P49 河島 亜紀子

美里井山

公恵恐神

Ｉ

Φ

Ｎ

Ｉ

一

Ｉ

将

朱実

村
　
　
屋
一

本

一
　

伏

川島 亜紀子

^eゼぐ々
勢
真夏の青春、がんばれ !!

私達も応援します。

″野壼ri●嗜

大雪山国立公園への表玄関が層雲峡。石狩川凛流

地域の両側に柱状節理の断康絶壁が24bにわた0
て続き、更にいくつもの大滝が流れ、うっそうと生
い茂る原生林とともに美しい景観を造り出していま

す。峡谷の中央にある層雲峡温泉も1年中観光で眼

わうところです

交通 旭川駅から道北バス層雲峡行き
急行で1時間55分 終点ド車

車  旭川から国遭39号で層雲峡まで66L

大雪山

=著
≒ __ __

1.

声

`

■嗜疇
´

_l●

、
・
‘
ロ

■

，

´

r― ― ―

11橋 響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ



■ 平成6年農

全■中準機■詢体青六金
速報 聞.7

第21回全目中学機′1ドミントン六會
平成6年8月 22日曰～25日困 旭川大雪アリーナ

‡参加チーム紹介‡

,川 第 一

嬌  タ  ロ

出   ロ

■  山  北

椰   日

大   ||

広  ●

13瓜 」L.』:中

中饉

・・

４

z=(.,「L口)中

中
1

・ 2

・ 3

■
4

中
5

中 6

中
7

澤   中

四国代表 香川玉藻中 男子
昨年、準優勝しみんな自信を持
っています。キャプテンの線田君
を中心に、チームもまとまってき
ました。

日標はもちろん、優勝です。

東北代表 青森弘前東中 男子
どんなときでも元気があって、
あいさつや返1:を大夕にするチー
ムです。
日標は、上位入賞です。

ク
/

北1=越代表 石川高松中 男子
ムードメーカーが、チー‐ムをも

り立ててくれています。

とりあえず、メグルが欲しいと

思っています。

関東代表 埼玉川島西中 男子
僕たちのチームは3年生が二人
しかいませんが、とてもまとまっ
た強いチームです。

全国大会では一試合、一試合全
力を尽くして頑張りたいと鳳いま
す。

北信越代表 石川高岡中 男子
仲が良く明るいチームです。今
回の大会では、実力を全部出し切
り、バドミントンを楽しみたいと
思います。

ヽ`＼
九州代表 長崎大浦中 男子
昨年に引き続き二度目の全国大
会出場で、とてもうれしいです。
試合では一戦一戦大事にして精一

杯頑張りたいと思います。

よ

＼

Ｉ

Φ

ω

ｌ

中
8

■
10

"山 “
.T",中,■ 崚 常 二 中

優

島

、ヽ  "・

大雪山

」
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響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ
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■ 平成6年度

全■中撃機遇繊体爾大会第24回全目中学校′1ドミントン六繊
速報 m8 平成6年8月 22日曰～25日内 旭川大雪アリーナ

‡参加チーム紹介‡

書性
"「
.J中 1

2性
京T口沿
中
2

ユ

■   '1:   中

●  大 」L中 7

笠 松 中
8

中 9

工』L.』L中 1。

原 中
1:

16城 濯L.」:中

口 分 キ 第 四 中

北海道代表 旭川忠和:|: 女子
昨年全国大会に出場した塩崎沙

織を中心に、毎ロコツコッ練習し

てきた結果、今年は団体で出場す

ることができました。

それぞれが自分の持ち味を発揮

し、上位人賞が果たせるよう頑張

ります。

関東代表 茨城国府中 女子
全体的に体が小さいので、動く
バ ドミントンを中心にやっていま

す。
一生懸命シャトルにくらいつい

て試合にのぞみ、団体・個人とも

「ベスト4」 をねらいたいと思い

ます。

東海ft表 岐阜笠松中 女子
とにかく全国大会に出場できて

とてもうれしく思っています。
パドミントンだけでなく、北海

道の議晴らしい自然も体験してい

きたいです。

東北代表 青森弘前東4' 女子
みんなで一生懸命がんばって声
を出すチームです。      ‐
一回戦突破を目ざして、元気な
プレイをすることを目標にしてい

ます。

,3口 1遷 .言.「
中

庄   西   中

四国代表 香川第一中 女子
春頃は今一歩であったチーム状
態が絶好調に仕上がってました。
この

"い

で、私たちはこの夏を、
生涯最高のものにしたいと思いま
す。

中

　

　

　

中

中
5
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賣
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0
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大雪山

:8忠 。lL,中

19■ウ占r.11碗
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0

0

長 口 第 二 中臓

奎

ヽ、‐ _、 ..′
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”

“

0

―
い

小

中

晨    中

関東代表 東京国分寺第四中
女子

自分たちの力を全部出し切れる

ように一試合一試合頑張りたいと

思います。

菊 水 中

響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ
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■ 平成6年度

全■中準機遍繊体胃六會第24口豊■中学校′1ドミントン六會
速報 No.9      平成6年8月 22日曰～25日肉 旭川大雪アリーナ

四口代薇 香川香川第一中 男子

一人一人が自党を持 った練習を

積み重ね、全国大会に出場するこ

とができました。

全国大会連■に向けて、チャレ

ンジ精神でベストを尽 くします。

東北代表 青春津軽中 男子
とても運がいいチームです。初

戦突破を目ざしてがんばります。

東北代表 宮城多賓崚第二1:

男子

史跡の1"、 多賀城市からやって

きた,ι気あふれるチームです。

団体、口人とも優勝目指して頑

張ります。

(セ ッケンを忘れた男 1名 、大

に唱まれた男 l名 、がいます。 )

四国代表 香川玉漂中 女子
私たち玉薔中パ ドミントン部は

3年生が 4人という少数で、今ま

でやってきました。

今回の日標は、 r自分の力を出

しきる。 1と いうことです。

皆で力を合わせて頑張ります。

ヽ
ヽ

関東代表 埼玉北本東中 女子
念願の全国大会に参加できて、

とてもうれしいです。

ひとつひとつの試合を大切に勝

ち進んでいきたいです。    _

関東代表 東京立川第八中 女子
入学したときから「全中で北海

道へ行こう。 1を合言素に、一致

[]結 して厳しい練習を乗り越え、

夢を実現することができました。

通算 :0回 日の出場となり、ひ

と区切りの年です。頑張りたいと

思います。

北信越代表 石川美川中 女子
私たちは、明るく元気で良く食
べることをモットーにしてぃるチ
ームです。全員仲がいいため、と
ても良い雰囲気で旭川に来ること
ができました。

この感じで、0'体優勝をねらっ
ていきます。

東北代表 宮城袋原中 女子
私たちは、明るくまとまりのあ

るチームです。大会では、皆がベ

ス トを尽くすことができればいい

ならと思います。まずは 1勝を目
標に頑張ります。

.…:参m五二轟超n…

１

０

い

―

||

i 'Jat
関東代表 嬌木旭中 男子
応援がすごいチームです。

ジヤンケンでは勝ちたいです。

ょ:√
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響けシャトル 大雪に向かつて 今 旭川ノ
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■ ヽ 平成6年度

全■中準機遍■体青六會第21回全■中学校′1ドミントン六袋
速報 m10 平成6年8月 22日曰～25日鮒 旭川大雪アリーナ

ノ舅髪属』z声ノ υ男子団体∇  (2‐‐1)

京都,い ケ岡中 松本くん
相手が強かったし、今日の調 F

も今一つで したが、膀ててとても

うれ しいです。

これからの日標は、京都で行わ

れるインターハイで優勝すること

です。 (笑 )

Ψ男子団体0 (2-:)
二重小俣中 浅井くん
全体的に調子がよく、まずは一

勝できたので、喜びでいっばいで

す。できれば、もう一回勝ちたい

です。

υ男子団体, (2-1)
茨城朝日中 ,f口 くん

スマッシュがよく入り、鵬てて

よかったです。

これからの日標は、悔いの残ら

ない試合をすることです。

v9-7Ht*(2 (a- I )

mtr(iB,l, ltH(/,
fil F t il ( . lll[fi r t:; I tr

bo*&Lt Lt:"
; trr. r,one 6-n-ili!il
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・ 出.島 '`
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■
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ｅ
饉

υ男子団体∇  (_2_― l)

宮壌多賀城第 1中の皆さん

今日の調子は良いとはいえず、

まぁまらかな、という所だったの

だけれど、接戦の末勝てたのでと

てもうれしいです。

これからも一戦一職大切に、勝

っていきたいと思います。

′
/●

“
ら
”

１

０

０

１

Ψ

"子

団体9 (2-1)
栃木清原中 北島くん
今日は少し湖子が悪かったけど

初戦を突破できて、とてもうれし

いです。目標はベスト8なので、

早く調子を取り戻して頑張りたい

です。
●男子団体0(2-1)

石川高間中 千場くん
「残念だった。」 (と ても残念

そうに肩を落としていました。)

●男子団体0(2-1)
宮城青島中 主将 嶋田くん
「・・・・・・」

(悔 しさのあまり、終始無言でし
た。 )'1■ .:f・ ::

'【..1..) :8
羅間に柏
手｀

ォ元,′ι′_“)夕杉)´
■:｀城謀鱗Fヽ It‐ 1

〕́オオ
0男子団体0(2-1)

青森津軽中 木村くん
初めての全国大会に出場し、初

戦でもあったため、とても緊張し

ました。相手も強かったので負け

てしまいました。とても悔しかっ

たです。

0男子団体0(2-1)
広島城山中 高嬌くん

ミスがあったが、声は出ていた

し、自分たちの力を出し切ったの

で良かったと思います。中学校生

活においての良い思い出になりま

した。

大雪山 亀

魃ヽ
P

●男子団体0(2-1)
栃木旭中の皆さん

試合はとてもつかれました。相

手には、顔では膀っていたけれど

実力では負けました。 (笑 )

旭川のカニはおいしいです。ぼ

くらのチームは「ニコニコ4コ 」
です !
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■ ヽ 平成6年度

全■中学機遍菫体百六會第24日皇■中学校′1ドミントン六彙
速報lmll      平成6年8月 22日 0～25日内 旭川大雪アリーナ

ノノ徒層互形なノ

=

υ女子団体υ (2-0)
長綺東長崎中 松田さん
1回戦から対戦相手が強くて著

職しましたが、いつもどおりのプ

レイをして鵬てたので、とてもう

れしかったです。

これからの日標は、ベスト8ま

で残ることです。

υ女子団体0 (2-0)

富山庄西中 高桑さん

初めて全国大会に出場できただ

けでもうれしいのに、日標の一回

戦突破を果たすことができてとっ

てもうれしいです。

初戦であったため、緊張 して足

は動かず戸も出なかったので、次

の試合からは声を出していき、い

い試合をしたいと思います。

Ψ女子〔」体0 (2-1)
東京立川第八中 久家さん
試合後の感想は、うれしいの一

言です。納得のいく、よい試合が

できてよかったです。

υ女子団体υ  (2-0)
北海道広跛中 石黒さん

相手が強く苦しい拭合だったけ

ど、口子がよく初戦を突破できて

うれしいです。優勝をめさしてこ

れからも頑張りたいです。

υ女子団体0 (_2-‐ 0)

大阪瓜破西中の皆さん

初めはエンジンがかからなくて

素強しましたが、意外と楽に膀て

たのでよかったです。日標は、グ

ブルス、シングルス、団体で 1冠

をとることです。

υ女子団体Ψ  (2-0)
東京国分寺第四中 木付さん

調子はまぁまぁでしたが、初戦

から全力を昼くせたのでよかった

です。 11機は人賞することです。
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ヽ

●女子団体0(2-0)
宮城袋原中 主将 庄司さん
対職相手が強くて「 1勝」が夢

になってしまったのが残念です。

でも、全国大会出場が日標だった

ので、ここまで来れて満足してい

ます。

旭川は朝・晩がとても寒くてち

ょっとまいっていますが、良いと

ころだと思います。せっかくなの

でジンギスカンを食べて行きたい

です。

(プログラム誤植》

P21
誤～上川教育局次長 猪股 照男

8

正～   ″    猪俣 照男

ら   ら

`女
子団体0(2-0)
旭川広陵中 千葉さん

全国の蜃は厚かつたです。普段
の練習量では、全然だめなんだな

あ～と思いました。

●女子団体0(2-1)
青森弘前東中 佐藤さん

元気よく声を出すことに特に力

を入れて試合にのぞんだけど、相

手がとても強くて負けてしまいま

した。だけど、日標だった全国大

会に山れてとても嬉しいです。

●女子団体0(2-0)
鹿児島城西中の皆さん

全国大会のレベルは高かったけ

れど、緊張感があって良かったて

す。他校のいろいろな選手のプレ

イを見ることができて、とても勉

強になりました。

0

《参加チーム紹介》

九州代表 熊本東陽中 男子
小さな学校ながら、とにかく運

動が好き、特にパ ドミントンが好

きな集団で、夢は大きくベスト4

進出。とにかく無欲でここまで頑

張って来ました。県大会、九州大

会と同じように平常心で一九とな

って挑戦します。

〈チーム紹介》

中国代表 岡山西大寺中 女子
私たちのチームは 8人のうち7
人が去年も全国大会を経験してい

ます。去年は初戦であっさり負け

てしまったので、今年は初戦突破

を目標に頑張りたいと思います。

平成6年度

全■中準機遍櫨体百六書第24口貪■中学機′1ドミントン六繊
速報 No.12      平成6年8月 22日曰～25日内 旭川大雪アリーナ
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●女子団体0(2-0)
二重笠松中 主将 伏屋さん
地元旭川の広陵中学は強かった

です。広陵には、私たちの分も頑

張ってもらいたいです。こんな大

きな大会に出ることができて嬉し

かったです。

｀

「
二:′

大雪山
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■ ヽ 平成6年度

全■中学校遍菫体育大会
速報 No.13

第21回全■中学機′1ドミントン大会
平成6年8月 22日帽)～25日困 旭川大雪アリーナ

″
.L′  l

′
`俊

″
〈質問項 目〉

①麟習時間

②鰊習内容

0強 くなる秘訣

④監督の先生の印象

く男子団体>

富城多貿城第二中

二瓶くん。我妻くん

① 平均2時間。
② 基本練習。
③ 食べ物の好き麟いをなくすこ
と。

④l とても優しくハンサムで女子

に人気がある人。

く男子団体>

二重県南郊中 板崎くん
① 3～ 4時間棟習しました。

② 一番練習したのはレシープで
す。後はサープとスマッシュ

を練習しました。

① 自分の持っている力を出しき
って全力で取りかかることで

す。

④ 精一杯取り組んでくれてとて
もよい先生です。

くり
「
団体>

石川高松中の皆さん  。

① 2時間半です。
② ランニングとノックと基本練
習が中心です。

① 主将「キャプテンを中心にま
とまることですね。 ,

その他「気合です。1

④ 厳しいけど優しい人です。

く

"子

団体>

長綺大浦中 松本さん
0 4時間くらい。
② 基本打ちやノック。
③ 練習することと強気で行くこ
と。

④ 強い人。

く男子団体 >

大阪瓜破西中の皆さん

① 2時間くらい。
② 試合ばっかりくだった。)
0特 にない。
④ 普段はやさしいけど練習にな
ると厳しい。

く男子団体>

北海道広崚中 鈴木くん
① 毎日約3時間。
② スマッシュとそのレンープ。
サーブ、 ドライプ。
① 監督を信して、言われたこと
は実行する。

上手な人のプレイを見る。

① こわい人。

く

"子

団体>

香川香川第一中の皆さん

① 5時間くらい。
② 秘密です。
③ チームワーク。

④ 厳しい人です。

訂 正 と お わ び

速報No.12掲 載分に誤りが
ありましたのでお知らせします。

大変申しわけありませんでした。
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く男子団体>

青森弘前東中 三浦くん
① 4時間

② 体操、ステップ、フットヮー
ク、クロス基本、ゲーム薇習

③ 声を出して労いをつけ、生活
態度をよくする。

④ マジこわい。
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■ ヽ 平成6年度

全■中学機遍薇体百六會

速報 m14

ベストlチ・‐ム|:インタビュー

第24回全日中学機′1ドミントン六繊
平成6年8月 22日曰～25日困 旭川大雪アリーナ
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《質問項 目)

①練習時間

②練習内容

③強くなる秘訣

④監督の先生の印象

《女子団体》

長崎東長崎中 松田さん
①平均5時間くらいです。

②主に基本練習と試合をします。
③団結力です。

④良い先生です。本当です。

《女子団体》

北海道広陵中 主将 石黒さん
①4時間くらい

②ステツプ、フツトワークなど
③強くなろうという気持ちを持ち
続ける

④怒ると怖いけれど、ここまで私
たちを引っ張ってくれたすごい
人

 ヽ t｀ ,‐  ・
〕L.‐…
‐
・ ‐it

〈女子団体)

宮城聖ウルスラ学院中

選手の皆さん
①毎日4時間

②ヒミツトレーニング
Oスマイル
④犬のような人

《女子団体》

大阪瓜破西中 福永さん
①日によって違う
②それは、秘密

O気力
④優しい人

《女子団体》

香川香川第一中 主将 原田さん
①4時間くらい

②基礎練習中心

O精神力をともにつけようと思,
た

④とても輌れる先生

《女子団体)

九州菊水中 主将 太田さん
①4時間くらい

②アップ、ノック

③声を出すこと、6人全員の団結
カ

④声が大きい先生

く女子団体)

大阪四条暇中 谷嶋さん
①平均5時間
②腹筋、背筋など
③仲が良いこと
④明石家さんまに似ている

―

一

〇

〇

―

'2

大雪山

θ
′

《女子団体》
東京国分寺第四中

主将 木村さん
①3時間くらい
②フツトワーク、ノッタなど
③練習量の多さ

0と にかくパドミントンのことに
なると夢中になる人

―

~~

ャトル 大雪に向かって
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全■中準機■繊体育大繊第24口全目中学機′1ドミントン六繊
速報 No.15      平成6年8月 22日働～25日困 旭川大雪アリーナ
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2-1

北海道・広破  VS
l -2

太医二瓜破五 VS二 重・南郊
2-0

青春・弘前東  VS 互」・こ松
l-2

く女子団体> 

“

自 '々おに月券1糸i吉ヨミ

香川・香川第一 VS 二螢・塁:量螢
0-2
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△E二四壼螢  VS 東京
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"ス' VS饉
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北海道旭川広陳中 石黒さん
みんなすごい絶好調で、前の拭

合よリスムーズに流れを作ること

ができました。

決勝に残ることができてとても

うれしいです。ここまできたから

には、絶対に優勝したいです。

大阪瓜破西中 佐々未くん

準決勝は勝つことができて、と

てもうれしいです。

決勝戦に向けての意気込みは、

まだ実感がわかなくてよくわかり

ませんが、とにか く頭張ろうと思

います。
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大阪四饉曜学|■中 谷喘さん
大変疲れました。 しんどかった

です。明日の決勝戦では、優勝|

る意気込みで頑張ります。
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悪簿乱

準優勝おめでとう

大阪市立瓜破西中学校 (近畿)

第24口全目中撃機′1ドミントン六會
平成6年8月 22日0～25日困 旭川大雪アリーナ

香川町立香川第一中学校 (四国)

“
そぴ
「フ
′

―

【

Ｏ

Ｏ

ｌ

シングルスにエース中西を僚する書川第一は第 2グブルスに久保・小比質を配 し

たのに対 して、瓜餃画はグブルス 2試合に必勝の布博で臨んだ。

第 1ダブルスは、瓜破西の福川・永谷が安定したブレーで、香川第一の安●・ 前

田を圧倒 した。

シングルスは香川第一の中函が、脚力を生かして豪快に攻めつづけ、瓜破西の 1

年生橋本を一方的に下した。

膀負のかかった第 2グブルスは、香川第一、久保・小比質と瓜破面の松 下・恵良

の対戦となり、熱のこもったラリーが続いた。久保・小比賀がスマッシュを打ち込

み、松下・ 恵良が左右にきばくという展開であったが、最後まで香川第一のスマ ッ

シュの勢いが止まらず、ストレー トで瓜破西を押 し切った。

正確なラケットワーク、連いフットワークと積極的な打ち込みを見せた香川第一

は、昨年に続いての全国制覇を果たした。

い 漱

■

‐
=こ
:、
,r   ―

両正壺墾出
ヨ蜃型堕上2鐘L==二   対
(響夢′::)2-‐ 1

几瓜、1■芝辺嗜

(,入こ|り更 )

選手名 得点 選手名

薇

１ E
安徳

前田 「OL
2-15
6-15

~l

―」 2 [
福川

永答

単 中西
「
-15-1¬
2L:5-1」 0

橋本

E
松下

恵良

複

２ E
久保

小比賀

「
~‐

2■―
15-8
15-7

¬
一」0

:男子団体優勝 :

書川香川第一中 宮本監督
試合中は、生徒の方がしっかりしているので、最

後まで信頼していました。優勝できたのは、毎日の

線習の成果だと思います。ブレッシャーもあったの

で、優勝できてホッとしています。

このことは学校に伝えました。生徒には、「お疲

れきま。」といってあげたいです。

選手一同

2連覇できてとてもうれしいです。今までの厳 し

い練習が、最高の形になって現れました。

試合中は、勝つこと以外なにも考えていませんで

した。この喜びをクラスの皆に伝えます。 (彼女か

な?)

心に残った試合は、九州Q大浦中との一戦です。

次lt個人戦を頑張ります。

:男子団体準優勝 :

大阪瓜破西中の皆さん

対戦相手はとても強く、惜しくも敗退してしまい

|しいです。この決勝職はヽ―書の思い出になりまし

た。

ホ瓜破西中の選手は、本当にいい拭合を見せてく

ました。「全国2位、おめでとうごさいます。1

=電≡鷲二___
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■ ヽ 平成6年度

全■中撃機遍繊体育六繊第24回全目中学校バドミントン六會
速報 m20 平成6年8月 22日曰～25日困 旭川大雪アリーナ

大阪府四僚畷学園中学校 (近畿)

塁颯呂又冬騒 :正 電怒兵ミ

女子団体

★

★

★★★ ★★★★★

口女子団体優勝■        ★
大阪四條曖学□中★

★・谷嶋 ゆき子さん
★三年間の成果が実り、うれしいです。

★・小畑 真由美さん
★三年間やってきて、自分たちの力で優勝できたので

★うれしいです。

★。速水 永子さん
★チームの役に立ててうれしいです。

★ 。上回 多希子さん
★練習通りできてうれしいです。

★・坂口 実郁さん
★練習の成果が出てうれしいです。

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

★

―

一

〇

〇

ｌ

準優勝おめでとう
旭川市立広陵中学校 (北海道)

´ X女子団体準優勝X

北海道旭川広陵中 石黒 広子さん
団体で最後の試合だったので、悔しかった。広崚

中学校はシングルスが頑張らないと勝てないのに、

シングルスが負けたのが悔しかった。

“
、 t.

大雪山 ′

ん優勝おめ
′
でと:う～

ビヨ 篠 り臓 文寸

2-1

旭 川 広 陵

(」 ヒ 消畢‐1赳童 )(ノく隠更 )

選手 名 得 点 選手名

担

　
１

r―

L
小畑

谷嶋 0 E
8-15
12-15

~1

-」 2

「
― 阪東

L― 菅野

単 遠 水

E
11-7
11-8 コ2 0

石 黒

複

　
２ [

上田

坂 ロ 2 E
15-3
15-5 コ 0 E

属場

富綺

地の利、人の利がいかに天に通ずるか。地元としては、広限に何とか用待したい

ところであった。一方は関西の伝饒校四僣畷。オーダーは互いに出正面からよつか

る、シングルスの攻勢がい敗の行方を占う。

広陵の石黒は主将の菫■を担いゲームを追う毎に力を発揮、万を綺してのシング

ルスであった。いかにして波に乗れるか。片や遭水は■積のように正薇にゲームを

組み立てる。互いにどちらが自分のベースで盤合ができるかであった。遺水のペー

スを崩せなかった。

第 1ダブルスは、まさに一遭一退。攻撃中心の谷嶋・小燿に対し、どこまで守り

切るか。ゲームメーカーの阪東が途中から作戦を切り換える巧みさで柔よく目を鋼

したゲームであった。

第 2ダ ブルス属場 。宮崎はプレッシャーがかかった賦合.思 うように体が動かず
実力が発揮できぬまま終わってしまったのが惜しまれる。

,`

「
―

~

響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ

‐‐■●:I.



■ 平成6年度

全■中準機遍織体青六會第24回全■中学校バトミントン大含
速報 m21 平成6年8月 22日何)～25日困 旭川大雪アリーナ

顔

`“
饉臼衡■    __^
′|ノ|∫″′ん多″//

く男子ダブルス >

石川高松中 谷口・竹中組

試合後の感想は、「うれしい」

の一言.対戦相手は、強かった !

勝つために特に取り組んだこと

は、スマッシュ線習。今日の日子

は悪かった。

これからの日標は、もちろん優

勝 !

く男子ダブルス>

富山呉羽中 石黒 。■井組
対職相手はとても強くて壼れま

した。これまで勝つために取り組

んだことは、 42.195bの フ
ルマラツンを、何回もしたことで

す。 (ウ ソ～ )

今日の目子は、まぁまぁといっ

たところだけれど、日標は優勝 !

がんばるぞっっ。

く男子ダブルス〉

官城多賀城第二中 我妻。松井組
今日、初めての試合だったので

いまいち自分のペースがつかめな

かったです。この後の試合は、サ

ープ練習の成果を生かして、でき

ればベスト4に入れるように頑張
ります。

く男子ダブルス〉

二重南郊中 上田。梅本組
勝てるとは思わなかったので、

とにかく嬉しいです。相手はすご

く強かったです。

前半はまあまあの口子だったけ

れど、後半は (パ リバリ)X100
くらい良かったです。

日標はズパリ「優勝 !」 ちょっ

と無理かな～?

/ , ●・ 」ヽ ● 蓼びの声 i高iら かに久
.■■1■,'1

・ (■二■,本 2

・ (点..■ ,n3

・ :」:ふ %〕・ 4

・ (`二:ip S

▲
(鳥:■ ,"1・

・ (」

=l島
',

・ (点二■,・ 8

‐二IL:,t.「・

山
`ェ=」

L)川 :0

・ (1=ま ,口
“

1■福」_「 la

竹
“

′

● 口・口 "

,・
花
(`島↓嘉ニ
ネ

1, Lロニ■,「

"・ (`ユ
:二.)

al・ ●II.出.ロ

."0■二■)木

"島 `出
J.■ ,

● ■・松 井

大雪山

く男子ダブルス>

香川香川第一中 久保・小比賀組
相手がとても強く、接戦だった

のでとても優れました。

今まで試合に勝つために、厳 し

い練習に耐えてきました。

今日の調子はまぁまぁなので、

次の試合も慎重に勝ち抜いて行き

たいと思います。

く男子ダブルス>

大阪瓜破西中 永谷・福川組
今日の調子はよかったのですが

対戦相手が強く、苦しい試合でし

た。

ぜひ、優勝を狙いたいです。

く男子ダブルス>

書川玉藻中 前原・東組
今日は亀好日で、余裕を持って

試合を進めることができました。

対職相手もまぁまぁ強かったの

ですが、勝つために取り組んでき

た、厳 しい棟習のせいかがでまし

た。

日慄はもちろん全国制覇です。

く男子ダブルス〉

東京国分寺第四中

佐 木々・田綺組

全国初めての試合で、相手も強

く、とても緊張しましたが静つこ

とができてうれしいです。今まで

真面日に棟習してきて良かったと

思いました。今日の日子はとても

良く、ベスト4入りを目標に頑張
りたいです。
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く女子ダブルス〉

北海道旭川忠和中 山重・塩崎組
相手は強くてとでも苦しかった

けれど、二人とも今日は調子が良

くて勝てました。

今まで勝つために特に取り組ん

できたことは、前につめて攻撃す

ることだったのでそれを大いに生

かしてベスト4に入れるように全

力で頑張りたいと思います。

く女子ダブルス>

大阪瓜破西中 相永・山田組
対職相手が強くてしんとかった

です。今日は田子がよく、気力と

体力で勝てました。

この調子で優薔したいと思いま

す。

く女子ダブルス〉

北海道広陵中 石鳳・属場組
楽に勝てた試合だったけど、ミ

スが多くて、■子がいまいちでし
た。先生の注意をよく聞き、だら

だらしないで決勝まで行きたいで

す。

く女子ダブルス>

熊本菊水中 大田・荒木組
田子はいつもと変わらないけれ

ど、気合が入っていました。

相手チームは トップ パックが

すごかったです。雰囲気にのまれ

ないように声を出しました。

次も頑張ります。

く女子ダブルス〉

宮壇聖ウルスラ学院中

西城・斉●組

相手はなかなか手ごわく、初め

は緊張したけれど、今は終わって

ホッとしています。

今まで、レシープの練習に力を

入れてきました。今日の日子は、

「 very good」 です。次

からも優勝目指して顧張ります。

く女子ダブルス>

鵬本西山中 福重|・ 福■い組
対職相手は強く,特にバックを

狙われてしまい、とにかくこわか

ったです。

今日の調子は、少し墨かったけ

れど、ベスト4めざして頑張りま

す。

く女子ダブルス>

書川玉
=中
 米田・佐●組

対戦相手は、前に一度戦ってい

たので、今回はやりやすかったで

す。少し疲れましたが、私たちの

調子がよく、溝足のいく試合がで

きました。

日像は、一戦一牧金力で戦って

いくことです。

大雪山

く女子ダブルス〉

北海道旭川広陵中 販東・菅野組
今まで勝つためにレシープやサ
ープ、スマッシュなどを特に棟習
してきたせいか、今日の日子は良
く、相手の攻撃パターンも読めま

した。けっこう動かされ疲れまし
た。

日標は、絶対に優勝することで

す。

「

■■い~~

=電妻≒`二
____ 響けシャ し 向かって 今 旭川ノ
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く男子シングルス>

北海道二塁中 上田くん

今日の調子は絶好調だったので

試合はあまり壼れませんでした。

対戦相手が、一度合宿で一緒に

なり伸良くなった人だったので、

とてもやりにくい試合でした。

今までは勝つために、走り込ん

だり、縄跳びをして瞬発力を強化

する努力をしてきました。

明 日は最後なので、ベスト4に

入りたいと思っています。

く男子シングルス〉

大阪四債畷学田中 仲尾くん
呼吸がしんどかったです。日子

はちょっとだめですね。相手はス

マッシュが速くて、レシープが大

変でした。

日標は「優勝 !」

く男子シングルス>

書川薔川第一中 中西くん
相手はカットがうまくて、ちょ

っと苦戦したけれど、鵬てたので

とてもうれしい.

日標はやっばり優勝 !今まで書

えた体力を武器に頑張りたいと思

く男子シングルス>

北海道光津中 三上くん
とりあえずベスト3に入り、全

日本ジュニアパドミントン大会の

出場権を得ることができ、うれし

いです。

今日の調子は、あまりよくなく

相手は粘ってくるタイプだったの

でやりにくかつたです。

ぜひ、あと1回勝ってベスト4

に入りたいです。

く男子シングルス>

菱城石下中 渡辺くん
相手のスマッシュポとても違く

自分の方は不口だったので、ミス

が多く目立ちました。

ここまでこれたので次は、ベス

ト4入賞を目標にしたいと思いま

す。

く男子シングルス>

石川E島中 車くん
対職相手が強かったので、とて

も優れました。

今まで勝つために一生懸命トレ

ーニングをしてきたかいがありま

した。

これからの日欄は内緒にしてお

きます。

く男子シングルス>

書川玉藻中 鎌田くん
1回戦では、間東 1位の選手に

鵬ち、 2回戦も勝ち違むことがで

きたのでうれしいです。

ノック鰊口をしたかいがありま

した。

ベスト8に入れたので、次の試

合はもっと頑張りたいです。
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く男子シングルス〉

宮城多賛城第二中 二題くん
今日のコ子は、まあまあでした

が相手がねばり強かったため、と

ても苦労しました。

一生懸命取り組んできたことは

毎日ランニングをすることです。

これからは一戦一戦、大切にして

いきたいです。

子シングルスベスト8決定 !
田

響けシヤトル 大雪に向かって 今 旭川ノ
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第24回全目中学機′1ドミントン六會
速報

く女子シングルス〉

熊本菊水中学校 正木さん
勝つために、先生や強い人たち

とたくさん試合をして、試合償れ

をするように、特に取り組んでき

ました。今回当たった相手は、強

化練習の時に要注意でチェックし

ていた人なので、気合いをいれて

いきました。

今日は少しカゼ気味だったので

体力的にすごくつらかったです。
ぜひベスト4に入りたいです。

く女子シングルス >

福岡城南中 森さん
相手:=サ ウスポーでやりづらか

つたけれど、調子はまぁまらで大

きい ミスもなく、勝つことができ

てとてもうれしいです.

毎日の練習は、日標にする人を

決めて、その人以上に頑張るつ も

りでやってきました。

これからも優勝めざして頑張ヴ

ます。

く女子シングルス〉

大阪瓜破西中 安城さん
最初は緊張していたけど、しだ
いにいつものベースが取り戻せて

思ったより良い流れで勝てたので

鮨しかったです。

日楓はミスをなくし、自分のカ
を出し切ることです。
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く女子シングルス>

富城聖ウルスラ学院中 貴田さん

今日の調子は良いほうでしたが

疲れました。

今後の目標は、高望みせずに、

明日の一試合目に勝つことです。

く女子シングルス>

東京立川第八中 久家さん

相手がとても強かったけれど、

一生懸命きつい線習に耐えてきた

かいがあり、勝てたのでうれしい

です。

次からは、経膀を目標に頑張り

たいと思います。

く女子シングルス>

滋賀彦根西中 上田さん
相手はとても強かったけれど、

今日は■子がよくて勝つことがで

きました。とてもうれしいです。

けれどこれからは、もっと体力

をつけて粘りのある試合ができる

ようになりたいです。

えっ?静つために取り組んでき
たこと?一 織 です !

く女子シングルス〉

石川金沢西南椰中 岩脇さん
すごく強くて苦戦しましたが、

勝てたのでほっとしています。日

子はあまりよくありませんが、と

にかく一戦―戦を大切にして、良
い思い出になるように頑張りたい

です。

く女子シングルス〉

愛知中都中 田部さん
対曖相手はねばり強かったけど

勝てて嬢しいです。こんなところ

まで勝ち遣んで来れるとは思って
いませんでした。

これからの目標は、納得のいく

試合ができるように頑張ることで

す。
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く男子ダブルス>

書川玉■中 前原・東組
ベスト4に 入貫できたのは、と

てもうれしいです。 (で も、余裕

でした。 )

次
`t、

もちろん全国‖■を■っ

ていきます。

く男子ダブルス〉

宮城多菫壇第二中 我妻・松井組
ベスト4に入れてとても鱚しい

です。ここまできたからには、更

に上位をねらい、●ち遺みたいと

思います。

く男子ダブルス〉

東京口分寺第四中

佐々木・田燿組

接戦でしたが、とにかく強気で

頑張りました。ベスト4に入れて

とても●しいです。今後の日日は

一やっばり優●ですね。頑張りま

す。

く男子ダブルス〉

大阪瓜破西中 永谷。相川組
1セ ットロも2セ ットロもすご

い接職だったので、この試合を薔

ってベスト4に邊めたことがとて

も嬉しいです。

相手は強く、リードされたとき

はあせりました。

日欄は優勝です !

く女子ダブルス〉

北海道忠和中 山■・壇崎組
今日の■子は良かったのですが

相手が強く、スマゥシュを持って

もなかなか入らなく、レシープを

返されて少し苦戦しました。でも

,っ て、ベスト4に入れたので鱚
しかったです.今後の決意は、も
う一

"す
るように、頑張ることで

す。

く女子ダブルス>

富城ヨ
"清
学臓中 西城・斉●組

ここまできたからには優鵬した

いです。

く女子グブルス>

熊本西山中 福重む・福菫か祖
目領を達成できたのでうれしい

です。決口崚で残れるように次の

試合も頑張ります。

く女子ダブルス>

書川玉

“

中 米田・佐E担
ベスト4に入れて、うれしいで

す。日薇は、決鵬まで行くことで

す。
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■ ヽ 平成6年度

全1中学機遍繊体青大會
速報 No.26

第24回全■中学機′1ドミントン大會
平成6年8月 22日曰～25日困 旭川大雪アリーナ

男子シングルス 女子シ汐グルス

〈男子シングルス)

香川香川第一中 中西 くん
ベス ト4に入れて嬉 しいです。

ここまできたので、あとは優勝す

る決意で頑張 ります。

く男子シングルス>

北海道畳里中 上田くん
ベスト4の ことは、試合の時何

も考えていなかったけれど、今は

てもうれしいです。

今後の決意は、「次の相手を倒

す !1です。

〈男子シングルス〉

大阪四債学園中 仲尾くん
この試合

`tと

てもしんどかった

です。今日の■子は、まあまあだ

けれど、今まであきらめずに努力

してきたことが実って、■ちまし

た。

次からも優勝できるように頑張

ります。

く男子シングルス〉

北海道光津中 三上くん
全遺優勝したときからの目撮だ

った全国ベスト4ま で進めてはっ

としています。

今回の相手は前の全日本ジュニ

アの大会で一度対職したことがあ

り、その時は2-0で層っていた
ので、リードされたときは少しあ

せりました。

次も一戦一戦顧張ります。

く女子シングルス>

石川西薦都中 壼脇さん
やっとここまできたという感じ

です。この後も一職一戦を大切に

して職いたいと思います。
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く女子シングルス〉

熊本菊水中 正木さん
ベスト4に なれ、とても鱚しい

です。相手は、とても強かったで

す。次は準決勝なので、頑張って

勝ち抜き、決勝まで残りたいと思

います。

く女子シングルス)

東京国分寺第四中 久家さん
今日の■子はそんなに良くあり

ませんでした。対戦相手の打ち返

しの力が強く大変な試合でした。
ベスト4に入ったの力`今でも信

じられません。今後は、ぜひ、優

勝をねらいたいです。

く女子シングルス>

福岡城南中 森さん
この頃あまリロ子がよくなかっ

たので、ここまでこれると:`思 っ

ていませんでした。勝ててとても
うれしいです。

日標は、一戦一職謗ち抜いてい

くことです。
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速報 No.27

z蒻多髯%lタチζどノ/
〃77Z〃/ ノ tZ:`多%:/

第24回全目中学機′ヽドミントン六象
平成6年8月 22日曰～25日肉 旭川大雪アリーナ

永谷・福川組 (瓜破西中・大阪)

西城 0斎藤組 (聖ウルスラ学院中・ 宮城)

■

く 書式 イト準吉 =R>

§男子ダブルス優勝 0

近畿代表 大阪瓜破西中 水答・祖川組

対職相手
`3と

ても強かった。接職になってちょっ

とあせったけれど、とにかく攻撃していこうと思っ

ていた。

この優勝の喜びを、一番最初にお母さんに伝えた

い (笑 )。

§女子グブルス優鶴§

東北代表 宮城聖ウルスラ学院中 斉百
思い出に残る決勝職でした。言葉に表せないくら

いうれしいてす。相手の気迫に負けなかったのが、

だと思います。

9女子グブルス優勝§

東北代表 宮城聖ウルスラ学院中 酒井監督
一言で言うと「うれしい」です。選手のコ子はよ

かったのですが 1ゲ ームめをとった油断からか、サ

ープミスが日立ち、その後の相手のラッキーショッ

トで流れを持っていかれました。最後もリードされ

ていたのですが、なんとか勝つことができました。

「

「

Ｊ

二

　

一
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“
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感
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〓
■遅
・　
鉾壬一■̈轟一

４
一
．”
一

ユ
一

′
黎

一

■

・一

１

〓燿
一

爛
４
一

水答・福川

(瓜破E)  2

斉薔・西城

(型
'ル

スう学院)2

15- 8
10-15
17-15

く女子グブルス>

館本西山中 福菫な・福菫
`組全国3位の思想は、「悔しい |

の一言です。

(とても残念そうでした。 )

載妻・松井

1 (多賛城第二)

1 (玉藻 )

く女子グブルス>

北1●遺患和中 山■・颯綺組
相手:=攻め方がうまくて、自分

たちのプレーができず、全然つい

ていくことができませんでした。

日標のベスト4に 入れたのでよ

かったです。

Ｆ
卜
Ｌ

に
‐
Ｆ
Ｌ

佐藤米田
¬

]

―

【
【
ω
ｌ

オ ″ び

我妻・松井組 (多賀城第二中・ 宮城)米 田・佐藤組 (玉藻中・香川)

=費
_⌒

香川玉藻中 東・前原組
対戦相手はスピー ドがあってな

かなか強 く、惜 しくも負けました

が、 3位に入れて良かったです。

◆男子グブルス準優勝◆

東北代表 宮城多賀城第二中 我妻・松井組
決勝戦だけあって、対戦相手はとても強く、情じ

くも負けてしまいました。しかし、自分たちの力を

精一杯出し切ることができたので演足しています。
準優勝できて、饉しいです。

く男子ダブルス>

東京国分寺第四中佐々木 。田喘組

対職相手はやっばり強かった。

■けてしまったけれど、この大き

な大会で、全国第 3位という結果

を残せたことを、とてもうれしく

思う。

◆女子ダブルス準優勝◆

四国代表 香川玉藻中 米田・佐籐組
あと2点だったのに悔しかった。・・・。

豪本当に悔 しそうでした。試合を終えたばかりだっ

たので疲れた表情で語ってくれました。

全国制覇逹茂〃

§男子ダブルス優勝§

近畿代表 大阪瓜破西中 岩田監督

選手には、「ごくろうさん、おめでとう !1と

ってあげたいです。

:セットめを取られたときは「最後なんだから思

いっきりやってこい。1とそれだけ指示しました。

必ず

"つ
と信していたのでホッとしています。
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■ 平成6年度

男子シツグルス 女子》ツグルス

速紺鴫農井夢
遍櫨体冑六金第24回全■中撃機′1ドミントン六繊

祓〆/´〃θW/´/祓
E"i醗

:2
尋5呉事界P炉籍動:樫1茶謡りH「ナ

正木 真澄さん (菊水中・熊本)
<言式イ針糸吉 昇こ> ヽヽ . 1`

―

一
【
ト
ー

★★☆★★★★★☆☆★☆★☆☆★☆★☆☆★★★★★

☆      国女子シングルス侵膀国      ■
★                       ★

☆     ′t州代表 館ホ彙水中 正木 ■′Qさ ん★
★ 今[1の調子:3,ご く良かったのですが、対職1:手☆
★が今までに31]試 合をやって全て負けていた相手だ☆

★ったのですごく繁張しました。         ☆

★ この全国大会では、まさ0ヽ優
"で
きるとは思って☆

★もいませんでしたので、今とても
'日

しいです。  ★
★                       ★

★             眩●・二次 圭
`)さ

ん★

岩脇  0
(西劇

"中
)

:,‐- 11

0-11 正木

(菊水中 )§

"手

シングルス優勝§

四口代表 書川第一中 中西くん

相手は強かったけれど攻撃することかでき、苦し

い線習の成果がでて、団体と同じく優勝することが

きました。最高の気分です。

この決勝戦は思い出に残ります。

今は疲れたので少し休みたいです。

口男子シングルス優勝ロ

四国代表 香川第一中学校監督 宮本 浩さん

個人団体ともに優勝できて嬉しいです。今までの

機習も生徒たちが中心となって一生懸命やっていま

した。この練習が勝利を導きだしたと思います。

々

子

り,

チ

中西 2
(香川第一中 )

E

「

‐

E

¬

」
2

15 -  9
4--15
15    9

仲
't:
(四篠暉 )

¬
~11

★ 正凛言って本当に協しいです。選手が良くn裂|ぅ ☆ ′
『
hFヨ

☆てくれました。今まで憫人だけでなくチームみん′
`☆
 ¬T月E

★で頑張ってきたので、そのみんなの気11ちが、選手★

★に理り移って

“

張らせてくれたんだと想います。 ★
★★☆☆★☆★☆★★☆☆☆☆☆★☆☆★★☆☆☆☆★

く男子シングルス>

北海道豊里中 上田くん
対載相手に実力の差は感じませ

んでしたが、自分のミスが多く、

そこをつかれました。

全国 3位という初めの目慄を達

成することができうれしいです。

"F,
イン

ヮF
C

修一くん (四條畷学園中・ 大阪)
岩脇 史さん (西南部中・ 石川)

,男 子シングルス準優勝 ヤ

近幾代表 四饉理学圏中 仲尾くん
全国大会に出場し、思っていたより勝ち進むこと

ができてうれしいです。

準優勝できて演足です。

ジ
が， メ多ゝ

く男子シングルス〉

北海道光洋中 三上くん
日標の準決勝に避出しましたが

相手がとても強く、自分の思いつ

かない所に羽が飛んできたのでつ

らかったです。

中学生同士では最後の試合でベ

スト4に入り、良かったです。

く女子ンングルス>

福田城南中 森さん
一生懸命頑張りました。

金田 3位になったのでよかった

です。

く女子シングルス>

東京立川第八中 久家さん
まだ実感がわきませんが、全国

3位に入れたので、うれしいやら

悲 しいやら、というところです。大雪山

=FL___
AR鳴

:女子シノグルス準優勝 :

北信越代妥 石川西南部中 岩脇さん
決鵬では何もできなか ったので籠いが残ります。

相手はよく恰 ってきて強かったです。

全国大会はいろいろな人と試合かできて.と ても

楽しかったです。

これからも今回の試合を′`子に して頑張ります。

■
、||・
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響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ

蝸

Ｆ

・
ヤ



■ ヽ 平成6年度

速
貪■中撃槙遍菫体爾六會
報 m2 9 ドミントン六繊

平成6年8月 22日曰～25日肉 旭川大雪アリーナ

」ググ
"郷

1屍″多

"スrグκだび
旭川水山市中

11点係 蝦田さん
皆さんレベルが高いので、なか

なか点数が入らず、時間がかかっ

て大変でした。

試合のかたわら北海道の選手の

臨援にも頭張りました。

応援の父母の方
試合を見て、中学生なのに、大
人も顔負けするほど、とてもうま
くてびっくりしました。

初めて見に来ましたが、全国大
会だけあって、全体的に素晴らし
いことばかりです。

旭川東明中

招集係 清水さん、凛原さん
仕事中はずつと暑い会場にいな

くてはならなくて大変でした。

また、プラカー ド係を僚して走

り回ったりもしました。

選手の青さんは、すごくうまい

ならと選卜しヽしました。

聖ウルスラ学院中 臓田さん
試合を見て、選手がとても一生
懸命に戦つていることがいいと思
いました。

全国大会は、やっばり地区大会
とは違つてすごいと思います。

大会饉技晏員長      小野 理
例年にない■■の中、快い気惧の旭川の地で、全国から■ま

つた選手澪君は、日頃¢腱雪の成長を 100%発 揮できたので
はないかと確信しています。本大会よリシングルスの出4数が

増え、ますます大会が●やか、かつ萬レベルのものとなりまし

た。男子では昨年団体優■をした薔川第一中が二■●を果たし

特にシングルスの優口選手中西

=は
、卓

“

した力■がありまし

た。女子では口債口学田中が 5慶 日の優饉を凛げ、伝餞校の農

力を●じさせました。

来年は全国中学校大会が田僣され、 25周年を迎える●目の
年となります。皆さんと神奈川県川崎市でお会いできることを

楽しみにしております。

最後に、大会開催にご尽力された旭川実行委員会、大会口僚

者の薔様に澤く●社を0し 上げます。

″ :=:
― ,'ぃ,● ｀「′

―

〓

０

１

「
―
―
―
―
―
日
コ

医
一
Ｆ
口　
　
一

一
コ
ー
二

一に

Ｆ

」

J慾照路叙磁
“

踊艤
´教
つ
威;イD
移」〃診ざノごみジを♭

‐ ■̀「

大督山

==害==____

国大会、幕を開じる

大会総務委員長 旭川市立東明中学校教頭 船場 淳市

開会式で健闘を讐い、翌日の団体験から始まった第 24回全

国中学校′ヽ ドミントン大会は、開会式を最後としてその幕を開

じました。

三日間に渡る競技は、 6種日の頂点を目指して行われ、 91

校、 410名 の選手たちが自らを百い立たせ、コートいっばい

に動き回りすばらしい技を応8:する姿は、勝敗を度外視して観

職するものを懸働させてくれました。

脇っておごらず、負けて悔まず、全力を尽くした選手たちは

この体験を忘れずに今後も努力を続けてくたさい。また、競技

運営等にあたり、支えてくれた多くの役員、生徒たちの陰の力

に感謝する気持ちも忘れないてください。

最後に、この大会のためにご協力くださいました多くの役員

補助生徒及び関係者各位にいから感謝中し上げます。

響けシャトル 大雪に向かって 今 旭川ノ

願 専
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健
闘
を
誓
い
開
会
式

み
た
ぎ

ん
の
心
に
高
原
″
渡

る

風
の
よ
う
な
さ
わ
や
か
さ
を
残

す
よ
う
、
全
力
で
プ
レ
ー
す
る

こ
と
を
誓
い
ま
す
」
と
宣
誓
し

た
。試

合
は
二
十
三
、
二
十
四
の

二
日
間
、
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど

〓
蚕

場
で
行
わ
れ
る
。

＝
倶
知
安
＝

旭
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ
の
パ
ド

ミ
ン
ト
ン
の
開
会
式
に
は
、
全

国
９
プ

ロ
ッ
ク
と
開
催
地
旭
川

か
ら
計
９１
校
、
選
手
四
百
人
余

ｈツ沐ピ一」隊由四‐‐膨」にい‐‐‐‐‥……‐
‘

日
本
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

桜
内
義
雄
会
長
（元
衆
院
議
長
）

が

「
ア
ト
ラ
ン
タ

・
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
で
活
露
が
期
待
で
き
る
皆

さ
ん
の
健
間
を
楽
し
み
に
し
て
一

い
ま
，
」
″
激
励
し
た
後
、
選

手
を
代
表
し
て
旭
川
東
明
中
の

竹
内
崇
主
将
（
二
年
）
が

「
『
響

け
シ
ャ
ト
ル
　
大
雪
に
向
か

っ

て
今
　
旭
川
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

一の
下
、
正
々
堂
々
戦
い
ま
す
」

全
国
中
学
選
抜
体
育
大
会
は

二
十
二
日
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
と

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
開
会
式
が
後

志
管
内
倶
知
安
町
と
旭
川
市
で

行
わ
れ
た
。
い
ず
れ
も
二
十
二

日
か
ら
競
技
を
開
始
す
る
。

倶
知
安
町
北
六
条
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
に
は

男
女
各
１６
チ
ー
ム
、
合
わ
せ
て

五
百
七
十
人
の
選
手
が
晴
れ
の

舞
台
に
臨
ん
だ
。

昨
年
の
女
子
の
部
優
勝
の
猪

子
石

（愛
知
）
を
先
頭
に
南
か

ら
女
子
、
男
子
の
順
で
き
び
き

び
と
入
場
行
進
。
選
手
を
代
表

し
て
、
倶
知
安
東
陵
中
の
大
窪

千
香
子
主
将
が

「
羊
蹄
山
と

ニ

セ
コ
連
峰
に
見
守
ら
れ
る
中

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
会
場
で
力
強
く
選
手
宣
薔
す
る
旭
川
東
明

中
の
竹
内
祟
主
将
＝
旭
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ

北海道新聞

8月 23日

旭
川
で
パ
ド
ミ
ン
ト
ン

倶
知
安
で
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

と
力
強
く
宣
誓
し
た
。

大
会
は
二
十
三
日
か
ら
二
十

五
日
ま
で
の
三
日
間
、
団
体
戦

と
個
人
戦

（シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ

ブ
ル
ス
）
が
行
わ
れ
る
。

．

＝
旭
　
川
＝
|

選
手
に
木
工
記
念
品
を

全
国
中
学
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン

釧
馴
拗
獣
父
母
ら
が
手
作
り

【
旭
川
】

二
十

二
日
か

り
旭

一

川

大
雪
ア
リ

ー
ナ
で
始
ま
る
全

国
中
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

の
出
場
選
手
た
ち
に
ブ

レ
ゼ

ン

ト
し
・
４
つ
と
、
大
会
当
番
校
の

旭
川

市
立
東
明
中

Ｐ
Ｔ
Ａ

（根

本
孝

一
会
長

）
の
父
母
ら
が
十

二
日
、

同
校
で
ウ

ッ
ド

ク
ラ

フ

士
冤
五
（し
た
。　
　
　
　
　
一

こ
の
ウ
ッ
ド
ク
ラ
フ
ト
は
、

シ
ラ
カ
パ
の
幹
を
斜
め
に
薄
く

切
っ
た
台
座
に
、
パ
ド
ミ
ン
ト

ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
と
ク
マ
を
か
た

ど

っ
た

木

を

取

り

付

け

た

も

・の
。

市
内
の
木
製
品
製
造
会
社

の
協
力
を
得
て
、
約
じ
百
五
十

個
を
作

っ
た
。

こ
の
日
は

Ｐ
Ｔ

Ａ
の
父
母
約

四

十
人
が
参
加
し
、
シ
ラ
カ
バ

の
台
座
に
、
紙

ヤ
ス
リ
で
衣
面

を
滑
ら

か
に
し
た
木
製

の
ク

マ

を
接

着
剤
で
付
け
る

な
ど

の
作

業
を
行

っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
一

大
会

で
は
、

こ
の
ウ

ン
ド

ク

ラ
フ
ト

の
ほ

か
、
同
中
生
徒
が

作
っ
た
ス
ズ
ラ
ン
と
フ
ベ
ン
ダ

ー
の
し
お
り
も
プ
レ
ゼ
ン
ト
す

る
予
定
。

同
大
会
実
行
委
の
笠
井
正
彰

事
務
局

次
長
は

「
手
作
り
の
贈PTAゥッ ドクラフ ト作 りに輌を出す東明中

北 窪 舞 新 聞

1994年 (平成6年 )8月 14日 (日曜日)

り
物
で
、

手
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら
え
れ

ば
」
と
話
し
て
い
た
。
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口

”

ロ

上
田

（豊
里
）
、
山
重

・
塩
崎
真

（忠
和
）
が
３
位
入
賞

旭
川
勢
が
大
躍
進

全

国

中

学

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

あ さひ かわ新 聞 1994年 (平成 6年)8月 30日

九!馴 |っ子、全匡撃撃台で大 きく開花
一
。第 24回全国中学校バ ドミン ト

ン大会が 22日か ら 4日間、大雪アリーナを舞台に熱い ドラマカ瀬的 広げ
られた。地ラ勧]‖か らは、男女合わせて団体 6チーム、個人はダブルス
とシングルスに合わせて 17選手が出場。全国の強豪 と一戦を交えたが、
積極的な強化が実 って団体女子で広陵が準優勝。さらに、個人戦では男

子 シングルスで上田大輔 (豊里 3年)、 女子 ダブルスで山重直美 (忠和
3年)0塩 崎真弓 (同 2年)組が、それぞれ 3位入賞を果たすなど大躍
進。全国にチロ ‖の強さを見せつけた。(記録 5面、関連記事 15面に )

を送 る広 陵 中

熱
い
戦
い
は
、
三
年
前
に

全
国
の
旭
川
開
催
が
決
ま
っ

た
時
点
か
ら
始
ま

っ
て
い

た
。
当
蒔
、
神
肇

口
浮
甲
で

中
襲

暑

子

悩
漫

孝
持
組

（現

・
サ
ン
ヨ
ー
電
機
）
を

全
国
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
育
て

ト
ワ
た
中
村
光
一彗

諭^

（現

去
陵
一蒙

諭
）
を
委

目
長
に
、
強
生
奮
（会

を
設
置
し
、
一全
帝
的
な

墨
菖
一化
に
乗
スヱ
］し

た
。ま
ず
、
手
始
め
に
市

内
の
優
秀
な
小
学
校

五
、
六
年
の
選
手
三
十

人
を
強
“些
霊
に
指
定

し
、
一週
間
に
一度
、

同
中
で
肇
基
騒
昇
彙

残

二
年
貝

三
生
自

と
年
を
追
）２
」と
に
回

数
を
増
や
し
、
基
礎
体

力
の
向
上
か
ら
始
ま

っ

て
、
サ
ー
プ
と
サ
ー
プ

レ
シ
ー
プ
、
ス
マ
ッ
シ
ュ
、

ス
マ
ツ
シ
ュ
レ
シ
ー
プ
、
コ

ン
ピ
ネ
ー
シ
ョ
ン
と
段
階
を

踏
ん
で
全
国
で
通
用
す
る
選

手
み
工育
て
上
げ
た
。

こ
の
強
化
審
猛
織
じ
し

た
の
が
“僻
地
区
ハ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
〈「
練
習
場
の
確
保

や
遠
征
費
の
助
成
、
本
州
か

ねヽ
覆
導
員
を
呼
ぶ
な
ど
、
全

面
的
に
パ
ッ
ク
ア
ツ
プ
。
大

会
の
成
功
」虫
〓め
て
功塞
拳

げ
て
の
取
り
組
み
だ

っ
た
。

「
ベ
ス
ト
４
に
、
ど
れ
だ

け
食
い
込
め
る
か
」
。
こ
れ

が
今
大
会
の
大
き
な
【星

いだ

で ベ ン チ

っ
た
。
そ
れ
が
旭
川
勢

で
は
初
の
団
体
準
優
勝

を
広
陵
が
や

っ
て
の

け
、
個
人
戦
で
も
ベ
ス

ト

４
入
り
を
果
た
し

た
。
シ
ン
グ
ル
ス
で
三

位
入
賞
を
果
た
し
た
上

田
は
、
ベ
ス
ト
８
が
目

標
だ
っ
た
が
、
そ
れ
を

一
つ
上
回
る
結
果

に

「
強
化
練
習

に
参
加

し
、
地
区
の
仲
間
が
い

た
か
ら
こ
そ
、
こ
こ
ま

で
や
れ
た
」
と
、
感
謝

の
気
持
ち
存
工表
し
た
。

こ
れ
ま
で
旭
川
勢

は
、
上
位
に
食
い
込
む
選
手

が
」謬
夕
く
出
る
な
ど
、
下
地

が
あ
つ
た
。
だ
が

「神
居
古

渾
の
時
は
、
学
校
と
地
域
だ

け
だ

つ
た
が
、
今
回
は
協
会

卜
一げ
て
の
強
化
だ
っ
た
。
こ

れ
が
好
結
果
に
つ
な
が

っ

た
」
（
中
村
教
諭
）
と
い

・２
今
年
の
〈菌
は
彗
手
、
指

銀

メ
グ
ル
を
胸
に
喜
び
を

表
す
広
陵
中

導
者
、
そ
し
て
協
会
が

一
体

と
な
り
、
地
道
な
努
力
が
本

番
で
大
き
く
実
を
積
び
、
花

を
己
か^
せ
た
。
こ
の
供
進̈
撃

が
今
年
で
終
わ
る
こ
と
な

ヽ

こ
２

焼

生

「り
、
来

年
の
全
国
で
、
さ
ら
に
飛
躍

す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（佐
肇
警
籠
者
）
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京
“
・京
都
」
ケ
ロ

茨
城
・河
”
朝
日
２
‐
ｌ

一
川
二
沢
高
間

２
～
１

広
●

広
一
曖
北

２
‐
１

〓
崎
彙
崎
青
島

つ
τ
ｌ

，
本
■
部
奮
旭

２
‐
１

一
攀

一
ホ
ロ
嘔

２
ｉ

旭

川

壼

里

２
人
）
旭

川

東

明

２
人
υ
田
山
由
山
山
商

２
６

旭

川

明

ニ

２
Ａ
）

２
人
）

２
１
１

２
１
１

一ｅ
・さ
Ｅ
菫
一２
‐０

寮
由
分
一菌

？
０

騒
・繊
〓
冒
一２
‐１

▽
同
２
回
戦

看
川
善
川
第
一
２
‐
０

京
都
景
警
澤
島

旭

川

広

陵

２
人
）
三
二

・
小
侵

さ
晉
さ
風
毬
一
２
人
∪
熊
本

・
東
■

長
一
・長
一
大
鶴
（イ
ー

＾
茨
城
・日
見
朝
日

壼
予
鑑
曇
事
二
２
‐
１

兵
暉
茄
菫
型
商

三
■
・津
南
郊

２
‐
ｌ

一
木
拳
壺
菫
燎

青
森
・弘
前
東

２
１

埼
玉
・川
島
西

石
川

・
高
松

２
‐
１

手
川
蕎
松
〓
薇

２
‐
１

長
崎
長
一
大
薔

２
１

旭

川

広

陵

２
人
∪
三
二
・津
南
郊

２
‐
１

青
森
・弘
前
東

大
阪
・四
爆
暉
年
由
（イ
‐
∩
）
〓
山
・一
政
底
西

熊
本

・
菊
水

２
人
）
稼
撃

石
回
口
府

３
（自
分
三
日

２
人
〕
旭

川

忠

和

旭

川

広

陵

２
０

日

由
害

李

〓

二
つ
ル
ス
畢
冒
イ

ー

騒

・満
〓
ヨ

一

看
川
姜
川
第
一
２
‐
ｌ

賣
京
立
川
窮
八

量
〒
量
一壼
薔

２
●
１

石
川

・
美
川

さ
堅
本
量
磁
一
２
‐
１

彗
爾
・曖
至
尋

２
人
）
書
川
書

川
贅

一

２
６

蔭
美
蜃
警

２
人
）
蒙
不
甲
〓
‘
四

２
‐
０

〓

二
う
ル
ス
う
呂

２
‐
１

熙
本

・
菊
水

困
■
日
鵬
■
口
一
【女
子
】
▽
準

決
勝

長
綺
東
長
綺

（
長
　
崎
）

旭
川
広
陵

２
１
０

薇　騒２一‐５１５日６８一ＯＭ　晨

石　黒２一Ⅲ日８６｝０松　田

準
決
勝
の
対
長
崎
東
長
崎
．
第

１
ダ
ブ

ル
ス
の
坂
買
優
美

（
３

年
）
菅
野
格
子

（
２
年
）
が
ま
ず

１
勝
を
挙
げ
た
わ
す
か
ｌ
分
後

だ
。
そ
の
隣
の
コ
ー
ト
で
行
わ
れ

て
い
た
第
１
シ
ン
グ
ル
ス
石
黒
広

子
主
将

（
３
年
）
も
長
崎
東
長
崎

・
松
田
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
下
し
、

試
合
時
間
わ
ず
か
”
分
で
道
勢
１９

年
ぶ
り
の
決
勝
進
出
を
決
め
た
。

左
手
で
ガ
ツ
ツ
ポ
ー
ズ
す
る
石

黒
に
つ
ら
れ
る
よ
う
に
中
村
監
督

も
思
わ
ず
い
す
か
ら
腰
を
上
げ
、

両
手

を
上
げ

た

．

「
こ
の
３
年

間
、
こ
の
大
会
を
目
標
に
や
っ
て

き
た
。
勝
つ
た
め
に
や
っ
て
き
た

か
ら
ね
」
。
１
回
戦
か
ら
軍
決
勝

ま
で
の
４
試
合
す

べ
て
ス
ト
レ
ー

ト
の
圧
勝
劇
に
中
村
監
督
も
ニ
ン

マ
リ
だ
。
石
黒
主
将
も

「
主
将
の

わ
た
し
が
勝
た
な
く
て
だ
れ
が
勝

つ
ん
だ
、
と
心
の
中
で
つ
ぶ
や
き

な
が
ら
頑
張
り
ま
し
た
」
と
濁
面

に
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

旭
川
広
臓

。
中
村
監
督
は
選
手

以
上
に
忙
し
か

っ
た
。
男
女
と
も

２
１
０
の
ス
ト
レ
ー
ト
で
２
回
戦

を
勝
ち
上
が
り
、
３
回
戦
が
同
じ

時
間
帯
に
ぶ
つ
か

っ
て
し
ま

っ
た

の
だ
．
シ
ン
グ
ル
ス
、
ダ
ブ
ル
ス

同
時
に
４
コ
ー
ト
を
使

っ
て
行
わ

れ
た
た
め
、
中
村
監
督
は
あ
っ
ち

へ
行
っ
た
り
こ
っ
ち

へ
来
た
り
．

男
子
こ
そ
目
城

・
多
賀
城
第
二
に

っ
と
見
守
る
こ
と
は
な
く
て
も
、

女
子
は
大
阪

・
瓜

破

（
う
り
わ

り
）
西
を
２
１
０
で
破
り
＝
年
ぶ

り
の
ベ
ス
ト
４
を
決
め
た
。
中
村

監
督
は

「
ど
こ
で
だ
れ
の
試
合
を

や

っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
く
な

っ

た
よ
」
と
苦
笑
い
だ
っ
た
。

女
子
レ
ギ
ユ
ラ
１
５
人
の
体
調

は
万
全
で
は
な
か
っ
た
。
第
１
ダ

ブ

ル
ス
で
出
場
し
た
坂
東
優
美

（
３
年
）
は
今
年
１
月
、
試
合
中

に
右
足
前
十
字
じ
ん
帯
を
切
断
．

「４
試
含
全
て
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
に
満
足
」鶴

〔1011(242)3920

日□園同
80155(22)12田

Ｎ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｎ
・
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◇
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
陸
上
ほ
か

バ
ト
ミ
ン
ト
ン
女
子
団
体
で
、
旭
川
広
陵
が
初
優
勝
に

王
手
を
か
け
た
。
１
回
戦
か
ら
破
竹
の
勢
い
で
勝
ち
上
が

り
、
準
決
勝
で
も
強
豪
、
長
崎
東
長
崎

（長
崎
）
に
２
１

０
の
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち
を
収
め
た
。
旭
川
広
陵
は
男
子
団

体
で
も
道
勢
で
は
９
年
ぶ
り
と
な
る
８
強
入
り
。
前
任
校

の
旭
川

・
神
居
古
渾
中
で
４
人
の
中
学
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

育
て
た
中
村
光
生
監
督

（５１
）
は
就
任
３
年
目
に
し
て
、

実
り
の

「夏
」
と
な
っ
た
。　
　
　
　
　
【関
連
記
事
２１
面
】

燿
欄
目
■
И
（旭
川
大
〓
ア
リ
一輛
■
洲津
２
１０
嘔
」
曖
一一

固
日
日
園
回
圏

◆
全
員
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
部
　
中
村

監
督
が
前
任
の
神
居
古
薄
に
、
バ

ド
ミ
ン
ト
ン
部
を
創
設
し
た
の
は

監
督

・
神
居
吉
薄

」
の
代
名
詞

は
、
や
は
り
中
山
智
香
子
、
増
茂

孝
技

（
と
も
に
１０
歳
、
現
三
洋
電

機
）
の
ペ
ア
だ
。
二
人
は
２
年
生

の
”
年
に
全
国
中
学
で
優
勝
し
、

翌
年
の
国
際
ウ
イ
ン
フ
ル
ド
ン
ジ

ュ
ニ
ア
選
手
権
に
出
場
し
女
子
ダ

ブ
ル
ス
で
優
勝
し
た
。

◆
廃
品
回
収
　
神
居
吉
口
で
ユ
ニ

ー
ク
な
の
は
、
年
３
回
の
廃
品
回

収
で
生
徒
会
運
営
費
を
ね
ん
出
す

る
こ
と
だ
。
中
山

・
増
茂
の
海
外

遠
征
時
に
は
学
区
内
の
家
庭
を
回

り
空
き
瓶
、
古
新
聞
な
ど
を
回
収

し
て
約
５
万
円
を
集
め
た
。
遠
征

費
な
ど
を
補
助
し
て
く
れ
る
ス
ポ

ー
ツ
強
豪
校
と
は
違
い
、
こ
こ
で

培

っ
た
自

立
心
も
強
さ
の
秘
密

だ
。

◆
全
目
４
連
覇
　
神
居
古
渾
は
中

山

・
増
茂
が
”
、
∞
年
と
全
国
中

学
女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
２
凛
覇

を
し

た
の
を
ス
タ
ー
ト

に
鷲
澤
乏
は
一

富
孝

一

（
現
札
幌

９２
年
に
は
馬
木
習

が
男
子
シ
ン
グ
ル

ス
で
優
勝
し
、
４
年
連
続
で
全
国

中
学
の
タ
イ
ト
ル
ホ
ル
ダ
ー
を
菫

出
し
た
．
２
年
は
中
村
監
督
が
旭

川
広
崚
に
転
任
し
て
い
た
が
、
馬

木
も
小
学
生
か
ら
指
導
し
た
選

手
．

（
昭
”
）
．

人
程
度
の
ミ
ニ
学

校
の
た
め
、
運
動

ク
ラ
フ
活
動
は
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
だ

け
で
、
運
動
を
し
な
い
生
徒
以
外

は
す

べ
て
バ

ド

ミ

ン
ト
ン
部
員

だ
。
放
課
後
の
体
育
館
は
占
領
で

き
、
少
数
精
鋭
で
選
手
に
目
が
行

き
届
く
こ
と
が
、
数

々
の
名
プ
レ

ー
ヤ
ー
を
饉
出
し
た
要
因
だ
。

◆
ミ
ニ
校
か
ら
世
界

へ
　

「
中
村

一
高
３
年
）
、

一

（
同
２
年
）

看́

理
孝
健
百
基
蒼

４
年
連
続
で
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
輩
出
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健
闘

の
選
手
ひ
と
言

北海道新聞

8月 25日

リーナ

大
雪
ア
リ
ー
ナ
で
開
か
れ
て
い
る
全
国
中
学
校
パ
“ミ
一ヽヽ
ン
ト
ン
大
会
は
二
十
四
日
、

個
人
戦
に
入
っ
た
。旭
川
勢
は
シ
ン
グ
ル
ス
七
人
、
ダ
ブ
ル
ス
五
組
が
出
場
し
、

一
人
、

三
組
が
ベ
ス
ト
８
入
り
す
る
な
ど
道
内
有
数
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
ど
こ
ろ
の
面
目
躍
如
。

健
闘
し
た
選
手
た
ち
の
ひ
と
言
を
―
。

◇
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

▽
上
田
大
輔
（豊
里
三
年
）

＝
ベ
ス
ト
８

　

「
目
標
の
ペ

ス
ト
８
で
う
れ
し
い
。
こ
う

な

っ
た
ら
も
う

一
つ
上
を
」

▽
竹
内
祟

（東
明
三
年
）

＝
初
戦
敗
退
　
「開
会
式
の

▽
長
原
正
博
（豊
里
一年
）

＝
同
　
「フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

鍛
え
て
来
年
も
出
場
し
た

選
手
宣
誓
と
比
較
に
な
ら
な
・
　

▽
林
谷
景
子
（東
明
三
年
）

人
戦
と
も
勉
強
に
な

っ
た
」
　

陵
三
年
）
＝

一

っ
た
」

（中
富
）
　
勝
の
予
定
だ
っ
た
が
」

（岩
　
一澤
十）
一
塩
崎
真
弓

（同
二

い
ぐ
ら
い
上
が

っ
て
し
ま
っ
　
＝
同

　

「
目
標
だ

っ
た
初
戦

　

．
◇
男
子
ダ
ブ
ル
ス

・　
　
　
に
こ
た
え
ら
れ
ず
残
念
」
（鈴
　
　
▽
岩
渕
誠
・岡
部
文
章
（広
　
渕
）
「
大
い
に
悔
い
が
残
る
」
　

年
）
＝
同

　

「
ち
ょ
っ
と
雰

た
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
突
破
が
で
き
て
う
れ
し
い
」
　

　

▽
鈴
木
敏
之
ｏ中
富
祟
（広
　
木
）

「前
衛
で
の
役
割
が
果
　
陵
三
年
）
＝
初
戦
敗
退
　
「
一
　

（岡
部
）
　
　
　
　
　
　
　
　
囲
気
に
の
ま
れ
た
か
な
」
（塩

い
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▽
千
葉
綾
乃
（明
星
三
年
）

◇
女
子
同
　
　
　
　
　
　
　
＝
初
戦
敗
退

け
が
の
右
足

▽
塩
崎
沙
繊
（忠
和
一選
十
γ

に
注
射
し
て
の
出
場
．

「け

＝

一
勝

　
「全
国
の
壁
は
思
　
が
し
て
い
た
な
り
に
頑
張
れ

っ
て
い
た
よ
り
厚
か
っ
た
。
　

た
」
　

　

・

練
習
の
半
分
も
で
き
な
か

っ
　
　
▽
渡
部
差
和
子

（忠
和
二

た
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
）
＝
同
　

「団
体
戦
ヽ
個

上
が
っ
た
／
壁
厚
い
／
悔
い
残
る
／
ベ
ス
ト
４
を

◇
女
子
同

▽
石
黒
広
子

・
馬
場

奈
穂
子

（広
陵
三
年
）

＝
ベ
ス
ト
８

　

「
楽
と

思

っ
た
が

て

こ
ず

っ

た
」

（石
黒
）

「
団
体

戦
の
気
分
が
転
換
で
き

た
」

（馬
場
）

▽
阪
東
優
美

（広
陵

三
年
Ｙ
菅
野
祐
子

（同

二
年
）
＝
同

・
「
二
人

の
心
を

一
つ
に
し
て
頑

張
リ
ニ

タ
」

（菅
野
）

「
ウ
ソ
ー

ッ
′
」

（阪

東
）▽
山
三
菫
美

（忠
和

崎
）

「
ベ
ス
ト
４
目
指
し
ま

す
」

（山
重
）

-121-

苺

='“
ヽ

ヽ

」
ｎダ

靡
ｒｒ

・
ｌ

　

ｔ

卜 8
山重菫美 (左)塩崎真弓のペアーカEり :



ヨ
呼
）苺盤
革
ま
さ
０
●
３
言
摯
―
ヽ
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土
徴
ｃ
ｉ
＼
墾
摯
総
＼
到
“
隷
さ
＼
卜
尺
４
算
さ

‥
Ｖ
由
主
書
美

（凛
麻

ふ
一・史
ヽ
―
）
ヽ

一　
こ
理

距
Ｏ
憲
ｔ
〓

（警
樫
」

Ｑ
小
十
二

Ｏ
Ｊ

ヽ
Ｊ
Ｉ
薫

二
摯
）
＝
日

・二

二
人

〓
革
）出
曇
ぶ
モ

（日

▽
暴
■

（翌

毯

（鸞

）

・
欝
Ｑ
浸
食
壕
群
盛
一す
童

ぶ
メ

（藝
黒
）

ｒ
口
場

「
ふ

，
ユ
な
ン

５
■

一

一
＝
＾
Ｘ

″１
８
・

け
楽
Ｓ

・
奈
彗
モ

（湖
翻
三
千
）

▽
百
黒
魚
〓
・
・
積
雛

◇
責
モ
ロ

■
■
■
■
■

-lSl―
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ハ
て
隷
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・
轟
凛

Ｑ
苔
黒

（キ

＞
Ｊ
十
識
鐵

ケ
全
ま
さ
宏

Ｑ
′
麟
螢
考

奪
ぐ
蛍
さ
Ｑ

ぜ
却
彗
ｄ
ぶ

外
尺
４
卜
人

鉢
運
奮
鞣
鱗
一よ
大
会
魯
０
■
「

責
モ
難
３
民
干
革
な
ハ
Ｘ
４
卜
人
ぜ

ま
さ
ｃ

二
ヽ
薇
さ
・ご
無

て
，（
く
ヽ

，
　

全
国
中
学
難
最
難
札
奮
大
会

獣
＝
●
や
管
大
薫
轟

一SSl‐ ■
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旭
川
大
雪
ア
リ
ー
ナ
で
開
か

れ
て
い
た
全
国
中
学
校
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
は
最
終
日
の
二
十

五
日
、
八
強
に
勝
ち
残
っ
た

一

人
、
三
組
の
旭
川
勢
が
さ
ら
に

上
位
を
目
指
し
、
強
豪
に
挑
戦

し
た
。
こ
の
う
ち
、
女
子
ダ
ブ

ル
ス
で
忠
和
の
山
重
直
美

（
三

年
）

・
塩
崎
真
弓

（
二
年
）
の

ペ
ア
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は

曇
墨

一年

の
上
田
大
麟
理
革
が

ベ
ス
ト
４
入
り
す
る
健
闘
ぶ
り

を
見
せ
、
地
元
開
催
の
大
会
を

最
後
ま
で
盛
り
上
げ
た
。

女
子
ダ
ブ
ル
ス
で
は
、
広
陵

の
石
黒
広
子
・馬
場
奈
穂
子
（
三

年
）
、
阪
東
優
美

（
三
年
）

ｏ

菅
野
祐
子

（
二
年
）
の
両
ペ
ア

が
、
い
ず
れ
も
０
１
２
で
敗
れ

は
し
た
も
の
の
、
最
終
ゲ
ー
ム

は
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
も
つ
れ
込

む
粘
り
を
見
せ
た
。

試
合
後
、
石
黒

・
馬
場
ペ
ア

は

「
自
分
た
ち
の
力
を
出
し
切

た

り

こ
　

と
籠
し
バ
ラ
隠

し
切
れ
ず
、
た
だ
涙
を
流
す
の

み
。
阪
東

・
菅
野
ペ
ア
は

「
つ

ら
か

っ
た
け
ど
、
続
け
て
き
て

よ
か

つ
た
」
と
、
プ
レ
ー
に
満

足
し
た
様
子
だ

っ
た
。

一
方
、
山
重

ｏ
塩
崎
ペ
ア
は

持
ち
前
の
ガ
ッ
ツ
で
準
決
勝
に

進
出
。

「
目
標
の
ベ
ス
ト
４
入

り
で
き
て
よ
か

っ
た
。
最
後
ま

で
あ
き
ド
や
り
す
に
ブ
レ
ー
で
き

た
」
と
、
晴
れ
舞
台
で
の
戦
い

ぶ
り
を
振
り
返

っ
て
い
た
。

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
で
は
、
上

田
選
手
が
試
合

を
重
ね
る
こ
と

ベ
ス
ト
４
入

り
は
な
ら
な

か
っ
た
も
の

の
、
最
後
ま

で
全
力
を
尽

く
し
た
広
陵

の
石
黒

（手

前
）

・
馬
場

ペ
ア

女
子
複
と
男
子
単
が
ベ
ス
ト
４
入
リ

確
』
青
澤
地
元
大
会
盛
り
上
げ

一
に
調
子
を
上
げ
、
準
決
勝
進
出

を
果
た
し
た
。
同
じ
く
ベ
ス
ト

４
入
り
し
た
苫
小
牧

・
光
洋
の

三
上
裕
司
選
手
と
、
決
勝
で
の

本
道
対
決
の
実
現
な
る
か
と
観

客
の
期
待
工窪

爾

一た
が
、
両
選

旭
川
っ
子
が
大
活
躍

全
国
中
学
校
選
抜
体
育
大
会

全
国
中
学
校
選
抜
体
育
大
会
が
北
海
道
で
開
催
さ
れ
、

こ
の
う
ち
旭
川
で
は
、
大
雪
ア
リ
ー
ナ
な
ど
を
会
場
に

２
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル

（
８
月
１８
～
２１
日
）
と
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

（
８
月
２２
～

２５
日
）
で
、
い
ず
れ
も
旭
川

っ
子
の
活
躍
が
光
り
、
熱

戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

特
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
女
子
団
体
の
部
で
は
、
広
陵

中
学
校
が
準
優
勝
に
輝
く
な
ど
、
会
場
で
声
援
し
て
い

た
観
客
を
大

い
に
わ
か
せ
て
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
と
い
う
舞
台
で
力
を
発
揮
し
た
旭
川

っ
子

た
ち
。
こ
れ
か
ら
も
ガ
ン
バ
レ
′

手
と
も
惜
し
く
も
敗
退
。
上
国

選
手
は

「
大
会
を
通
じ
て
、
ス

マ
ッ
シ

ュ
な
ど
自
分
の
攻
撃
の

形
が
で
き
た
」
と
、
今
後
に
つ

な
が
る
感
触
を
得
た
よ
う
だ

っ

た
。
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▽
同
準
決
勝

輩
２爾品
｝ｏヽ

牝
２（∬
）ｏ％
城
二‥
，

（旭
川
大
雷
ア
リ
・―
ナ
）
＝

準
々
決
勝
は
関
係
分

…
個
　
人
…

【男
子
】
▽
シ
ン
グ
ル
ス
準

々
決
勝 目

標
の
ベ
ス
ト
４
入
り
で
大
健
闘
の
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ
ル
ス
、

▽
同
決
勝
９ヽ
１
１５
″

中
　
西
２
一１５
１
４
一１
仲

″１５
１
９
」

▽
ダ
ブ
ル
ス
準
決
勝

ヽ
１５

１

７

″

一
ハ
Ｕ
Ｉ

‐
民
υ
一

一
１５１

１

７ １

一

0‖ 福永
瓜大
破阪川谷
2

1

茜li:奥田警
分京端木

仲

尾

＝
大
阪
，
´

・
四
条
１

服
学
園

（‐５１５＝３９一０三　上

（‐５１５黒
一０上
田尾

出
里
‥

７
ロー

■
工刀

■
■
一

一
■
■

■
■
一

■
■
■

最
終
日
は
パ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
新
体
操
、
相
撲
、
サ
ッ
カ
ー
の
４
競
技
を
行
い
、
七
日
間
に
わ
た
る
競
技
の
幕
を
開
じ
た
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
個
人
戦
の
準
々
決
勝
以
上
を
行
い
、
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
三
卜
裕
司

（苫
小
牧
光
洋
）
と
上
田
大
輔

（旭

川
豊
里
）
、
女
子
ダ
ブ
ル
ス
の
山
重
直
美

・
塩
崎
真
弓

（旭
川
忠
和
）
が
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ス
ト
４
入
り
し
た
が
、
準
決
勝
で
敗

れ

３
位
だ
っ
た
。
漂

播

個
総

合
鷹

木
香

患
（褐
蛯
晏

子
）
が
＆

入
賞
箕

た
た

．
模

の
個
合

若
松
怜

（山
形
・
酒
田

一
）
が
優
勝
。
本
道
の
三
選
手
は
い
ず
れ
も
決
勝
ト
ー
′ナ
メ
ン
ト
ー
回
戦
で
敗
退
し
た
「
サ
ッ
カ
ー

は
東
海
大
一
（静
岡
）が
２
１
０
で
生
光
学
園

（徳
島
）

日
　
　
も鍮
世
）て
三
年
連
溜
四彦
日
の
露
ツ
彙
た
し
ヽ

来

ぁ
　
　
　
年
の
全
国
大
会
は
八
月
、
山
梨
県
の
陸
上
、
東
京
の
水

泳
な
ど
関
東
７
都
県
で
行
う
。

パ
ド
ミ
ン
ト
ン
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川
忠
和
の
山
重
菫
美

（左
）

・
塩
崎
真
弓
ペ
ア

ネ

ッ
ト
際
か
ら
逆
サ
イ
ド

の
ネ
ッ
ト
際

へ
、
ポ
ト
リ
．

相
手
ペ
ア
の
打
つ
シ
ャ
ト
ル

は
、
計
算
さ
れ
た
よ

っ
に
コ

ー
ト
の
隅
ぎ
り
ぎ
り
に
何
度

落
と
さ
れ
た
だ

っ
っ
か
。
少

な
く
と
も
ス
マ
ッ
シ

ュ
戦
で

は
引
け
を
と
ら
な
か

っ
た
の

こ
―
。
バ
ミ
ミ
ン
ト
ン
女
子
ダ
ブ

ル
ス
の
準
決
勝
。
本
道
勢
の

女
子
個
人
戦
で
四
年
ぶ
り
の

決
勝
進
出
を
目
指
し
た
旭
川

忠
和
の
山
一署

塁

＾
（
三
年

）

・
塩
崎
真
弓

（
二
年
）
ペ
ア

は
、
巧
み
に
強
弱
を
つ
け
て

打
ち
返
す
相
手
の
ベ
ー
ス
に

ほ
を
つ
つ
さ
れ
た
。
コ
ー
ト

後
方
で
ス
マ
ッ
シ

ュ
に
備
え

れ
ば
ネ

ッ
ト
際
に
落
と
さ

れ
、
ネ
ッ
ト
に
寄
れ
ば

コ
ー

ト
深
く
に
ス

マ
ッ
シ

ュ
が

「ポ
ジ
シ
ョ
ン
が
後
ろ
す

瓢　繭２
一‐７‐０‐５‐‐‐‐５‐５８一‐嵌
　酬

Ｏ
次
の
舞
台
に
照
準

　

「
ベ

ス
ト
８
が
目
標
だ

っ
た
の
に

…
．
全
国
３
位
だ
な
ん
て
、
信

じ
ら
れ
ま
せ
ん
」
。
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
、
旭
川

豊
里
の
上
田
大
輔

（
三
年
）
＝

写
真
＝
は
準
決
勝
敗
退
に
も
、

笑
顔
さ
え
見
せ
た
。

ぎ
た
。
試
合
の
途
中
で
は
な

か
な
か
変
え
ら
れ
な
か

っ

た
」
。
二
人
が
そ

つ
仁
崎

返́

旭
川
忠
和
ペ
ア

る
の
に
対
し
、
土
山
精

一
監

督
は

「全
国
の
選
手
は
体
の

パ
ネ
が
違
う
。
シ
ャ
ト
ル
の

準
々
決
勝
は
ジ

ュ
ニ
ア
ロ
本

代
表
の
二
瓶
良

（富
城

・
多
賀

城
第
二
）
に
ス
ト
レ
ー
ト
勝
ち

し
た
が
、
準
決
勝
て
は
緩
急
を

つ
け
た
相
手
の
ベ
ー
ス
を
崩
せ

な
か
ち
た
。

「自
分
の
波
″
｝止

ゆ
麟
ぞ

し
ま
っ
た
げ
れ
く

そ
ん
な
に
実
力
差
は
な
い
と
思

う
。
九
月
の
全
日
本
ジ

ュ
ニ
ア

大
会
で
も
頑
張
り
ま

夕
」

大
会
三
日
前
に
体
調
を
崩
し

た
が
、
大
会
が
始
ま
る
と
持
ち

直
し
て
の
念
願
達
成
。

いヽ
は
早

く
‘総
いの
舞
（Ｐ
枷
″り
替
わ
っ

て
い
る
。

下
に
入
る
の
が
速
い
か
ら
、

落
ち
着
い
て
絶
妙
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
で
き
る
。
ネ

ッ
ト

に
引

っ
か
け
る
の
が
普
通
な

の
だ
が
」
と
、
全
国
の
精
鋭

た
ち
を
評
し
て
一｝甲
つ
。

と
は
い
え
、
堂
々
の
全
国

３
位
。
目
標
通
り
だ
。
忠
和

は
、
期
待
さ
れ
た
女
子
団
体

が
初
戦
敗
退
、
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
も
燻
崎
の
姉
で
道
内
中

学
ナ
ン
パ
ー
ワ
ン
の
塩
崎
沙

織
（二
年
）
が
上
甲
メ
だ

け
に
も
３
ち
た

そ
れ
だ

け
に
、
二
人
は

「
皆
の
借
り

は
返
せ
た
ん

じ

ゃ
な
い
か

な
」
。そ
う

口
を
そ
ろ
え
る
。

「よ
く
や
っ
た
。
九
十
五

点
ぐ̈
ら
い
か
な
。
勝
て
ば
百

二
十
点
だ
っ
た
頃
任
躍
」
。

土
山
監
督
の
合
格
点
が
、
何

よ
り
二
人
の
頑
張
ｎ
矛
え
た

え
て
い
る
。（加

藤
　
浩
嗣
）

Ｏ
選
手
強
化
実
り
感
激

「三
年
間
、

東

ｌｏ
１
９
″
，
前
　
原

Ю１
１２
一＜
Ⅶ
語
輛
中

ｏ
■
．ヨ
ロ

‐̈‐‐８８‐５一ふ
帰
耀
勅２
（‐８‐５品
｝０順‰

・
西
山
　
　
　
　
　
　
広
陵

鶉
２（Ｅ
ｏ憾

玉

漢

　

　

　

　

　

　

　

，

． 聰

に
２（〓
ｏ輻

忠
和
　
　
　
　
　
　
　
西‘
月
‐

▽
同
準
決
勝

西

城

・‐‐斎
‰

２
爾

料

〕
０
翻
轟

ル
ス
ラ

学
院麒　細２
⌒‐５１５日６２〕０細
髄

▽
同
決
勝

・

た
。
開
催
地
で
の
準
優
勝
は
本

当
に
う
れ

し
い
」
―
。
旭
川
広

陵
の
女
子
団
体
準
優
勝
に
、
旭

川
地
区
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
協
会
の

羽
柴
修

・
副
理
事
長
は
感
激
し

て
諸
る
。

旭
川
開
催
が
決
ま

っ
た
の
は

三
年
ほ
ど
前
。
以
来
、
中
村
光

生

ｏ
現
旭
川
広
陵
監
督
を
強
化

委
員
長
に
、
小
学
校
高
学
年
か

ら
二十
人
ほ
”幾
懇
名
重
に

指
定
、
厳
し
く
手
厚
い
練
習
を

続
け
て
き
た
．

「
大
会
運
営
を
成
功
さ
せ
る

だ
け
で
な
く
、
ぜ
ひ
良
い
成
績

も
、
と
い
う
念
願
が
か
な

っ
た
。

こ
こ
は
平
六
）
、
も
う

一
つ
、
二

つ
…
」
と
、
最
終
日
の
個
人
戦

に
期

待
し
て
い
る
。

▽
シ
ン
グ
ル
ス
準

即日２６一Ｏｏｌｌ懸鯛
久

家

ｍ
日
３３
｝
０

・―‐
藤
八

・１１．品

一喜

脇

ス
準
々
決
勝

―

一

Ｎ

ト

ー

目標 を達成
「借り返した」

や

グー
・

r・

‐__,ヽミ・
、、it・ I

謙げ `Ⅲ
=

櫓
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応援席に横断幕を張 り、大躍進に大喜びする広陵中の父母ら

バ全
ド_

第
二
十
四
回
全
国
中
学
校
パ
ド

日
、
男
女
団
体
戦
が
旭
川
大
雪
ア

勢
六
チ
ー
ム
が
勢
ぞ
ろ
い
じ
、
晴

も
広
陵
は
女
子
が
決
勝
に
進
出
、

活
躍
ぶ
り
で
、
地
元
開
催
に
張
り

―
が
随
所
で
見
ら
れ
た
。

団
体
戦
に
出
場
し
た
の
は
、
　

戦

東
明
（男
子
）
、
明
星
（女
子
）
、
　

星

豊
里
（男
子
）
、
忠
和
（女
子
）
、
　

ジ
・

地
元
（

男
女
と
も
に
出
場
を
果
た
し
た

ふ
一

広
陵
の
計
五
校
六
チ
ー
ム
。
　

　

こ
・

開
催
地
代
表
と
し
て
出
場
し

と
一

た
東
明
、
明
星
の
ほ
か
、
豊
里
、

全
道

一
位
の
実
力
を
持
つ
忠
和

戦
´

は
初
戦
敗
退
。
そ
れ
で
も
団
体

一瀑

ス
=―

ツ ニ ツ 寵 ン

ともに男子シングルスペス ト4 上

(右 )と上国は握手で健闘をたたえ合う

ヽ

″

平
成
六
年
藤

額
選抜体育大会

二
十
五
日
、
相

で
四
租
目
を
行

っ
た
。
旭
川
大
雷
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
ね

目
標
ク
リ
ア
″一

よ
き
ラ
イ
バ
止

一モ
エ
、
上
田
の
二
人
と
も
準

決
勝
は
ジ

ュ
ニ
ア
の
ト

ッ
プ
ク

ラ
ス
の
選
手
に
負
け
た
が
、
三

卜
蒔
Ｂ
星
標
通
り
の

ベ̈
ス
ト
４
、

上
田
は
ベ
ス
ト
８
が
目
標
だ

っ

た
だ
け
に
上
々
だ
。

し
か
も
三
Ｌ
旺
〉

の
水
鳥
の
シ
ャ
ト

ー
ル
に
変
わ

っ
た

ま
〓

努

”る
Ｆ
と

覚
を
つ
か
め
な
か

な

一
面
も
あ

っ
た

全
国
中
学
選
抜

「
′

―
ト

ー

リ
′

ヽ
ヽ
ヽ
マ

ド
ト
ー

゛
１
１
１

―

一

Ｎ

ｕ

ｌ

■

■

Ｚ

Ｚ
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中

学

ヽ
ン
ト

ン

／
ト
ン
大
会
は
二
十
三

↓
ノで
行
わ
れ
、
旭
川

外
会
に

臨
ん

だ

中
で

Ｊも
ベ
ス
ト
８
に
残
る

一選
手
た
ち
の
好
プ
レ

）グ
ル
ス
で
出
場
し
た
明

・葉
綾
乃
さ
ん
は

「イ
ー

、ス
を
し
な
い
よ
う
に
、

‥
が
っち
り
握
手

）声
援
味
方
に

択
の
忠
和
も
躍
進
広
陵
も

一い
な
し
″

練
習
で
心
掛
け
て
い
る

実
力
は
同
じ
く
ら
い
な
の
に
、
　

も
に
順
当
に
勝
ち
進
み
、
地
元

試
合
で
で
き
ド
レ
に
」

思
っ
‘
っ
に
攻
め
ら
れ
な
か
っ

の
旭
川
市
一５
じ
瘤黛
辰
Ｒ
さ
れ

し
た
様
子
。　
　
　
　
　
た
」
と
、
悔
し
涙
壼
流
し
て
い

た
会
場
を
わ
か
せ
た
。

、国
分
寺
第
四
（東
京
）

た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
子
は
準
々
決
勝
で
の
接
戦

思
わ
ぬ
敗
退
に
忠
和
の

　

地
元
勢
が
相
次
い
で
敗
退
し

の
末
、
多
賀
城
第
二

（富
城
）

職
主
将
は

「チ
ー
ム
の

て
い
く
中
で
、
広
陵
が
男
女
と

戦
を
も
の
に
で
き
な
か

っ
た

≡
〓重
≡
≡
菫
≡
〓≡
≡
≡
≡
〓≡
妻
妻
〓〓
〓
≡
〓
≡
菫
≡
〓
≡
〓
華
≡
〓
重
≡
≡
≡
〓
〓
≡
≡
≡

ン
ト
ン
は
舅
〓子
シ
ン
グ
ル
ス
で
ウ
イ
ン
ブ
ル
ド
ン
ジ
ュ
ニ
ア
″盤
曖

の
三
卜
溶
司

（革
盆
緊
痒
〓
奪
Ｙ
ｆ
一里
全
ス
旭
用
製
塁
三

年
）
が
と
も
に
β
電

一彙
少
一プ
ル
ス
で
や
出
吾
興

（旭
川
忠

和
Ｊ
年
）
塩
崎
墓
弓
（同
二
年
）
が
６
位
盗
冒
口″
み
せ
た
。

′
ドな 自甲
ミ ど は 学

の
大
会

ら
ビ
ニ

ヨ
覆

奮
テ
感

」
不
蓮

田
は
腱
・

生
黎
門
。
加
「川
ルル
童
ロ
ヘ
（ワ
油
楡
年
一α

希
望
。
早
く
も
高
校
で
の
自
熱

の
聞
い
に
思
い
を
は
せ
、
上
田

は
「〓
Ｉ
こ
響
金

つ
」
〓
Ｉ

は
「魚
留
メ
ま̈
せ
ん
ね
」
と

双
青
へ
威
蕗
栞
“
い
い
。

．

（
伊
藤
　
車
幸
）

【パ
ミ
ミ
ン
ト
ン
】
（ｍ
ｍ
大
薔
ア

リ
ー
．ア
）

▽
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
４
回
戦

〓一　
上
２爾
日Ш
０

上　
国
２爾
同じ
０

▽
同
準
決
勝

▽
女
子
ダ
ブ
ル
ス
３
回
戦

決
勝
の
第
２
ゲ
ー
ム
を
４
１
１４

か
ら
６
本
運
取
し
て
憲
地
を
み

せ
弓ヽ「ホ
ッ
と
し
た
」
と
言
う
三

上
。
聾
軍
ル遅
早

下ヽ
位
に
沈

む
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
プ

レ
ッ
シ
ャ
ー
は
、
相
当
な
も
の

が
あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
二
人

に
椰
‥′ヱ
ｃ
は
み
じ
ん
も
な
い
。

ウ
イ
ン
プ
ル
ド
ン
ジ
ュ
ニ
ア

団
体
銀
メ
ン
パ
ー
の
三
上
と
、

今
ま
で
は
タ
ブ
ル
ス
”』

書

を

置
き
、
こ
の
日
、
シ
ン
グ
ル
ス

で
は
協
路
いの
な
い
高
成
果
″
〓収

め
た
上
田
は
、
ず

っ
と
好
敵
手

同
士
。
そ
ろ

っ
て
の
３
位
に
健

闘
を
た
た
え
合
つ
．

金
理
爾
“で
も
対
口
し
、
こ

れ
″
尋
思
字
上
手
工
が
四
戦
λ霊
厨

し
て
い
る
が

「
上
田
は
ス
マ
ッ

シ

ュ
の

コ
ー

ス
が
良
く
な

っ

た
」
と
一千
二
が
言

乙
‘
、
上
田

は
「金
最
塗
そ
の
〓
Ｉ
の
カ

ウ
ン
タ
・上
ｇ
襲
″
し
た
」
と

お
互
い
一笙
曇
警
蝉
締
″ら
高
め

合
っ
て
い
る
。

卒
業
後
の
機
露
は
三
上
が
強

豪

・
札
幌
第

一
高
を
、
上
田
は

凛
　
辺

（露
職
・

亘
卜
）

一一
　
瓶

（費
最
・

箋
轟
鷲

二
）

２爾
同じ
０
〓一　
上

２爾
同じ
０
上
　
田

畷
２囲
。叩

Ｍ
２Ｅ
ｏ哺

囃
２〓
ｏ”

一蘇

」。靭

型言
中仲

　
尾

（★
破
。

四
撃
卿
ホ
）

―

一

Ｎ

Ｏ

Ｉ 西・書
一
）

初
戦
突
破
な
ら
な

か

っ
た
も
の
の
、

鋭
い
ス
マ
ッ
シ

ュ

を
見
せ
た
明
星
中

の
引
地

（左
）
、

立
浪
の
両
選
手

が
、
女
子
は
決
勝
進

出
を
果
た
す

大
躍

進
。
男
女
の
両
チ
ー

ム
生
率
い
る
中
村
光

生
監
督
は

「
選
手
た

ち
は
実
力
通
り
の
力

を

発
揮

し

て

い
ま

す
。
地
元
の
人
た
ち

の
応
援
で
十
分
力
が

引
き
出
せ
ま
し
た
」

一

′
と
、
地
元
で
行
わ
れ
た
全
国
大

会
で
の
選
手
の
活
躍
を
喜
ん
で

レヽ
る

■
蒸」嗅
′

ヽ二 :

書摯

談 む

欄ギ

熾

摯螺
鮮

福

がヽ
′

弩

点癬

．

夕  、J
春́ヽ電

く
ぶ゙麟

黎
ド

餞盛
警
”



北海道新聞
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旭
川
で
流
し
た
汗
と
涙

を
、
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
と
も
に
い
つ
ま
で
も
大
切

に
―
。
旭
川
市
の
旭
川
大
雪

ア
リ
ー
ナ
で
二
十
五
日
ま
で

開
か
れ
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大

会
参
加
者
約
五
百
五
十
人

に
、
当
番
校
の
旭
川
東
明
中

生
徒
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
か
ら
贈
ら
れ

た
の
は
、
旭
川
な
ら
で
は
の
　
ン
と
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
押
し
花
　
が
押
し
花
作
り
か
ら
始
め
、
　

ず
だ
．

レ
ツ
ト
ン
フ
ン
ト
と
押
立
“
Ｑの
し
お
り
は
ド
三
年
生
た
ち
ヽ

の
し
お
り
＝
写
真
＝
。

ウ

ぇ
ド
ク
ラ
フ
ト
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
が
、
シ
ラ
カ
バ
の
幹
を
薄

く
切

っ
た
台
座
に
、
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
の
ラ
ケ
ッ
ト
と
ヒ
グ

マ
を
か
た
ど

っ
た
木
製
の
飾

り
を
取
り
付
け
た
。
ス
ズ
ラ

再
訪
の
願
い
込
め
た
手
作
り
品

金ヽ
僧
川ヽ
Ｖ
ミ

全
国
中
学
体

育

大
会

◇

団

体

　

旭

川

勢

は
、
女
子
団
体

で
広
陵

が
快
進
撃
。　
一
回
戦

で

笠
松

（岐
阜
）
、
二
回
戦

で
西
大
寺

（
岡
山
）
を

そ
れ
ぞ

れ
２
１

０

で
下

し
、
八
強
入

り
。
三
回

戦
で
は
、
大
醇壼
ヽ
表
の
　
機
職
を
切
り
抜
け
、
ベ
ス
ト
４
進
出
を
決

瓜
破
西
を
２
１
０
で
退
　
め
た
な
崎

（手
前
）
・
山
菫
組

ヽ

ベ
ス
ト
４
に
コ
マ
ふ
通
め
ヽ

　
　
々
〓
軍
人
事
菫
た^
し
ヽ

さ
り
に
一〓
陰

で
ヽ
〓
■
●
一に
子

　

′
ブ
ル
ス
ヽ

姜
爵

・
田
都

広^
暉

ｏ
で
快
」
辱

決
疇
で
は
、
四
條
●
３
一
□
　
が

一
回
誦
「で
■
●

・
自
己
“
●
‘
パ
・
口
布

全
０
も

と
対
一
一
阪
東
■
●
野
が
２
１
　
一塁
０

に
僣
敗
．
静
未
‥
中
〓

”^
饉
●

ｏ
■
一Ｅ
Ｔ

小
錮
を
下
し
た
が
、
Ｆ
彙
、
　

は
、
初
戦
で
鋼
川

・
山
田

（兵
津

・
平

属
場

・
宮
層
が
相
次
い
で
欧
れ
、
１
あ

　
岡
）
に
決
●
し
た
が
、
二
同
蜃
で
檸
奉
・

で
捩
を
飲
ん
だ
が
、
ト
ッ
プ
グ
ブ
ル
ス
の
　
上
口

（三
■

・
”
郊
）
に
１
１
２
で
檜

嘔

界
薔

諄
が
一晟

全
辱

‘

●
籐
に
大

隧

褥

軋躙
蝙趾

第
四

稟^
一
●

に
０
，

で
敗
れ
，
ヽ
　
　
　

★^
饉

〓
饉
蟷
菫
四
）
〓
〓
・
８

で
ヽ
―
、

ヨ

一
は
、
広
曖
が
二
同
覆

で

′―、
凛

＾
〓
一　
ベ
ス
ト
４
に
コ
マ
，
通

め
た
。
●
決
●
で

３

を
２
１
０
で
一ｒ
Ｘ
●
人
り
。
し
か

ヽ

業
ロ
ー
Ｂ

〈書
川
〓
奎
一
に
欧

一
（一
Ｂ
璃
）
に
　
れ
た
が
、
〓
雨
†
〈一
島

１
１
２
で
惜
　
　
そ
の
ほ
か
、
石
黒

・
馬
場

（広
陵
）
、

敗
。
豊
里
は
　
阪
東

・
菅
野

（同
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ベ
ス

清

原

（
栃

木
）

に
１
１

２
、
東
明
は

塾
削
東

（青

森
）
に
０
１

２
で
そ
れ
ぞ

れ

一
回
戦

で

敗
れ
た
。

上
田
は
、
準
決
■
■
出
を
決
め
、
思
わ
ず

ガ

ッ
ツ
ポ
‥
ズ

ト
８
に
コ
マ
を
進
め
た
。

シ

ン
グ

ル

ス
は
、
千

葉
綾

乃

（
明

星
）
、

賛̈
一食

撃

共

東
明
）
、
重

型

霜

子

（忠
和
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
回
戦

で
敗

彎

唯

一
、
辺

撃

突

撃

し
た
樫

口
め
織

（忠
和
）
だ

っ
た
が
、
二
回
戦

で
上
田

（滋
賀

・
彦
根
西
）
に
０
１
２
で
敗
れ
、

卜
一種
蜃
西
寃
一果
た
せ
な
か

っ
た
。

ト
ッ
プ
ダ
ブ
ル
ス
で
出
増
し
　

◇
個
人

た
阪
東

・
●
野
は
全
膊
で
寧

シ
ン
グ
ル
ス

Ｖ
に
大
き
く
貫
献
し
た
　
　
は
ヽ
男
一チ
で

長
原
正
博

（豊
里
）
、
竹
内
崇

（東
明
）

が
、
そ
れ
ぞ
れ

一
回
戦
で
負
け
た
が
、
上

田
大
輔

（豊
里
）
が
快
進
撃
。　
一
、
二
回

戦
を
突
破
し
、
三
回
戦

で
は
、
全
日
本
ジ

し
、
〓

ュ
ニ
ア
大
会
ベ

ス

ト

４
の
二
瓶

（多

賀
城
第
二
）
を

１５

１
３
、
１５
１
６
と

ス
ト
レ
ー
ト
で
破

っ
た
。
準
決
勝

で

は
、
仲
尾

（大
阪

一
。
四
條
畷
単
由
］）

に
敗
れ
た
が
、
・堂

〓

炉
A 」
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も
に
初

夏
の
こ
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か
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「
思

い

出

の

地
、
旭
川
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つ
か

再
一砂
ご

と
の
願
い

が
込
め
ら

れ
た
タ
レ

ゼ

ン

ト

は
、
き

っ

と
選
手
た

ち
の
心
に

届
い
た
は
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ぐ
う
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壺
ぬ
ヨ
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ヽ
卜
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■
ヾ
す
簿
ｏ
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ど
こ

奉
虫
“里
閲
コ
′
＾
尺
イ
に
ヽ

く
４
ヾ
警
撃
ゞ

Ａ譲
寒
こ

市
内
宝
着
一寝
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，（η
ニ

０
木
春
勢
゛
弐
ぐ
ヾ
■
ヽ
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０
・
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Ｔ
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覇
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ヽ
１
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罫
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球
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ふ
３
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ふ
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爺
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〈
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金
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き
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静

ａ

ｃ
上
ｌｉｔ
支
憲
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ぐ
，
率
平
０

３
　

な
中
心
コ
ぶ

一
　

場
′
坐
卦
会
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．
東

即

中

す

駄
ｏ

饉
ま
ｏ
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東
椰
中
゛
摯
一弱
十

菫

慕

ぢ

Ｊ
ア
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警
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「
・ヽ
ア
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ふ
二
Ｑ
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ヾ
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′
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―
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藪
＾
十
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人
ｏ
う
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ヨ
麟

Ъ
ケ
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０
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雲
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野
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■
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私
た
ち
も
全
国
大
会
に
参

加
―
―
。
含

圏

拳
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
大
会
で
四
日
間
の
熱

い
ド
ラ
マ
を
支
え
た
の
は
、

当
募
槍
し
て
本
蓑
慧呂
に

当
た
っ
た
東
明
中
の
生
徒
や

市
内
一目
子
、
一揉

い
の
パ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
員
・宅

全
国
か
ら

き
た
仲
間
に
、
ベ
ス
ト
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
戦

っ
て
も
ら

お
ら
こ

壼
召
だ
大
会
を

姜
７
ウ
た

貪

生
徒
が
嫁

っ
た

の
は
、
接
待
、
受
付
、
速

報

〈頚

記
桑

式
典
な

ど
で
東
明
中
の
補
断
雇
一徒
が

延
べ
千
二
百
人
。
そ
れ
に
線

審
ヽ
カ
ウ
ン
タ
ー
に
高
校̈
や

は
、
Ａ霊
通
大
会
で
リ
ハ
ー
サ

ル
を
こ
な
し
、
記
念
品
と
し

て
生
徒
が
す
ず
ら
ん
と
ラ
ベ

ン
ダ

ー
の
押
し
花

の
し
お

り
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
シ
ラ
カ
バ

の
木
を
使

っ
た
ウ
ッ
ド
ク
ラ

中

学

の
パ
ド

ミ

ン
ト

ン
部

員
が
当

た

っ

た
。当

番
校

の

東

明

中

で

は
、
生
徒
会

が
中
心

に
な

っ
て
昨
年

の

上

川
支
庁
大

会
か
ら
準
備

に
入

っ
た
。

そ
し

て
今
年

フ
ト
を
製
作
し
、
選
手

一
人

ひ
と
り
に
ブ
レ
ゼ
ン
ト
。
さ

ら
に

，
、
百
″か
ら
学
年
ご
と

に
応
援
旗
を
雲
攣
し
、
選
手

の
健
闘
を
祈
っ
た
。

あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
仕
事
を

精
力
的
に
こ
な

し
た
が
、
中
で

も
大
会
記
録
や

コ
メ
ン
ト
を
掲

載

し

た

速

報

は
、
参
加
し
た

選
手
や
応
援
の

国

の
仲
間
と

交
流
を
深
め

る

こ
と
が
出

来

て

「
楽
し

か

っ
た
」
と

ニ
ッ
コ
リ
。

昨
年
の
七

月
か
ら
準
備

に
入

っ
た
東

明
中
。
生
徒
ば
か
り
で
な

く
、
教
員
、
そ
し
て
父
兄
を

含
め
、
学
毒本
体
が
盛
ｈエ

が
り
を
見
せ
、
ェ塞
笙
同
士
の

”和
“
が
深
く
な

っ
た
。
選

手
ば
か
り
で
な
く
′、
裏
方
に

と

っ
て
も
感
動
の
ド
ラ
マ
が

多
く
生
ま
れ
た
大
会
だ

っ

た
。

・゙ 1′ ヽ o′
lrミ /

父
兄
な
ど
に
好
評
で
二
十
九

号
ま
で
発
行
し
た
。
担
当
し

た
大
場
英
二
君

（三
年
）
は

「柏
奸
一の
印
ネ

営
民
ぞ
患

っ

緊張 した面 持 ちで アナ ウ ンスす る生

徒

選 手 の 先 導 役 を 務 め た プ ラ カ ー ド嬢

は 緊 張 気 味

て
も
ら
お
う

と
、
言
葉
使

い
な
ど
気
を

使
う
こ
と
が

多
く
疲
れ
ま

し
た
」
と
ホ

ッ
と

一
息
．

し
か
し
、
全

=

選手 を代表 して童書 した竹内崇選手

(東明中 ):ま、元気 いっばい
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平成6年度全国中学校選抜体育大会

第24回全国中学校バドミトントン大会のスローガン、ポスターの募集要項

1 趣  旨
平成 6年度全国中学校選抜体育大会は北海道で開催され、旭川市におい

てはバスケットボールとバ ドミントン競技の 2種 目が開催されますが、旭

川市の中学生でバ ドミントン大会を盛 り上げ、成功させるために、下記に

より大会スローガ ン、種目別ポスターを募集 します。

2.募集の内容
(1)第 24回全国中学校バ ドミン トン大会のスローガ ン

(2)第 24回 全国中学校バ ドミン トン大会のポスター原画

3.作品の基準
(1)大会スローガ ン
ア、旭川市の特長を生か し、若い中学生の情熱や友情等を織 り込んだ

大会スローガ ン

平成 4年度  例
富山県高岡市  「万葉へ飛ベ  シャ トルに乗 った 熱き友情」
平成 5年度  例
滋賀県大津市  「熱きシャトル びわこの空に 飛び交う友情」

イ、未発表の作品に限る。

(2)ポ スター原画
ア、競技が一 日でわかるような図案。

(で きれば、旭川市をイメージ化 してほ しい )

イ、用紙は 4つ 切 り画用紙を使用する。 (縦位置 )

ウ、彩色材料は、ポスタニカラーまたは水彩絵の具を使用 し、色数は

規定 しない。

工、ポスター製作に必要な字句等は主催者側で記入 しますので、応募

作品には不要です。

オ、未発表の作品に限る。
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4.応 募資格

旭川市内の中学校に在籍する生徒とする。

5。 応募の方法

(1)応 募点数は制限 しない。

(2)作 品の裏側に学校名、学年、組、氏名を明記する。

6.応 募締切 り

平成 6年 2月 末日とする。

7.審 査・ 発表及び表彰

(1)大 会スローガンは大会事務局、ポスターは旭教研図工美術部で行う。

(2)表  彰   最優秀賞 (1 名 )
優秀賞  (3 名 )
佳 作  (若干名 )

※審査の結果、入選者については、後日連絡する。

8.そ の他

(1)優秀な作品については、大会ポスター、大会プログラムの表紙等に採
用することがある。その場合、修正加筆することがある。

(2)優秀作品の著作権は、旭川市バ ドミントン実行委員会に帰属 し、応募
作品は返却 しない。

(3)応 募作品送付先

旭川市東光 16条 7丁 目 旭川市立東明中学校
第 24回全国中学校バ ドミン トン大会
旭川市実行委員会 事務局宛
TEL 0166-33～ 3824 FAX 0166-33-3899
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平成6年度全国中学校選抜体育大会・第24回全国中学校バドミントン大会

大会ポスター、スローガン、シンボルマーク審査結果

◎大会ポスター

最優秀賞

優  秀  賞

佳   作

◎大会スローガン

最優秀賞

優  秀  賞

佳   作

◎大会シンボルマーク

最優秀賞

佳  作

「応募総数 696点 」

彦

子

子

紘

子

里

子

美

謹

暁

裕

文

千

綾

衣

祐

歩

匡

田

田

　

西

藤

田

村

辺

倉

池

東

南

中

加

米

川

渡

小

旭川市立東明中学校

旭川市立神居中学校

旭川市立神居中学校

旭川市立愛宕中学校

旭川市立東明中学校

旭川市立愛宕中学校

旭川市立神居中学校

旭川市立東明中学校

旭川市立広陵中学校

旭川市立広陵中学校

旭川市立愛宕中学校

3年 (ボスター)

2Zヨ三(テレフォンカード)

2年

3年

3年

3年

2年

3年

2年

2年

3年

「応募総数  775点 」

松 井 祥 亮  旭川市立永山中学校  3年
『響けシャ トル 大雪に向かって 今 旭川』
小 沢 美 紀  旭川市立第二中学校
『大空へ翔べ 大雪に響 く 情熱の心』
中 川1 紗 和  旭川市立東明中学校  3年
『打て !北の大地を 飛ばせ !技 と力で』
白 鳥 和 夫  旭川市立永山中学校  2年
田 村 友 尋  旭川市立永山中学校  3年
山 本 祐梨子  旭川市立東明中学校  2年
神 山 晃 一  旭川市立東明中学校  3年

子

絋

祐

千

野

西

菅

中
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第24 全国中学校バドミントン大会ポスター

務
″喘|・ヽ
‐/″

ザ
″イ

警
ン

・一
　
′
■
ヽ

を
一ウ
・′れ・“一″　　・　・

プ
メ

攣
″
・

デ ザ イ ン

ス ロ ー ガ ン

シンボルマーク

彦

売

子

暁

祥

祐

田

井

野

池

松

菅

(旭川市立東明中学校)

(旭川市立永山中学校)

(旭川市立広陵中学校)

-132-

″
´



旭川 市実 行 委員 会



平成6年度 ≦≧巨ヨヰだ≠ 1権た迎計友 クト手李ノヽ こ≧九旦メ|1静打イ在 に 一つ

い

~で

旭 川 実 行 委 員 会

1 運営の基本原則について

① 旭川市 1万 5千有余の中学校生徒を基盤とした学校教育活動で実施する。
② 旭川市中学校生徒による、_大会運営への積極的参加。
③.合い言葉「質素・親切・正確」の (3S)で大会運営にみたる。

④ 旭川市、旭川市教育委員会を中心に、諸団体との連携を蜜にし、協力を得ながら

推進する。

⑤ 既設設備の利用で大会運営にあたる。
⑥ 競技役員は、旭川市を中心とした近郊市町村役員で構成する。

2 旭川市実行委員会の業務内容

1)大会全体準備について

① 大会開催要項の作成
②.大会妻項、参加密し込み、宿泊要項想との作成と発送

③ 大会役員の構成と委嘱
④ 競技会場の選定と借用
⑤.開会式、閉会式の企画運営

⑥ 宿泊、輸送計画
① 予算の作成運用
③ 表彰の企画、準備
③ 関係協力団体との対応
⑩ 大会プログラムの企画、編集
① 実績報告書の作成
⑫ 準備日程の作成

(2)大会運営について

① 競技運営にあたる各当番学校間の連携、連絡、調整
② 競技団体との折衝、連携、調整
③ 表彰

-133-



f― Lo壺碁卜啓尋llミュ本デヽ フヽ 管華t拳キ糞キ1額歌i交 1ヽ¥工■ 種郵≦≧ 郵摯
下
~′ J

。さt菫実す雄ふ青爆卦挙蚤J3盤基夢釜赴彗や中Q余書手こ1 l� lltJ C

.鑢ミ曲盤難Q/ヽ言議会大´́さ几二t書豊ヽや中市
::t獣 §

。さ虫峯 3噌壺金六下 (28)QL菫 玉・僣肝 巽貢
｀
薬言′J合 0

t、 ′ま摯早1多卜iさ:ィ、,Il逮春贅壺Q、 お面鶴 ″しl`島、中春全尋養盲洋藤lii〕 ′事|:(麒 D
。さt議螢

‐

=ふ 11占 ″嗜 二金大〕猥lネQ静電気漱 ○
。さt鱒 う‐員策・椰 1確豫 J3′■中請 |1麟 ′t欅

:1主1讐 0

)′ 」03哺挙識全会大

)′
`cじ
曜 藪金大 `tl

藍霊 ′審藪 ′裁獄゛聞 li卦挙番巌薔さ3ヽお二1営壼卦競 ①

整髄 ′苺曇 ′蒲群Q斗な田難隷 ③
導霧
・e



彗転Q資金轟 ′入金轟 ◎
事築 ′費会 ′曇整Q難鵬 ③
な域 ″事壼os音熟轟敵購 e

囃 金詈燃含)言露S画驚信電Q慰会書態 O
(ぷ教さ員委Fl事 #朴Ⅲ彗)果爵i籠隷掛闘 ′業饉Q金語鮭難国全 ③

織薇Q素会瞥霊 ③
も 小母合■ ,6ミ鼻幾 ′爵委 ィ)と で罐0員書露競 ①

齢貫 ′画全Q書書 ①
キ:ヤトt)受 ′さなJ申 ]痰冬 9
議齢 ′普0合ネ慇 ③

)イ JC二 1曇懸 (8)

立本 80難羊番普、(■、1,コ ン、・対等番姿 、゙一葦4、 ‐́さ天レ、.全員養浴実 ′上↓懸:曇 ①
。さtS〕

■ ●    ・ ・

難数3基″」吉:椰 ′い な II::ふ中珠郊挙番きo気金員姿十
'実
ノ■
'〕

′JC・ 31(人簿)導千 ③
(も ぶ金言嶽・ぼ尋意・金群R・ 金顧齢)。 さ青饉11′ J

l)寿 3案立Q裏キ●ほ壽準機 ′tiほ群専 ε ①
熱↑}Q書薫棄Q薇春寒番 ′な懸 壽事ε ①

】`JCL麒 :惑Qt村鑓職関ま撃 8

菫驚 ′ぶ壺°S｀畷ま辮露 ′オ■i｀議�獣|li獣 ′全員委青藤市lit醸 ′蒸|lt駄 lII

勢鶴 ′基:藪 Q聞郊挙薔選番 {S)
藍満 ′ぶ瓢03壼基゙牽G麟全 F堕全 (3)

菫鶴 /掛藪Q3苺熾古iF愚青難猥■_′養難重 (卜 }
戯Q゛ (a)

ト



④ 開会式、開会式の運営
⑤ 記録の整理、発表、保存
⑥ 報道関係者との連絡、対応
① 競技会場の設計計画と設営 (含練習会場)
③ 全国競技部会の招集、開催場所確保 (道中体連専門委員と連絡)
◎ 監督会議の開催
⑩ 競技役員の割り当て、委嘱、諸連絡、打合せなど・
① 接待の企画、実施
⑫ 参加申し込み、受け付け
⑬ 組み合わせ、抽選

(3)経理について

① 経理は、実行委員会・バスケットボール当番学校 `バ ドミントン当番学校の 3本立
てとする。

② 予算 (収入)については、実行委員会及び当番学校が中心となり、競技団体と連携
し、担当する。 (補助金・分担金・広告料

。協賛金など)

③ 3事務局は、各事務局の予算の立案と執行

④ 3事務局は、各事務局の決算書の作成

3 地元関係団体との連携について

(1}旭川市、旭川市教育委員会、旭川地区競技団体、関係諸団体と
の連絡、調整

(2)各当番学校間の連絡、調整

(3)全国、全道の中体連との連絡、調整

(4)道教委、上川教育局、市教委との連絡、調整

(5)その他

4 旭川市中学校連盟専門委員は、道中体連専門委員長
と連絡調整の窓□
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平 成 6年 度 全 国 中 学 校 選 抜 体 育 大 会
旭 ′:Iヨ電子予委 員 会 会 員 r」

(名 称)
第 1条 本会は、平成 6年度全国中学校選抜体育大会旭川実行委員会という。

(目 的)
第 2条 本会は、平成 6年度旭川において開催される、全国中学校選抜体育大会 (以下

「大会」という)を実施するために必要な業務を担当することを目的とする。

(事 業)
第 3条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。
1 大会運営に必要な、総合計画に関すること。
2 大会の開催・運営に必要な、基本方針に関すること。
3 開催競技種目別競技会場に関すること。
4 北海道中学校体育連盟実行委員会、その他関係機関及び、諸団体との連携.
5 大会運営に必要な、資金及び資材の調達に関すること。
6 その他、大会運営に必要な事項に関すること。

(組 織)

第 4条 本会の委員は、上川教育局・旭川市教育委員会・旭川市中学校長会・旭川市中
学校連盟・旭川市体育協会・旭川地区バスケットボール協会・旭川地区バドミン

トン協会 。当番学校 。その他より
・
、会長が委嘱する。

本会に、次の役員をおく。

(1)会  長 1 名       (2)副 会長若干名
(3)常任委員 (副会長・委員)   (4)監   査 2名
(5)事務局長 1名 (赳 |1市申難連縄1服)(6)事 務局次長 2名G発徴 1名ずつ)
(7)事務局委員 (訓市韓餞欝鵬員0各当辞獅韻員)

本会に、名誉会長、顧間、・及び参与をおくことができる。

(役員の委嘱)

第 6条 役員の委嘱は次の通りとする。
1 会長は

'日

|1市中学校連盟会長をもってあてる。

第

員

条ＦЭ

役

９

一
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2 副会長・常任委員・監査は、委員のうちから会長が委嘱する。

(役員の職務)

第 7条 役員の職務は次の通りとする。
1 会長は本会を代表し、会務を統括する。
2 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるときは、副会長がその職務を代行す
る。

3 常任委員は、常任委員会において必要な事項を審議する。
4 監査は、本会の業務及び、会計を監査する。
5 事務局長は、事務全般の処理及び諸会議の企画。準備にあたる。

(役員の任期)

第 8条 役員の任期は、本会の目的・事業を達成する日までとする。

(会議の設置)

第 9条 この会の円滑な運営を計るために、次の会議を設ける。
1 総 会  2 常任委員会  3 事務局会

(総 会)
第 10条

1

2

総会は、次のように行う。

総会は、会長が招集する。

総会は、本会委員をもって構成し、次の事項を審議決定する。

(1)大会の開催、及び運営の基本的事項を審議決定する。

(2)本会会則の制定、及び改廃にかんすること。

(3)その他必要な事項に関すること。

(4)総会の議長は、副会長が輪番であたること。

(常任委員会)

第 11条 常任委員会は、次のように行う。
1 常任委員会は、会長が招集する。
2 常任委員会は、会長・副会長・委員をもって構成し、総会の議案書及び総会
から付託された事項、会長が必要と認めた事項について審議する。

3 前項の規定により議決した事項のうち、会長が必要と認めた事項は次の総会
に報告する。

4 常任委員会の委員長は、会長の指名による。
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5 常任委員会の議長は、互選による。
6 常任委員会の、準備・議事録は旭川市中学校連盟事務局が行う。

(事務局会)

第 12条 事務局会は次のことがらを行う。
1 事務局会は、会長が委嘱する委員をもって構成し、会長が付託した事項を
審議する。

2 事務局会に関し、必要な事項は会長が別に定める。

(会 計)
第 13条 1 本会の経費は、旭川市中学校連盟助成金 。その他によって行う。
2 本会の会計は、旭川市中学校連盟事務局が行う。
3 バスケットボール・バ ドミントンの両競技種目の会計は、夫々の当番学校
が行う。

(会計年度)

第 14条 会計年度は、4Jl l日 から始まり、翌年3月 31日に終了する。

(専決事項)

第 15条 会長は、緊急を要する事項についてはこれを専決することができる。

(委 任)
第 16条 この会則に定めるもののほか、本会の運営に関し必要な事項は会長が別に定め

る。

(事務局)

第 17条 本会の事務処理をするための事務局を、旭川市立春光台中学校内「旭川市中学
校連盟」の事務局学校におく。

付 員11  この会則は、平成 4年 11月 26日 (木曜日)から施行する。

-137-



。さ光]壼ユ ′卦具華0会員姿曇常 こ
。こ浴社凛隷専翌壼難華中市‖獣卦義準織 0静準 rO会長養掛常 a

(金置苺専)

。こ浴ふさ社350爽尤:金 1.1群奪 棗SI豪
卜籠専まご』し1ヤヘ畏金 ′JI魚淋す。ささ員番さtロロき

'ま
長金 ′場会愚愁準 1 

・  1:
:          ~‐       ~     

。さ
'熱
審

。さお菫ヨ隠′ま員会た0藤準ぶ要逃 ′J ttL絵楓苺荘 S

・
itヽ )、 几Li蛤0う 。金撫組智懸藤予山凛||IJ、 ィitF費凛0分本

'゛そ書ヽ1,I苺専霊重要幸 hlⅢ  it、 :I“ ′ふ二会Q金本

メ1ムた格 |=ヽ tチ 人 rt:キ tデト●日睡中崚書螢晨鬱職でヽヽり|く _´.′ 、.、」ヽ 「トイ■ヽで入′`

`・
 11                  ,「一

:,レふ

子ま員会t'鉾率j賞 .ヽj関 3唯轟0金本 ′/ふモ10Cc与 されす■ ::1金 (ヽ こ
'~              。さ

中i:1:li麒
~:内
難羊中合よ毒立市|lt歓 ′゙ 轟壽苺oさまさ■‐さ蟹蜃壽専くヽ金本

。〉凛二:難挙漱熟事QL壁聾卦



事群塞:鰯議爆.:戦雪 ▼手
‐
tヽ
.__´

~~~~‐ ~~‐‐■■
‐
11

八 3土 J申 書鮮 L〕 よ書 3:5

。t

山警大

選
=   
多0(   =:"   ,ごヒ

く` 4+ヾ ti響
~1 
′上1金 大 く 4く ,ヨ ン、鶴等中国全国さS業

0熱 普 ′ζむ 0く 政 一口尺QL口 t麒  李  丁 cr嶽 自七:警 大
鳥
｀
。ま J走 善)'α 3Lさ 0料 31さ 卜 (ヽ 大整 ′0■ 三:代 畿 じ

。大 J trJじ じ さ 3'よ 0さ らl

革 ゛イま画 全 )o汰 ふヨ卦関 ′ふ 虫 Q金 大国全 Q)も J意∫
な さゴ■ .き ヽ驀 7ま 藤 ぶ 彗鼠 彗モ、不 3′ふ掛 ′〕 走旨薇 ′書
虫獄 31職 憮熱 事会大 ゛鬼 31撻 支Ъ が大資 Q碁 普 ′tさ は′き

: -                 1 ..

。ttO律 〕
｀
J tt rJ歯 懇 さ′α着ヽ さ 33虫 J意 苦ケ 7住 33さ

3′

“

3意 ゛33挙 験馬難灘 ′)J意 0大 き 31T苺 会大



ル

rT=‐r―――
大雪山

tFfF‐ .r――
旭橋

J="  どニ  スレヾ   選彗

第 24回 全国中学校 バ ドミン トン大会 は、「 響 け シャ トル

大雪 に向か って 今  旭川」 のス ローガ ンの もと、皆様 の
ご協力 によ り、盛大 の うちに終 わ ることがで きま した。誠

にあ りが と うござい ま した。

は じめての全国大会の ため、開催 にあた って企 画か ら準

備、運営 まで、何 か と不行 き届 きな点が多 々あ った に もか

かわ らず、皆様の寛大 な ご支援 によ り大会を成功裡 に終 え

ることがで きま した ことを心か ら感謝 いた してお ります。

大会終了 にあた りま して 、競技記録等を と りまとめ、 こ

こに謹んで ご報告 申 し上 げ、お礼 の ごあい さつ といた しま

す。
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